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序章





　この高校の生徒でもあまり知るもののいない、忘れられた茶道室。

　そこにおわすは、現役神様と元神様。

「空が高くなって、すっかり秋めいてきたのう」

　老人のような口ぶりで呟つぶやきながら、ぼんやりと窓の外を眺めているのは現役神様の珠たま枝えのほう。

　口調は年寄り臭いが、外見はまだ幼い少女。

　女子生徒たちがうらやむ枝毛ひとつない黒髪をツインテールにして、この高校の制服を着ている姿は、どう見ても神様とは思えないが……それでも、紛まごう事なき高い霊格をもった神様なのである。

　そんな神様は秋の空を眺めることに飽きたのか、ぽてりと畳の上に横たわると、そのままゴロゴローッと転がって、かたわらに正座するマドカのほうに寄り添った。

　こちらは元神様。

　珠たま枝えに比べると、その霊格はずっと低い。

　そのため、学校の守り神の座を珠枝に譲り渡した身である。

　もっとも、そのことを悲観しているといった様子はなく、神様という重圧から解放されたおかげか、以前よりも活いき活いきしているぐらいであった。

「はい、すっかり過ごしやすくなりましたね。珠枝ねえさま」

　そんなマドカは、さきほどから大きなひょっとこの面を布で磨いている。

　いつもマドカが背中に背負っている、彼女のトレードマークともいえる面だった。

「精が出るな」

　珠枝は畳に寝転がったまま、マドカを見上げる。

「先代の竈かまど神がみから譲り受けた、大切なお面ですので」

　マドカは少し顔を赤らめ、ひょうきんな顔をしたお面を大事そうに抱きしめた。

「ふん、健けな気げなことだ」

　珠枝は口をとがらせ、ひょっとこの顔かお真ま似ねをしながら鼻を鳴らした。

「今日は授業の見学に行かれないのですか？」

「あまり顔を出すと、智とも宏ひろが怒るのでなぁ」

　珠枝はむっくり起き上がると、両足を伸ばして前屈運動のようなことを始める。

「退屈なんですか？」

「むー、よくわからんが、これが退屈というものなのかもしれん。山にいたときは、暇を持て余すなど思うことすらなかったのにな」

「そうなんですか？」

「人間の側そばにいると、時間というものを意識させられる。特にこの学校は忙しい。忙しいだけに、逆に時間を長く感じさせられる」

「穏やかな山のほうが、時間を短く感じる。なんだか面白いですね」

「時間の流れを忘れてしまうのだろう。朝日に照らされる山野を眺めていたと思ったら、いつしか夕日に染まっていた……そんなものだった」

　シャツがめくれた背中を露あらわにしながら、珠枝はぐいーっと思い切り身体からだを前に倒して、おでこを膝ひざにぴたりとつけた。

「私はずっと人間の側にいたので、このあわただしい時間に合わせることに慣れてしまいましたが」

「しかし、それでは寂しかろう。あまりに人間はあわただしすぎる。現れたかと思えば、すぐに去ってしまう」

「……そうですね。ですが、たとえそうであっても私は人間の近くにいたいです」

　マドカは眉まゆをハの字にしたまま、少し無理をした笑みを浮かべた。

「まあ、その気持ちはわからないでもないがな」

　珠たま枝えは身体からだを起こしながら、小さく呟つぶやいた。

「そうだ、そんなにお暇でしたら、草刈りに行きませんか？」

「なぜ、そんなことをせねばならん」

「だって、いまのうちに刈っておかないと、種がちらばってしまって大変なんですよ。いまでも、もう遅いぐらいです」

「それはそうだが……おまえ、そんなことをしていたのか」

「学校の守り神ですもの。普通のことじゃないんですか？」

「よく知らんが、いまどきそんな律儀なモノはいないだろう？」

「ですかねぇ？」

「昔はワシも山に住む爺じいさんの手伝いをして、餅もちを供そなえてもらったりしたものだが……」

　珠枝は少し懐かしそうな顔をして、しばし物思いに耽ふける。

「お供えといえば、校長先生から美お味いしそうな栗くりようかんをいただいたんですよ。召し上がります？」

「んー、おまえに供えられてもなぁ」

　基本的に珠枝は供えられたものしか食べない。

　そして、供えられた相手によっても、その味わいは変化するのである。

「そうですか。では、失礼して、私だけいただきますね」

「ふん、勝手にせい」

　珠枝はそっぽを向いて、手をヒラヒラと振った。

　そんな珠枝を置いて、マドカはいそいそと茶道室に備わっている給湯室に向かうと、鼻歌交じりに栗ようかんを切り分けている。

「ふん、栗ようかんなど……」

　上機嫌なマドカの様子をチラチラと見ながら、珠枝は何度も座り直した。

　やがて、緑茶のよい香りと共に、栗ようかんを二切れほど皿に盛って、マドカが戻ってきた。

　しっとりと濃縮された小豆あずきの色をしたようかんの中に、黄金と見間違わんばかりの鮮やかな色をした栗がごろっと丸ごと入っている、見た目にも美味しいことが保証されているような、それはそれは見事な栗ようかんだった。

「この季節は栗ですよね。山のほうでは、もう食たべ頃ごろなのではないでしょうか？」

「う、うむ……そうだろうな」

　珠枝は窓の外に顔を向けながらも、横目でマドカの手元を凝視した。

「うわ～、立派な栗ですよ！」

　マドカはようかんを竹たけ楊よう枝じで切り分けると、まずは大きな栗が入っている部分を口に運んだ。

　その瞬間、ぷにっとしたマドカのほっぺが心持ち垂れ下がった。

「あっ、おいし～っ！」

　ほくほく顔でマドカは、さらにもう一切れ口に運ぶ。

「そ、そんなに美う味まいのか？」

　さっきまで離れた場所に座っていた珠たま枝えだったが、いつのまにかマドカの側そばににじりよっている。

「ええ、とっても。あとで校長先生にお礼をいわなくてはいけませんね」

「う、うむっ、そうだな。そうしたほうがいいだろう」

　珠枝は指先で畳の縁をいじりながら、上の空で答える。

　ただし、その視線は栗くりようかんに釘くぎ付づけであった。

「……珠枝ねえさま、よかったらご一緒しませんか？」

　そんな珠枝の様子に、マドカはクスリと笑って尋ねる。

　しかし、マドカに心を見透かされたのが気に障ったのか、珠枝は顔を真っ赤にして反発した。

「なっ、神の言葉に二言はない。一度いらんといったら、いらんのだっ！」

　パンパンと畳を叩たたいて、珠枝はぷいっとマドカに背中を向ける。

「そんな強情を張らなくても……一緒に食べたほうが美お味いしいのに」

　マドカは眉まゆをひそめながら小声で呟つぶやく。

　すると、四時限目の終わりを告げるチャイムが聞こえてきた。

「おっ、昼休みだな！」

　いままですねた顔をしていた珠枝の表情が、ぱああっと明るくなった。

「あ、学食のお手伝いに行かなくては！」

　チャイムを聞いて、マドカはあわてて残りの栗ようかんを口に入れた。

「ああっ、急いでいるのに、この美味しさの余韻で立ち上がるのが辛つらいですぅ～」

　両りよう頬ほおを手で押さえて、マドカが至福の表情をしながらいやいやと首を横に振っていると、茶道室の戸が勢いよく開いた。

「智とも宏ひろか？」

　珠枝は腰を途中まであげたが、入ってきた生徒の姿を見た途端、落胆した顔をする。

「貴様は確か……智宏と同じクラスのマゲとかいったか？」

「そのあだ名、やめてください。私は佐さ原はら果か穂ほですっ！」

「むーっ、ワシは人の名を憶おぼえるのが苦手なのだ。細かいことをいうな」

　彼女がクラスのみんなにマゲと呼ばれているのは、後ろ髪をまるでちょんまげのようにピンと立たせてまとめているところからである。

　そのわかりやすいあだ名のおかげで、あまり人の名前に関心のない珠枝も、マゲのことは憶おぼえていた。

　座席は智とも宏ひろの近くで、背は女子にしては高め。活発で元気のよい女子だった。

「もう、せっかくお供そなえ物をもってきたのにな」

「供え物だと？」

　珠たま枝えはマゲの抱えている大きな包みをちらりと見た。

「どうぞお納めください」

　マゲは茶道室にあがって、その包みを珠枝に差し出した。

「ふむ、なかなか殊勝な心がけだな。感心、感心」

　よく調理実習のお菓子などを持ってきてくれる女子生徒はいるが、こんな大きなお供えは初めてだった。珠枝は包み紙を遠慮なくバリバリと破った。

「……なんだこれは？」

　中から出てきたのは、智宏の担任である本ほん間ま先生がこよなく愛する癒いやし系マスコット、カモメッピの巨大なぬいぐるみであった。

　カモメというよりは大福にくちばしと翼がついていると表現したほうがよいような、実にゆるみきった体型をしているが、このだら～っとした姿が女性を中心に大人気なのである。

「どうせ供えるのなら、どこぞの誰だれかが独り占めしてくれた栗くりようかんのほうがよかったのだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「んがっ、んんっ！」

　とんだ難癖をつけられ、マドカはようかんを喉のどに詰まらせたのか、胸をドンドン叩たたいて目を白黒させた。

「そういわず、このぬいぐるみの手触りを試してみてください」

「ふん、いくらワシがもふもふに目がないといって、そうやすやすと懐柔されたりはせぬぞ。しかも、このようなまがいものでワシのもふもふ愛を満足させられるものか」

「いいから、いいから。騙だまされたと思って」

　マゲがあまりしつこく薦めてくるので、珠たま枝えは半信半疑の顔でカモメッピのぬいぐるみを抱きしめてみた。

「んっ、んんっ？」

　ツインテールの髪をピーンと跳ね上げて、珠枝は驚いたように目を見開いた。

「なっ、なんなのだ、この感触は？」

　じっと目を閉じたままカモメッピをぎゅっと抱きしめ、珠枝はその微妙な抱き心地を味わっている。

「もふもふではない……もにゅもにゅ？　いや、むにむにか？」

　まるでワインを吟ぎん味みするソムリエのような口調。

「いかがです、高機能マクラに採用される低反発素材と、伸縮自在のメリヤス生地で作った、癒いやし系ぬいぐるみの感触は？」

「定番パンツ？」

「低反発ですっ！」

「むーっ、よくわからんが、人間の科学はこんなものまで生み出したのか。テレビを初めて見たときも驚いたが……欲望を満足させる人間の貪どん欲よくさは、恐るべきものがあるのぅ」

「それはつまり気に入っていただけたということでよろしいのでしょうか？」

「わからん……わからんが、なぜか癖になる。これは癖になるぞぉ～っ！」

　いままで体験したことのない新感触の虜とりことなった珠枝は、ぬいぐるみをむにーっと抱きしめたまま雄お叫たけびをあげた。

　すると、そんな珠枝にマゲがすり寄ってくる。

「……ところで、珠枝様？」

「ん、なんだ？」

　珠枝はむにむにとカモメッピをもてあそびながら応こたえる。

「ちょっとご相談したいことがあるのですが……」

「おっ、おおっ!?　あごの下でむにむにすると、これまた新感触！」

「あの、珠枝様？」

「なんだ、いいたいことがあるのならいってみろ」

　カモメッピの可能性を模索するのに忙しい珠たま枝えは、面倒くさそうにうながす。

「実は私が入っている演劇部なんですけど、二学期で三年生が引退して部員不足になっちゃったんです。おかげで舞台ができなくなって……」

「それがどうした？」

「珠枝様ならなんとかできないかな～って」

「できるか、そんなもの」

　一刀両断、珠枝は即答で断った。

「返してください、やっぱりそれ返してくださいっ！」

　その素っ気ない態度に腹を立てたマゲは、珠枝からカモメッピを奪い取ろうとする。

「な、なにをする。奉納したものに手を出すなど、なんたる罰当たりっ！」

「そんなことはご利り益やくを与えてからいってください！」

「あ～っ、二人ともやめてくださ～い！」

　あわててマドカが間に入って仲裁をする。

「まったく、神に願うのなら、もっと相応ふさわしいことがあるだろう。無病息災とか、豊作祈願とか……」

　珠枝は意地でも手放さないといった様子で、カモメッピを両手両足に挟んでいった。

「それならできるっていうんですか？」

「いや……ワシはあまり得意ではないが」

　目をそらして、珠枝はあごでカモメッピをむにむにする。

「そうかぁ、やっぱり珠枝様でも無理かぁ。じゃあ、しかたないなぁ」

「やっぱりとはなんだ。この罰当たりめ」

「ご利益をもらっていないのに、罰だけ当てられるなんて理不尽な」

「本来、神とはそういうものだ」

　珠枝はカモメッピにスリーパーホールドをかけながら、どこまでむにっと潰つぶれるのか、その弾力性の限界に挑戦していた。

「だったら、もうひとつ別のお願いがあって……実は、ある男子のことで相談があるんです」

「うわわっ、恋の相談ですか!?」

　心配そうに二人を見守っていたマドカが、突如、興味津々といった顔でいった。

「いっておくがな、縁結びなら専門の神に頼んだほうが利益はあるぞ。いまは巷ちまたに溢あふれておろう」

「いえいえ、そういうのは全然期待していませんから。ただ、ちょっと教えて欲しいことがあるんです」

「なにを知りたいというのだ。ワシが知ることなら、なんでも教えてやろう」

　見くびられたことに不満そうな珠たま枝えは、鼻息荒くいった。

　すると、マゲはにまーっと笑って、珠枝に問いかけた。

「稲いな村むら君の女性の好みを教えてもらえますか？」



「な、なんだとぉ～！」



　マゲの思わぬ申し出に、ビシッと硬直してしまった珠枝を置いて、マドカはわたわたと給湯室に避難する。

　そして、青い顔をして震え上がりながら呟つぶやいた。

「こっ、これは大変なことになりました。嵐あらしの……嵐の予感がしますよぉ～」



    

  
    
      
第一話　コヒロ先生の青空教室





「どうしたんだ、珠枝？」

　放課後、下校しようと下駄箱からスニーカーを取り出した稲村智とも宏ひろは、さっきからずっと三歩ほど後ろをついてくる珠枝に声をかけた。

「別になんでもない……」

　珠枝は形のよい眉まゆを眉み間けんに寄せて、なにやら悩んでいるような顔つきで答える。

　誰だれが見ても、なんでもないという様子ではない。

「それより、なぜその白助と一緒なのだ」

「あ、あのぉ、珠枝様……その呼び方やめていただけませんか？」

「白いから白助と呼んで、なにが悪い。なにか文句でもあるのか？」

　珠枝はさっきから白助と呼んでいる遼りよう子このことを、上から下になめるように見つめた。

「ぴぃぃっ、あの……そんなに見つめないでください。変へん化げが解けてしまいます」

　その正体はスエヒロという名の、カラスの妖よう怪かいである遼子。

　化ける力の弱い彼女は、珠たま枝えのような強い眼力を持つ目で見つめられると、人間への変へん化げが解けてしまうのだった。

「ふん、ワシはその姿より、元の姿のほうが好みだがな。あの言葉にできないもふもふ感……」

　だらしなく口元をゆるめ、珠枝は両手をわきわきとさせる。

　なんかちょっと手つきがイヤらしい。

「ぴいいい～っ」

　遼りよう子こはそんな珠枝に怯おびえるように、智とも宏ひろの背後に隠れた。

　以前、智宏も遼子の正体は見たことがある。

　それはふわふわの白い産毛に覆われた、とても可か愛わいらしいペンギンの雛ひな鳥どりのような姿。

　手触りのよいもふもふとしたモノが大好きな珠枝にとっては、たまらないものだったらしい。

「いい加減にしろよ、珠枝」

　嫌がる遼子をかばって、智宏が注意する。

　この珠枝は、稲いな村むら家を守護する家神であったが、ひょんなことから智宏が通う学校の守り神を兼任することになってしまった。

　もっとも、毎朝、智宏と一緒に登校しては、放課後まで根城の茶道室でゴロゴロしているだけで、神様らしいことはなにひとつしていない。学校の守り神になったというのは、単に学校に遊びに来るための口実としか思えなかった。

　いや、それをいえば智宏の家でも、家神らしいことはほとんどしていなかったが……

「なんだ智宏。なぜその白助をかばう？」

「だって、加か茂もさんのフォローをしてやってくれって、この前の水泳勝負のときにオオヒロに頼まれたじゃないか」

「別に稲村さんの助けがなくても、人間たちを化かすことぐらいわけありません」

　プライドを傷つけられたのか、遼子が智宏に反論する。

「でも、今日だってオオヒロのことをオオヒロ姉様とか呼んだりして」

「あれはただ言い間違えただけです！」

「驚くと『ぴっ』て鳴くし」

「ぴっ、それは癖なんですから、しかたないじゃないですか！」

　遼子は顔を赤らめ抗議した。

「なんか危なっかしいんだよなぁ」

「あなたこそ、オオヒロ姉様のことを破は廉れん恥ちな目で見たりして」

「そんな恐ろしいことをするかぁ！」

　珠枝はそんな言い争いをする二人の間に強引に割り込んで、ジトォと疑いの目で見比べる。

「……おい、なんかおまえたち仲良くなっていないか？」

「ぴいっ、な、仲良くなんかありません！」

「別にこんなの普通だろ？」

「むー、そうかのぉ？」

　珠たま枝えは目をそらさない。

　それは眼力に弱い遼りよう子こでなくても、なにか落ち着かなくなる視線だった。

「……もしかして、智とも宏ひろはそういう色白の娘が好みなのか？」

「なっ！」

「それとも、その大きな胸が好みなのか？」

「ぴいっ！」

　珠枝のあけすけな問いかけに、智宏と遼子は二人して顔を赤らめた。

「いやいや、まてまて……もしかして……？」

　あごに手を当てて、じりじりとにじり寄ってくる珠枝。

「どうしたんだよ、珠枝。おまえなんか変だぞ？」

「別に変ではない。おまえがどんな娘に興味を持つのか知りたいだけだ」

「なんだよそれ」

　智宏は遼子をかばうようにして、早足で校舎を出た。

　その後ろを珠枝はじっと無言のままついてくる。

　いつもは騒がしい珠枝にこうも黙り込まれると、逆に落ち着かなくなる。こんな調子で家に帰るまで珠枝の眼力でにらまれたら、遼子でなくても参ってしまいそうだ。

　するとそこへちょうどよいモノが現れた。

「おい、珠枝。マロニャーだぞ？」

「んっ!?」

　いままでずっと歪ゆがんだハの字をしていた珠枝の眉まゆ毛げが、ぴこーんと跳ね上がった。

　校門の脇わきを優雅に尻尾しつぽを揺らめかしながら歩くのは、サバトラの子猫。

　その名もマロニャー。

　智宏の家に出入りしている、珠枝がおきにいりの野良猫であった。

「おっ、おおっ？」

　いままで智宏たちに向けられていた珠枝の視線も、いまはマロニャーのふらふら動く尻尾に釘くぎ付づけ。

　なにもない空をつかむように両手を差し出して、首だけでその動きを追っている。

「ほら、行っちゃうぞ。もふもふの尻尾が」

「ちょ、ちょっと待つのだ……マロニャー？　マ～ロニャ？」

　智とも宏ひろが背中をポンと叩たたくと、珠たま枝えはゼンマイ仕掛けのおもちゃのようにぎくしゃくした動きで、マロニャーのあとをついていってしまった。

「これでしばらく帰ってこないだろう」

　珠枝の眼力から解放された智宏は、ほっと一息つきながら遼りよう子このほうを見た。

　すると遼子は自分の胸あたりを手で隠している。

「やっぱり胸が好きなんですか、破は廉れん恥ちな……」

「いやいやいやっ、俺おれはなにもいってないだろ！」

「ですが、水泳大会でも真ま希き様の胸を触っていました」

「だから、あれは事故だって！」

　この前の『第一回・珠枝様奉納水泳大会』でのハプニングを思い出して、智宏は顔を赤らめる。

　溺おぼれそうになった真希を助けたときに、うっかり胸を触ってしまった――しかも、なにもつけていない状態のときに。

　智宏はあのときのつるっとした感触を、一瞬手のひらに思い出した。

「どうでしょうか。いまとても破廉恥な顔をしてます」

「そ、そんなことないって。だいたい、あんな胸だか、背中だかわからないような――」

　取り乱した智宏は思わず口が滑ってしまった。

「やっぱり大きな胸が好きなんですね。破廉恥！」

　遼子はぷいっと背中を向けると、逃げるようにスタスタと歩いていく。

「ちょっと待ってくれよ。いまのは、真希に秘密な！」

　あわてて智宏はその後をついていく。

「もう学校から出ましたから、一緒にいてくださらなくて結構です」

　振り向きもせずに遼子は冷たく言い放つ。

「いや、どうせ途中まで一緒なんだから、分かれ道まで一緒に帰ろうよ」
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　水泳大会でオオヒロたちに負けた智宏たちは、学校での遼子の世話を任されることになった。

　世話といっても、遼子が妖よう怪かいとしての正体がばれないように気を遣ってやることがメインである。すでに遼子は十分にクラスに溶け込んでおり、智宏がほんの少しフォローしてやるだけでいまのところ大きな問題はなかった。

　少しズレたところがあっても、遼子がお嬢様学校からの転校生ということで、みんな納得しているようだった。

　智とも宏ひろとしては、逆になぜ遼りよう子こは他ほかの妖よう怪かいたちと違ってこれほど人間らしいのか、そんな疑問が生まれるぐらいである。

　たとえ、人間の言葉を話しても。

　たとえ、その姿が人間と同じでも。

　やはり妖怪と人間は異なるモノである。

　ずっと一緒に暮らしている珠たま枝えでさえ、ふとしたときに異質な空気を身に纏まとわせることがあった。

　だが、遼子にはそれがなかった。

　単純に言動だけではなく、どこかもっと根深い部分で、智宏の知る妖怪たちと遼子には違いがあるような気がしてならなかったのだ。

　ただ、今日はそんな小難しいこととは別に、智宏には遼子に個人的な用事があった。

「……忘れてないよな？」

　智宏はちらりとカバンの中を確認する。

　中には紙袋がひとつ。

　その中身は男子高校生が所持するにはとても相応ふさわしくない、女性物の下着である。

　しかも、シックな大人の雰囲気を演出する黒のレース下着。

　持ち主は誰だれであろう、目の前を歩くお嬢様風美少女――遼子である。

　以前、不幸な事故によって遼子に下着を投げつけられて以来、智宏はいまだに返すタイミングをつかめないままでいた。

　家に置いて、万が一にも親に見つかったりしたら大変だ。

　かといって、こんな爆弾のようなモノを学校に持ってくるのも命が縮む思いである。

　そんなわけで、今日こそは遼子にこの心臓に悪いものを返そうと、智宏は強く決意をしていた。少しばかり冷たくされたぐらいで、引き下がることはできない。

　遼子の後ろを歩きながら、智宏は話しかけるタイミングを見計らう。

　初対面のころに比べれば、だいぶ遼子との距離は縮まった気はするが、それでもなにかというと「破は廉れん恥ち」とののしられることには変わりない。

　やはり慕っている姉のオオヒロが、智宏を婿候補としていることが気にくわないのだろう。

　どうやら遼子は、かなりシスコンな性格らしい。

　智宏は前を歩く遼子のお尻しりに目をやる。

　別にイヤらしい気持ちからではない。

　遼子たち八や咫た烏がらすの一族は、人間に化けてもなぜか尾羽だけが残る。きっとタヌキやキツネたちが化けても、尻しつ尾ぽを残すのと同じことなのだろう。

　それはともかく、この尾羽が重要なのだ。

　八や咫た烏がらす三姉妹の次女コヒロは、いつも無表情でほとんど感情を表に出さないが、尾羽の動きを見ればなにを思っているのか手に取るようにわかった。

　智とも宏ひろは遼りよう子この機嫌も、尾羽を見ればわかるのではと期待していたわけである。

「ん、あれ？」

　ところが、コヒロだけでなく、あのオオヒロでさえいつも服の飾りのようにピョコッと尾羽を出しているのに、遼子の場合はスカートの中に隠していた。

　これでは尾羽の動きを見ることができない。

「ねえ、加か茂もさんは尾羽を出さないの？」

　せっかく思いついた話題なので、智宏は何気なく尋ねてみた。

「ぴいっ!?」

　その言葉に驚いたように、遼子はピタリと立ち止まると、かなり怒った様子で振り返った。

「なっ、なぜ、尾羽を出さなければならないんですか！」

「いや、コヒロたちはいつも出しているから……なんとなく」

　いまいち遼子が怒っている理由がわからないまま、智宏は頭をかきながら応こたえる。

「お姉様たちのような立派な尾羽ならかまいませんけど、私の尾羽なんて出せるわけがないでしょう！」

「そうなの？　ふわふわして可愛かわいいと思うけど」

　前に一度だけ見た遼子の尾羽は、白い綿毛に包まれたウサギの尻尾しつぽのようなもので、珠たま枝えが見たらきっと理性を失いかねない、もふもふっぷりであった。

「ぴぃぃぃっ！　は、は、はれんぴぃなぁっ！」

　智宏の言葉に遼子はお尻しりをカバンで隠すと、ろれつが回らないほど興奮して大声でわめいた。

「えっ、ええっ!?」

　どうやら知らないうちに、自分は特大の地雷を踏んでしまったらしい。

「ご、ごめん、別に変な意味でいったんじゃないんだけど……」

「知りません、ついてこないでください！」

　頭から湯気が立ち上りそうなほど顔を真っ赤にして、遼子は足を速めた。

　あの剣幕では、今日はとても下着を返すなど言い出せそうになかった。

「……また明日にするか」

　遼子の後ろ姿を見送りながらがっくりとうなだれていると、なにか黄色いモノが智宏を追い抜いていった。

「なんだ、あれ」

　顔を上げると、黄色い子供用の傘が目の前でクルクル回っていた。

　空を見上げても、今日はうろこ雲が薄く浮かぶ、秋晴れである。

　こんな天気に傘を差しているだけあって、その持ち主の格好も変わっていた。

　黒と白を基調にしたワンピース。

　スカートの中はボリュームたっぷりのレースで膨らんでおり、これまたレースのついた白いエプロンをつけて、背中で大きなリボンのように結んでいる。

　いわゆるゴスロリ。

　しかも、ゴスロリ系メイド服というやつだった。

　こんな田舎ではかなり珍しい服装である。

「マヤちゃん？」

「んふーっ？」

　智とも宏ひろの呼びかけに気づいたゴスロリ少女が、くるりと振り返った。

　歳としは小学校中学年ぐらい。

　珠たま枝えと同い年か、ちょっと下ぐらいに見える。

　遼りよう子こと同じような、美しい銀髪。小振りの鼻。嬉うれしそうににっこりと笑った口。そして、大きなくりっとした目は、上目遣いでこちらになにか問いかけているよう。

「なーに、お兄たん。いまマヤは、あのお姉たんのあとをつけるのに忙しいんだなぁ」

　この間延びしたしゃべり方も、この子の特徴であった。



    

  
    
      



    

  
    
      「お姉ちゃんって、加か茂もさんのこと？」

「ん～ふふふっ、名前は知らないなぁ」

　すると二人の会話が耳に入ったのか、遼りよう子こが振り返った。

「ぴいっ！」

　そして、悲鳴にも似た声をあげる。

「どうしたの、加茂さん？」

「そのかたは……ヤマイヌではありませんか？」

　遼子は後ずさりをしながら、やや震える声でいった。

「そうだけど？」

　智とも宏ひろはマヤの頭に手を置いて、その柔らかく細い髪を撫なでる。

　いつでもマヤの髪の毛はさらさらしていて、とても撫で心地がよい。

　マヤの頭を撫でると、珠たま枝えがあれほどもふもふを愛していることが、少しだけ理解できる気がした。

「なにをしているのですか。ヤマイヌは……人を喰くらうモノなのですよ！」

　遼子は意を決したように表情を引き締めると、両手を広げて身構えた。

　それに応ずるように、頭上に淡く輝く光の球が浮かび上がる。

　遼子が使し役えきする狐きつね火びである。

　ただ、日差しの下ではその勢いも弱々しい。

「んふーっ、なにを怒っているのかなー？」

　狐火が現れたところで、マヤに動揺した様子は微み塵じんもない。

　小首を傾かしげて、興味深げに遼子のほうを見つめている。

「ちょっと待ってくれよ。確かにマヤちゃんはヤマイヌだけど……」

　智宏はそこで言葉に詰まる。



　そう――遼子の言葉に間違いはないのだ。



　かたわらで無邪気な顔をしている少女。

　その正体はヤマイヌ、もしくは送り犬と呼ばれる妖よう怪かい。

　ずっとずっと昔、人間が山で暮らしていた時代から共に在あり続けてきた一族。

　迷うモノを無事に家まで送り届けるため、そのあとをつける。

　だが、その途中で転んだモノは喰らってしまう。

　転んでしまうような弱いモノは排除するという、無慈悲な自然の摂理。

　それを体現する存在こそ、ヤマイヌの正体だ。

　優しくも、厳しい。

　自然そのものともいえる、古く強い力を持った妖よう怪かいだった。

「だからといって、無む闇やみに人を喰くらうわけじゃあないんだ」

「そうかもしれません。ですが、人が馴なれ合あうべきモノでもありません」

　ズキリと突き刺さる言葉。

　智とも宏ひろも、以前、マヤの恐るべき本性を目の当たりにして、己の心を打ち砕かれた経験がある。

　あのとき珠たま枝えが助けてくれなければ、いまの自分はなかっただろう。

　だから、遼りよう子この言い分も理解できた。

「けど、一緒にいなければ、ヤマイヌのことだってわかってやれないじゃないか。恐ろしいと思うだけじゃあ、なにも変わらないんじゃないのか」

　智宏は両手を固く握りしめ、思いを絞るようにいった。

　そんな智宏を、遼子は無言で見つめている。

　八や咫た烏がらす特有の、湖面のように穏やかな瞳ひとみでなにを思うのか――智宏は緊張のまま遼子の言葉を待った。

「ん～ふふふっ、お兄たんは少し変わっているからなー」

　そんなピンと張った沈黙の糸を、いとも容易たやすく切ったのは、当の本人であるマヤだった。

　ぽむぽむと智宏のお尻しりを叩たたきながら、独特の笑い声をあげる。

　その気の抜けたマヤの行動に、智宏はすっかり緊張が解けて、「はあああっ」と大きくため息をついた。

　ただ、大きく息を吐くと、まるで身体からだから悪い気が抜け出したような気分だった。

　遼子のほうも同じ気持ちだったようで、まるで毒気を抜かれたようにキョトンとしている。いつのまにか狐きつね火びもいなくなっていた。

「本当に変わったかたですね、稲いな村むらさんは」

「んふーっ、そうなんだなぁ」

　傘をクルクル回しながらマヤもうなずく。

　智宏は軽やかになったこの空気を大切にしたいと思い、話題を変えることにした。

「それにしても、今日のマヤちゃんはお洒落しやれさんだね？」

「これは制服なの」

　常に自由気ままなマヤの口から、制服などという言葉が出てくるとは意外だった。

「制服って、なんの？」

「これを着て、大人のいうことを聞くと、ご褒美をもらえるんだなー」

　マヤはスカートの裾すそをつまんで、ふりふりと左右に振った。

　それは実に愛くるしい姿だったが、智宏は心中穏やかではない。

「ご、ご褒美……って。マヤちゃん、それいったいどういうこと？」

　なにやら非常にいかがわしい匂においがぷんぷんする。

「んふふ～っ、お兄たんが大好きで、毎日行っているやつなんだなぁ」

　そんな思わせぶりなことをいって、マヤはぽむぽむと智とも宏ひろのお尻しりを叩たたく。

「俺おれが好きって……」

　いろいろ頭が混乱してきた智宏は、助けを求めるように遼りよう子このほうに目を向けたが、その直後、身体からだが凍り付く。

「なんて破は廉れん恥ちな……」

　遼子の背後に、シベリアのブリザードが見えた気がした。

「いや、俺は行ってないから、そんなところ――って、どんなところかわかってないけど」

「んふっ、そうだー。忘れてたけど、お兄たんを捜してくるようにいわれてたんだなー」

　ぽむと手を叩いてから、マヤは智宏のお尻を後ろから押した。

「えっ、ええっ、俺を？　誰だれが？」

「ん～ふふふっ、カラスの先生がお呼びなんだなぁ」

「カラスの先生って……オオヒロが？」

　確かにヤマイヌのマヤは人捜しの名人であるが、わざわざ彼女を使いによこすとは、いかなる用事であろうか。

　智宏と遼子は互いに顔を見合わせ、首を傾かしげた。
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　智宏の家から学校への通学路の途中に、田んぼの中にポツリと濃い緑をたたえる森がある。

　それは地元の人たちからお稲荷いなりさんと呼ばれ、親しまれている稲荷神社の敷地。

　そして、地元の人たちにも知られていないことだが、ここはこのあたりに住む妖よう怪かいたちの社交場でもあったのだ。

「これは……」

　森の中の境けい内だいにある、ひっそりと静かな広場。

　そこには妖怪たちが揃そろって――なぜか授業を受けていた。

　机や椅い子すがあるわけではない。

　夏祭りのときの忘れものらしいビニールシートを地面に敷いて、妖怪たちが適当に並んで座っている。

　化けダヌキの親子、黒こく鉄てつ色しよくをした大蛇、一つ目のついた毛玉、そしておなじみの石いしの怪かいなどなど。

　そして、そんな彼らの前で、木に吊つるしたホワイトボードを黒板代わりにして教きよう鞭べんをとるのは、意外なことにオオヒロではなく――

「遅刻ですよ、稲いな村むら様」

　八や咫た烏がらす三姉妹の次女、コヒロであった。

　身体からだにフィットした黒いスーツ。胸が大きく開いており、そこにワンポイントとして真っ赤なネクタイをつけている。

　遼りよう子ことは違い、まさしくカラスの濡ぬれ羽ば色いろをした、流水のごときストレートの長髪。

　その表情は遠くを見つめているような超然としたものであったが、そこに冷たさはない。慣れてしまうと、なんだかぽーっとしているようにも見えて、年上なのに愛あい嬌きようすら感じさせる。

　そんないつも変わらぬ姿のコヒロであるが、よく見ると、今日はひとつだけ違っていた。

　なぜか、銀縁の眼鏡めがねをかけているのだ。

「コヒロ姉様、これはいったい？」

　遼子はそんなコヒロに戸惑いの表情で尋ねる。マヤがいっていた『カラスの先生』という言葉が気がかりで、彼女もここまでついてきていたのだった。

「ここは学校です」

「学校？」

「妖よう怪かいの学校です」

　コヒロはまったくの無表情で、当たり前のことのように答える。

「いったいなにを教えているんだ？」

「いろいろ役立つことです」

　智とも宏ひろには状況がまったく理解できなかったが、遼子のほうはコヒロの言葉を聞いて目を輝かせた。

「私も受けさせていただいてよろしいですか!?」

「かまいません」

　遼子の申し出に、コヒロはこくりとうなずく。

「あ、ありがとうございます！」

　なにがそんなに嬉うれしいのか、遼子はいそいそと靴を脱いでシートの上に正座した。

「じゃあ、俺おれは人間だから失礼させてもらうな」

　深入りするとまた面倒なことになりそうなので、智宏はそそくさとその場を立ち去ろうとするのだが……

「クワッ！」

　突如、コヒロが大きな声をあげた。

　表情にはなにも出ていないが、見ると尾羽がピーンと立っている。

　あの尾羽の動きから判断するに、どうやらちょっとお怒りのようである。

「は、はい……わかりました。謹つつしんで授業を受けさせていただきます」

　智とも宏ひろはこの前の夏祭りでコヒロを怒らせてしまったことを思い出した。

　この場は、コヒロの望むとおりにするのが正解だろう。

「こんにちは、智宏さん」

　石いしの怪かいがもそもそと避よけて、智宏の座るスペースを空けてくれた。

「なんだよ、その格好は？」

「これは私の正装ですが」

　いつもは丸い座ざ布ぶ団とんが浴衣を着たような格好の石の怪であるが、今日はなぜか立派な紋付き袴はかま姿であった。ただ、足が短いのでかなり裾すそが余っており、まるで忠臣蔵のようだ。

　すると、智宏と石の怪の間に、にゅっと大蛇がリボンをくわえて顔を突き出した。

「な、なんだ？」

「どうやらネクタイを結んで欲しいようですよ」

「ネ、ネクタイ？」

　智宏は恐る恐るリボンを受け取ると、大蛇の姿をまじまじと見つめた。

「それはいいけど……いったいおまえの首はどこなんだ？」

　悩んでいてもしかたないので智宏が適当な所にリボンを結んでやると、大蛇は舌をチロチロと出してとぐろを巻いた。蛇の表情はまったく読めないが、たぶん満足してくれたのだろう。

　よく見ると、智宏の膝ひざ元もとでふわふわしている一つ目の毛玉の毛並みも、いつもよりつやつやとしていて手入れがされているように思える。

「で、なんだってみんなで正装して集まっているんだ？」

「いえ、あちらのコヒロさんに、授業をするから町内会のみんなを集めるようにと頼まれましてね。ですから、こうして正装して集まっているというわけです」

「だから、なんなんだよ授業って？」

「さあ、それは私にもよくわかりませんが……」

「なんだかわからないのに、こんなに集まったのかよ？」

「だって、私たちはいつでも暇ですからねぇ」

　石の怪はつるつるの頭をさすりながら答えた。

「わーっ、人間コンピューターさんだぁ」

　後ろに座っている子ダヌキが、ペタペタと智宏の背中を触ってきた。

　以前、智宏がちょっとした暗算をしてみせて以来、一部の妖よう怪かいたちは智宏のことを『人間コンピューター』と呼ぶようになっていた。その妙な呼び名は、智宏としてはなんだか馬ば鹿かにされているようで、あまり嬉うれしくない。

「やっぱり、人間コンピューターさんはお勉強のほうもすごいんでしょうね。ぼうや、よく触っておきなさい。かしこくなれるわよ」

「は～い」

　と、元気よく返事をして、子ダヌキはさらにぺたぺた。

「ううっ」

　早くもいたたまれない気分の智とも宏ひろである。

　そんな騒がしい生徒たちのことなど気にもかけていない様子で、コヒロはあくまでマイペースに授業を開始した。

「本日は英語の授業をします」

　コヒロは眼鏡めがねを指先でついっとあげて宣言する。

　もしかすると、あの眼鏡は教師らしさを演出する小道具なのだろうか。いったいどこでそんなこと憶おぼえてきたのやら……

「しかし、なんで放課後まで英語の勉強をしなきゃならんのかね」

　ただでさえ英語は、コヒロの姉であるオオヒロにたっぷり自習用課題を出されて辟へき易えきしているというのに。

「……いや、むしろこの機会に、課題をコヒロにやってもらうか？」

　災い転じて福と成す。

　そのナイスな思いつきに、智宏はにんまりとほくそ笑んだ。

「では、みなさん私のあとをついてきてください」

「は～い」

　まるで幼稚園のお遊戯のような雰囲気で、コヒロの授業は開始された。



「これは鉛筆です」

『これは鉛筆です』



　コヒロのあとに、妖よう怪かいたちは声を揃そろえて続く。



「あれはリンゴです」

『あれはリンゴです』



　みんな素直で、おとなしく授業を受けている……が。

「いや、これは英語じゃないだろ？」

　智宏はぐったり疲れた顔でツッコンだ。

　コヒロの授業は英語の訳文のほうを、延々と読み上げるだけであった。

　手にしている教科書の表紙を見てみると、中学一年生の英語教科書。もちろん、あの本にも英文は載っているはずだが、どうやらコヒロは英語というものをあまり理解していないらしい。

「ふむふむ、これが英語ですか。思ったより簡単なものですね」

　そんなコヒロの授業に、石いしの怪かいは感心した様子でコクコクとうなずいている。

「んふーっ、これでマヤも外人さんのあとをつけて、外国に行けるんだなぁ」

　マヤもずいぶんとグローバルなことを言い出した。

　間違ってもそんなことをしないように、あとでよく言い聞かせておかねばなるまい。でないと、二度と日本に帰れなくなるだろう。

「お母さん、外人さんは当たり前のことばかりいうんだね」

「そうねぇ。きっと外人さんは、鉛筆やリンゴのことを知らないのね」

「ふーん、変なのぉ」

　化けダヌキの親子も、盛大に外国人への誤解をしているようだった。

　コヒロに英語の課題を頼むという目もく論ろ見みがあっさり打ち砕かれた智とも宏ひろは、なんだか自分の口から彼らに説明するのも面倒になって、遼りよう子こに助け船を求めた。

「ねえ、コヒロにいってやったら？」

「えっ、なにをですか」

　なぜか遼子は誰だれよりも真剣な面持ちで、このお間抜けな授業を受けていた。

「なにを……って」

「静かにしていただけませんか。きっと、この授業に霊格を高める秘ひ訣けつがあるに違いないのですから」

　迷惑そうに智宏を一いち瞥べつすると、遼子は『彼はトムです』といったベタな英語訳文をコヒロに続いて復唱した。

　霊格とは妖よう怪かいたちの力量を表すもので、これが高いと強い力を持つらしい。

　珠たま枝えやマヤは妖怪町内会の面々の中でも、ずば抜けて霊格が高いという。

　智宏の眼力に見られただけで変へん化げが解けてしまうような遼子が、霊格を高めたいと思っていることは理解できるのだが――

「いや、どう聞いても、これに秘訣なんてないだろ」

　ただ、智宏以外はみんな熱心に授業を受けているようなので、ここで水を差すのも気が引ける。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいとは思いながらも、しかたなく智宏もコヒロのあとに続いて英語の訳文を復唱した。

　コヒロが生き真ま面じ目めな顔つきで、教科書を読み上げている。

「彼女は指輪が好きです」

　智とも宏ひろは頭の中で英文を思い浮かべながら、復唱を続ける。

「彼は指輪を買い忘れました」

「ん、んんっ？」

　なんだか、急に例文の難易度が上がってきたような……

「彼女は置き去りにされました」

「えっ、それって……もしかして、それってこの前の夏祭りのこと？」

　なんだか雲行きが怪しくなってきた。

「彼女はがっかりしています」

『彼女はがっかりしています』

　周りの妖よう怪かいたちも、律儀にコヒロの言葉の復唱を続ける。

　まるでみんなに責められている気分。

「ちょっと待って、コヒロ！」

　耐えきれなくなって智宏は大声で呼びかける。

「クワッ！」

『クワッ！』

　コヒロの叫び声まで、妖怪たちは真ま似ねる。

「あの……この前のことは、本当に俺おれが悪かったと……」

「先生です」

「へっ？」

「私は先生です。お姉様と同じですから」

　眼鏡めがねの奥の黒い瞳ひとみは、なにか物言いたげだった。

「オオヒロと同じって……もしかして、コヒロ先生って呼べばいいの？」

「クワッ！」

　いままでピーンと立っていた尾羽が、急にピコピコッと上下に動いた。

　あの仕草はコヒロが喜んでいる証拠である。

　だが、なぜコヒロは急に上機嫌になったのだろうか？

「あの、コヒロ先生」

　試しに智宏が呼びかけてみると、さらにコヒロの尾羽の動きが激しくなった。

　間違いない。

　どうやらコヒロは先生と呼んで欲しかったらしい。

「結構です。先生のいうことは聞かねばなりません」

「は、はい……」

「約束を破ったらいけません」

「はい」

「ごめんなさいは？」

「ごめんなさい」

「よろしい」

　ほんの少しだけコヒロの表情がゆるんだように見えた。なんだかよくわからないがコヒロは許してくれたらしい。

「最後にもう一度……」

「えっ？　ああ、本当にごめんなさい」

「そうではなくて。お姉様を呼ぶときのように……」

「ああ、コヒロ先生」

「クワッ！」

　まさか、コヒロは先生と呼んで欲しいためだけに、わざわざ妖よう怪かいたちを集めて授業を開いたのだろうか。

　いったいなにが嬉うれしいのやら。

　智とも宏ひろの学校で先生と呼ばれているオオヒロのことを、うらやましく思ったとでもいうのだろうか？

　いまいちコヒロの考えていることはわからないが、ともあれ機嫌を直してくれたことはなによりだった。

「では、これで授業を終わります」

　先生と呼ばれたことに満足したのか、コヒロは教科書を閉じた。

　いくらなんでも中途半端すぎるのではと思ったが、妖怪たちはそれで納得しているらしい。もっとも、この落ち着きのない妖怪たちでは、これ以上はおとなしく授業を受け続けることも難しいだろう。

「じゃあこれでお開きかな……」

　智宏がやれやれと立ち上がろうとすると、なにやら強い気配を感じ取った。

　何事かと思うと、敷物に座る妖怪たちが目を爛らん々らんと輝かせてコヒロを熱心に見つめているのだ。

「おい、いったいどうしたんだよ？」

　いつものんきな妖怪たちとは思えないただならぬ気配に、智宏は不安を感じながら、石いしの怪かいに呼びかける。

「なにをいっているんです。これからが本番じゃないですか？」

　石の怪はつるりとした顔を上気させながら、両手をパタパタと振った。

「なにが本番なんだよ？」

「授業が終わったら、ご褒美がもらえるんですよ」

「ご褒美……コヒロ、そんなこと約束していたのか？」

「クワッ？」

　コヒロは目を見開いて、思考が停止したように固まってしまった。

　どうやらコヒロにそんな心当たりはないらしい。

「んーふふふっ、授業が終わるとご馳ち走そうが出るんだなー」

　マヤはぽむぽむと膝ひざを叩たたいて、待ちきれない様子。

「キューショクっていうんだよ」

「あらぁ、坊やは物知りねぇ」

　マヤや親子ダヌキの話を聞いて、智とも宏ひろはすべてを理解した。

　どうやらここの妖よう怪かいたちは、授業のあとには給食が出されるものだと思いこんでいるらしい。いや、それはあながち間違いではないのだが、ぽーっとした顔で硬直中のコヒロを見る限り、そんなことは微み塵じんも考えていないのだろう。

　しばらくしてコヒロはすうっと目を細めて、じぃっと智宏のほうに視線を向けた。

「あれっ、コヒロ先生……その目はなんですか。俺おれになにを求めているんですか？」

「クワ」

　コヒロが弱々しい声を漏らす。

　そんなふうにされてしまったら、もう智宏はなにもいえなくなってしまった。

「はあっ、しょうがないな。給食は俺の家で出してやるよ。みんなついてこい！」

　智宏がドンと胸を叩くと、妖怪たちは一斉に歓声をあげた。

「さすが智宏さん、太っ腹！」

「わー、すごいや。人間コンピューターさん！」

　すると、そこに乱入者が――



「いっけな～い、遅刻、遅刻っ！」



　あまりにそらぞらしい声をあげながら、妖怪たちの青空教室に駆け込んできたのは、智宏の高校の制服を着た女性。

　口にはご丁寧にトーストまでくわえている。

「なにしに来たんだ……好この香か」

　好香の七しち変へん化げには慣れている智宏も、さすがにその制服姿には呆あきれ果ててしまった。

「ここで授業を開いていると聞いて、急いで駆けつけたんですけどぉ。ごめんなさい、遅刻しちゃいました？」

　好香はトーストをくわえたまま、好香は自分の頭を「テヘッ☆」とか笑いながらコツンと叩いた。

「嘘うそつけ。どうせ給食の話を聞いて、あわてて飛び出してきたんだろ」

　そんな好この香かを、智とも宏ひろは一刀両断する。

　だいたい好香は、ここのお稲荷いなりさんの境けい内だいに生える桜の精である。自分のお膝ひざ元もとで遅刻するわけがない。

「いやいや、なにをおっしゃるのですか。遅刻する生徒のトレードマーク、この食べかけのトーストが目に入らぬかぁ～！」

　そう叫んで、好香は智宏の口に食べかけのトーストをむぎゅっと突っ込んだ。

　いったいどこで焼いてきたのか、バターをたっぷりと塗った焼きたてトーストだった。

「なんだってそんなつまらないことばかり知っているんだか……」

　好香にくわえさせられたトーストをもむもむと食べながら、智宏はため息をつく。

　それにしても、好香の制服姿は犯罪的だった。

　シャツのボタンは上みっつまで開けられて、女子高生の規格を超えた胸の谷間が露あらわになっている。なぜか上着のサイズもひとつ小さいらしく、きつきつなために好香のナイスバディなラインがよりいっそう強調されていた。

　なんというか、女子高生というよりは、二十歳近いグラビアアイドルが漫画雑誌の撮影のために無理をして制服を着てみましたといった感じ。

　しかもそれが自分の高校の見慣れた制服というのは、なんとも背徳的な……一言でいえばエロかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　そう、エロエロである。

「いやだぁ、智とも宏ひろさん。目つきが親父おやじですよぉ」

　そんな内心を見透かされたのか、好この香かはウヒヒッと笑って智宏の腕に抱きついた。

　近くに寄ると、好香からはほんのりと花の香りが漂ってくる。インパクトのある外見にいつも圧倒されがちだが、実のところ智宏はこの香りが好きだった。

　好よい香りと書いて、好香。

　桜の精に相応ふさわしい名前と香りだった。

「これからみなさんに給食をお出しするのなら、手伝いは多いほうがいいでしょう？」

「んー、それはそうだけど」

　こう見えて、好香は炊事洗濯掃そう除じといった家事一般はひととおりこなす。

　この大勢の妖よう怪かいたちを満足させる給食を用意するには、心強い助すけっ人とであった。

「では、コヒロ姉様。私たちは引き上げさせていただきましょう」

　智宏が好香に迫られている一方で、遼りよう子こはコヒロの手を取ってうながしている。

「クワッ!?」

　コヒロは目を大きく見開いて、そんな妹をじぃぃっと見つめた。

「ど、どうかされましたか、コヒロ姉様？」

「いえ……なんでもありません」

　ぷいっと顔をそらしたコヒロは、遼子に手を取られたまま横目でこちらを見つめた。

　さきほどまで絶好調だった尾羽も、いまは元気なくたらんと垂れている。

　もしかしてコヒロも給食を食べたかったのだろうかと、智宏が思っていると、好香が問いかけてきた。

「それで、なにをお出しするんですか？」

「大勢いるから、みんなでたこ焼きでも作るか？」

「ぴいっ!?」

　早く帰るようにとコヒロを急せかしていた遼子が、驚いたように声をあげた。

「どうかした、加か茂もさん？」

「あの……いま、たこ焼きと聞こえましたが？」

「そうだけど」

「あのぅ……たこ焼きというものは、一般のご家庭でも調理できるものなのでありましょうか？」

　なにやら妙な口調で遼子が問いかける。

「ああ、うちにたこ焼きプレートがあるから」

「たこ焼きプレート!?」

　遼子はなにか猛烈に考え込み始める。

「たこ焼きプレート……初めて聞く言葉……たこ焼き作りの秘ひ訣けつ？」

　この前の夏祭りで食べたのが、遼りよう子このたこ焼き初体験だったようだから、たこ焼きプレートを知っているはずもないだろう。

「よかったら、加か茂もさんも来ない？」

「ぴっ、そんな……いきなりおうかがいしては、家のかたにもご迷惑でしょうし」

「どうせ母さんは仕事でいないから遠慮することないよ。こいつらはいつも勝手に来ているし」

「あははー、一応、珠たま枝え様には許可をもらっていますってば」

　好この香かは頭をかきながら、にぱぱっと誤魔化すような笑みを浮かべる。

「でも……どういたしましょう、コヒロ姉様――って、あれ。お姉様!?」

　遼子に手を取られていたはずのコヒロは、いつのまにか智とも宏ひろの真横に立っていた。

　そして、至極当然のことのようにいう。

「さあ、行きましょうか」

「コ、コヒロ姉様……」

　遼子は目をぱちくりさせながら、コヒロの姿を見つめている。

　そして、智宏の耳にはパタパタという風切り音が聞こえていた。

　確認するまでもなく、きっとそれはコヒロの尾羽の音であろう。



　　　　　◆◇◆



　途中でたこ焼きの材料の調達も済ませて、智宏と八や咫た烏がらす姉妹、そして妖よう怪かい町内会のご一行様は稲いな村むら家に到着した。

　勝手知ったる他人の家。

　好香は台所でてきぱきと食材の準備を始めている。

　いつもの割かつ烹ぽう着ぎ姿に変化せずに、高校の制服にエプロン姿というのには、好香なりの強いこだわりがあるらしい。智宏にはよくわからないが。

「ほら、みんな卓たくを片付けろ～」

　台所のほうは好香に任せて、智宏は奥にしまい込んでいたたこ焼き器を引っ張り出して、一番広い応接間のほうに持っていく。それはカセットコンロとたこ焼きプレートが合体したようなもので、智宏の家に昔からあるものだ。

　座卓に新聞紙を敷いてたこ焼き器を置くと、妖怪たちはまるで骨こつ董とう品ひんの壺つぼを鑑賞するような真剣な面持ちでそれを眺めた。

　中でも一番興味津々なのは、遼子である。

「なんて奇妙な形のフライパンでしょうか……」

　恐る恐る鉄板の丸いくぼみに手を触れたり、指で叩たたいて硬さを確認したりしている。

「重みのある黒色といい、異い趣しゆなる形といい……まったく見事としかいいようがありませんな。これぞ匠たくみの技です。きっと名のある逸品なのでしょう」

　袴はかま姿で腕を組み、偉そうに講釈をたれているのは石いしの怪かい。

「そうなのですか。そういわれてみると、趣おもむきがあるようにも見えてきますね」

　しかし、素直な遼りよう子こを始めとして、妖よう怪かいたちはそんな石の怪の話をコクコクとうなずきながら聞いている。

「ほらほら、火をつけるから触るなよ。火傷やけどするぞ」

　座卓には、好この香かが準備してくれた食材が並びつつある。

　誰だれがなんといおうともメインであるタコのぶつ切りを始めとして、紅ショウガ、青のり、かつお節……変わり種としてチーズやウィンナーも用意してみた。

「あれ？　おーい、揚げ玉がないぞ～？」

　台所の好香に呼びかける。

「さっき出しましたよ～！」

「そうかぁ、ないぞぉ？」

　智とも宏ひろがいろいろ探していると、座卓の下に隠れている化けダヌキの親子を発見した。

　二匹は一心不乱に揚げ玉をポリポリとスナック菓子のように食べている。

「こらっ、つまみ食い禁止！」

「ああ～っ、そんな殺生なぁ～！」

　智宏に揚げ玉を取り上げられた子ダヌキは世にも情けない声をあげる。

「すぐにたこ焼きを作るから……いやしいことするなよ」

「キツネは油揚げ、タヌキは揚げ玉。これは世の常、世の理。いたしかたないでしょう」

　石の怪が、化けダヌキたちのフォローをする。

「……なるほど」

　なんとなく納得させられて、智宏は子ダヌキに揚げ玉を返してやった。

「ごめんなさ～い。わかっているけど、とまらないんだ～」

　すると、子ダヌキはまた夢中になって揚げ玉をつまみ始める。

「智宏さ～ん、卵は冷蔵庫にあるぶんしかないんですかぁ？」

　今度は台所の好香から呼びかけてきた。

「さっきワンパック買ってきたぞー！」

「ないですよー」

「おっかしぃなぁ～？」

　立ち上がろうとする智宏は、目の前に横たわっている大蛇の姿を見た。

　その腹は不自然に膨らんでおり、チロチロと満足げに舌を出し入れしている。

「……好この香か、たぶん卵はそこにあるだけだと思う」
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　いろいろトラブルはあったが、ようやくたこ焼きの準備は整った。

　小麦粉などを溶かし込んだたこ焼きの素を鉄板に流し込んで、ぽいぽいとタコを放ほうり込んでいく。

「……稲いな村むらさん、これでは丸くなりませんよ。やはり家でたこ焼きを作るのは無理なのでは？」

　じっとプレートを見つめていた遼りよう子こが心配そうにいった。

「ふふふっ、そう思うのが素人の浅はかさ。ここからが本番だ」

　智とも宏ひろはシャキーンとたこ焼き用のキリを抜き放つと、プレートのくぼみの中でジュウジュウ音をたてているたこ焼きをひっくり返す。

「ぴぃぃっ!?」

　ほんのり小麦色に焼けた丸い面がくるんと表に出てくるのを見て、遼子は目を大きく見開いた。

「……なんと見事な技」

「やってみる？」

　身を乗り出してプレートを凝視している遼子に、智宏はキリを差し出す。

「わ、私がですか？」

　少し躊ちゆう躇ちよしながらも好奇心が押さえきれなかったようで、遼子はキリを手に取るとたこ焼きに突き刺した。

「ほら、外側からはがすように……突き刺すんじゃなくて、底からめくるようにひっくり返すんだよ」

「ぴっ、ぴぴぃ？」

　コツをつかめない遼子のキリにもてあそばれたたこ焼きは、ぐずぐずと崩れてしまい、たこ焼きだか、タコ入り小麦粉そぼろだかわからないものになってしまった。

「こ、こんなの無理です。きっと人間にしかできない技なのです！」

　遼子は涙目でキリを智宏に突き返した。

「ねえねえ、智宏さん！」

　座卓に半分身体からだを乗せてプレートを観察していた石いしの怪かいが頬ほおをつやつやとテカらせ、足をパタパタさせながら手を出した。

「なんだ、おまえもやりたいのか？」

「是非に、是非に！」

「おまえにできるのかよ？」

　どう見ても、石いしの怪かいは器用そうには見えない。

「おまかせあれ、きっと後悔はさせません！」

　あまりに熱心に訴えるので、智とも宏ひろは石の怪にキリを渡してやる。

　石の怪はほとんど座卓の上に座っている状態で、プレートに対たい峙じする。

「ここをちまちまっとはがして……ほいほいっと！」

　驚いたことに、石の怪のたこ焼きさばきはそれはそれは見事なものだった。

　みるみるうちに、プレートの上にはまん丸のたこ焼きが完成していく。

「ほぉ～っ、おまえ意外な特技を持っているな。やったことあるのか？」

「むふふっ、丸いモノの扱いなら私におまかせなのですよ」

　まん丸の頭を照れくさそうに撫なでながら、石の怪は見事に焼き上がったたこ焼きをキリに刺して持ち上げてみせた。

　こんがりきつね色のたこ焼き。芸術的なまでの丸さである。

「ああっ、このまん丸な姿。なんだか親近感を憶おぼえて、食べるのが惜しい感じ……」

　石の怪がうっとりと自作のたこ焼きを観賞していると、後ろからパクッとマヤが食いついた。

「ああっ、私のタコちゃんが！」

「んーふふふ、アツアツなんだなぁ」

　ほふほふと口から湯気を出しながら、マヤはニコニコ顔。

「ほらほら、マヤちゃん。ソースをつけてから食べないと」

　智宏はプレートに焼き上がったたこ焼きをひょいひょいと皿に乗せると、ソースとたっぷりの青のりをかけて、最後にひとつかみのかつお節を豪快に振りかけた。

「ぴぃ～っ、動いています～」

　湯気でわしゃわしゃと動くかつお節に、遼りよう子こは心を奪われている。

　最初見たときはこの動きを気味悪がっていたが、もう慣れたらしい。

「はい、これでできあがり！」

　智宏は楊よう枝じでたこ焼きをひとつ取り上げた。

「あーん」

　すかさず遼子が口を開ける。

「……熱いよ？」

「あん」

　智宏の注意など耳に届いていない様子で、遼子はさらに口を大きく開けると、ペンギンのように両手をパタパタさせた。

　クラスの男子たちを一日で虜とりこにした美少女に、そんなふうにねだられてしまってはとても無下にはできない。しかたなく智とも宏ひろは「ふーふー」と息を吹きかけ冷ましてやってから一言「お気をつけて」と添えて、遼りよう子この口に熱々のたこ焼きを放ほうり込んでやる。

「あふっ、あふっ！」

　やはりそれでもまだ熱かったのか、遼子は口を押さえて目を白黒させている。

　雛ひな鳥どりの習性とはいえ、なんとも難儀なことだ。

「クワ、クワッ！」

　いままでおとなしく座っていたコヒロが、突然、いままでにないほどの大きな声をあげた。

　尾羽はパッと大きく広がって、ピーンと上を向いていた。

　これは智宏も初めて見る尾羽の反応である。いったいどんな感情を表しているというのだろうか？

「どうした、コヒロ？」

　智宏はたこ焼きを置いて問いかける。

　コヒロは叫んだままの状態で、口を大きく開き続けている。

「……コヒロ？」

「あっ、コヒロ姉様も召し上がりたいんですね？」

　ようやく熱々のたこ焼きを飲み込んだ遼子は、いそいそとコヒロの側そばに寄る。

「はい、どうぞ。あ～ん」

　そして、楊よう枝じでたこ焼きをひとつ取り上げると、コヒロの口に入れてあげた。

「クワ～」

　上品に口を動かしながら、心なしか元気のない声をあげるコヒロ。

「さあ、もうひとついかがですか？」

　対照的に、遼子は嬉うれしそうにコヒロにたこ焼きを差し出す。

　だが、コヒロのほうはぺたんと尾羽を垂らして、智宏のほうをじっと見つめている。

「もしかして、たこ焼きはあまり好きじゃないのか？」

　智宏は気を利かして尋ねてみるが、コヒロは首を左右に振った。

「いえ、そんなことは……」

「でしたら、もうひとつ。はい、コヒロ姉様、あ～んしてくださいな」

「クワ～」

　コヒロの妙な態度に首を傾かしげるばかりの智宏であった。
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　一段落したところで、たこ焼き作りのほうは名人芸を披露している石いしの怪かいに任せて、智宏は台所に向かった。

　キッチンテーブルでは、好この香かがひとりで勝手に母親の日本酒で一杯やっている。

　いつものことなので、いまさら怒る気にもなれない。

　時折、珠たま枝えにこき使われて家の掃そう除じなどをしてくれているので、そのお駄賃と思えば安いものだろう。

「たこ焼き持ってきたぞ」

「これはこれは、わざわざすみません」

　いつのまにか普段の桜色の着物に変化していた好香は、日本酒の入ったグラスを少し持ち上げて感謝の気持ちを表す。

「せっかく手伝ってくれたのに、みんなのところで食べないのか？」

「あははー、あのたこ焼きプレートがどうにも苦手でして」

「鉄だから？」

「そう、あの黒くて『金物～っ！』っていうギラッとした光沢がどうにも嫌なんですよね。考えるだけで、ぞわぞわ～っとします」

　好香は身震いしながら、苦笑いを浮かべた。

　木の精は金気を嫌うといわれており、桜の精である好香も小銭などの金属が苦手だった。

「でも、包丁とかは怖くないんだよな。あれだって金物だろ？」

「ほ、包丁は包丁ですから！」

　好香は強い口調でいった。

「だから、包丁も鉄だろ？」

「やめてください。せっかく努力して慣れたんですから。そんなふうに思ったら、また持てなくなってしまいます！」

「慣れるって……そういうものなのか？」

「そうですよ。人間だってカエルとかクモが嫌いな人がいますでしょう？」

「はー、そういう感じで苦手なのか」

　もっとたいそうな理由があるのかと思っていたが、カエルやクモと同列だったとは意外だった。

「けど、なんで包丁は平気になったんだ？」

「それはあれですよ。やっぱり、人間の男性は料理のできる女性が好きでしょう？」

　好香は身を乗り出して、智とも宏ひろの手元に置いてあったたこ焼きをひとつつまむ。

　そのときちらりと好香の胸の谷間が視界に飛び込んできて、智宏はあわてて目をそらした。

「もてるために、わざわざ慣れたんだ？」

「そういういいかたをされてしまうと困ってしまいますね。人に愛めでられ生まれた私ですから……人から愛されたく思うのは、本能のようなものなんです」

　好この香かはくいっと空けたグラスをテーブルに置いて、指先で飲み口を撫なでる。

　その指先は細くしなやかで、思わず智とも宏ひろはその動きに見とれてしまった。

「春になると、たくさんの人が私を愛めでてくれました。その想おもいから私は生まれ……そして、向けられた気持ちをお返ししたいと思うようになりました」

「そうだったんだ」

　子供のころ、智宏の家族も、好香の桜の下で花見をしたことがあるらしい。

　智宏自身さえ忘れかけていたことを、好香はしっかり憶おぼえてくれていた。

　いや、もしかすると好香は、春に自分の足あし下もとに集った人間たちすべてのことを憶えているのかもしれない。

　そうして、人間たちの桜を愛でる想いが好香を生み出したのだろう。

　長く使われた器には、霊が宿るという。好香もそれに似た存在なのだろうか。

「私は智宏さんたち人間とは違うモノです。だけど、みなさんとお近づきになりたい――だから人の真ま似ねをするのです。美しくなろうとするのです。そしてみなさんとの縁を深めたいと思うのです」

　好香から漂う香りが少しだけ強くなって、いつのまにか智宏の周りを包み込んでいた。

「私は珠たま枝え様やヤマイヌさんに比べれば、霊格も低いはかない存在です。愛でられなくなれば、ここに在あり続けることもできません」

　酒のせいか、ほんのりと桜色に染まった細い首筋。

　後ろに結わえた黒髪からほつれた髪。

　いつもの印象とはまったく違った、憂いのある潤うるんだ瞳ひとみ。

　濡ぬれた唇から甘い吐息と共に漏れる、切なそうな声。

　智宏は好香の香りに酔わされ、心を奪われつつあった。

「私を愛でてくれる人の側そばに寄って……触れて……共に在りたいのです。人だけが、私を愛でてくれるから。花である、私を美しいと感じてくれるから」

　いままでグラスをもてあそんでいた好香の指先が、いつのまにか智宏の指に絡まっていた。

　少し汗ばんでいるせいか、しっとりと密着して触れあう手と手。

　まるで糊のり付づけされてしまったかのように、もうふたつを引き離せないように感じられた。

「私を愛でてくれますか……？」

「それは……きれいだと思うけど……」

「ありがとうございます。花にとって一番嬉うれしい言葉です」

　その智宏の答えを待たずに、好香の指先がなにかをたぐり寄せるように動いた。

　すると、無意識のうちに智宏は顔を好香のほうに寄せていた。

　テーブル越しのこの距離。

　いつも抱きつかれているというのに、これほど好この香かに近づいたのは初めてのような気がした。

　実際の距離ではなく、気持ちの距離だろうか。

　好香も智とも宏ひろを迎えるように顔を近づけていた。

　いつも元気な日なたのような笑顔は、なにかをねだるような、智宏の心を落ち着かなくさせる表情となっていた。

　智宏は身体からだの自由を奪われたように、テーブルに身を乗り出したままの姿勢で硬直していた。

　そして、少しずつ近づいてくる好香の唇から目を離すことができなくなって――



「なぁ～にをやっておるかぁ!!」



　珠たま枝えの一喝が、まるで雷鳴のように鳴り響いた。

　電気ショックでも受けたように、智宏はピーンと背筋を伸ばして直立すると、我に返った。

　いままで自分を包み込んでいた甘い香りも、すっかり消えてしまっている。

「あら、珠枝様。野暮なところで」

　好香は手をヒラヒラさせながら、着物の袖そでで口元を隠して「おほほ」と笑った。

「貴様、あれほど智宏に手を出すなと――」

「嫌ですねぇ。そんな下品ないいかた。私たちはなにも……ねぇ、智宏さん？」

「あ……ああっ、もちろんなにもそんなことはしていないぞ！」

　桜の精は男をたぶらかすと、いつも珠枝に注意されているのだが、いまのはかなり危ないところだった。

　しかし、ここは珠枝の怒りを鎮めるために、智宏も一緒になって誤魔化すことにする。

　すると、珠枝はじっと難しい顔をして、好香を値踏みするように見つめた。

　ちなみに、その頭にはぐて～っとくたびれたような姿のマロニャーを乗せている。きっと学校で別れてから、いままでずっともふもふされ続けていたのだろう。

「あの……珠枝様？」

　怒るわけでもなくただ無言でにらんでいる珠枝に、好香が不安そうに声をかける。

「むー、やはり智宏は胸の大きな娘が好きのようだな」

　そういって、いきなり珠枝は好香の胸をわしづかみにすると、わしわしと揉もみしだいた。

「はにゃあっ！　なにをなさるんですか、珠枝様！」

　いつもならば珠枝の追及をのらりくらりとかわしている好香も、その予想外な攻撃には動揺が隠せない。

　智とも宏ひろのほうも、下へ手たをしたら着物から好この香かの胸がこぼれ出そうで、ハラハラしながらも二人から目が離せない。

「……なるほど、これはもふもふと通ずるものがある。男どもが喜ぶのもわからないでもないな」

　好香の胸を揉もみ終えた珠たま枝えは、手に残る感触を反はん芻すうするかのようにじっと考え込んでいる。

「なんなんですかぁ、まったく～」

　犠牲者の好香は胸を両手で隠して、珍しく乙女おとめのような表情で半泣き状態である。

「うむ、智宏の好みはどんなものかと思ってな」

「えっ、智宏さんの好みといいますと？」

「いやいや、なんでもない。別に智宏の好みの女を調べているわけではないぞ」

「なんだよ、それ？」

　珠枝の不穏な発言に、智宏も気になって問いただす。

「あ～っ、あ～っ、なんでもない、なんでもない。なんでもないったら、なんでもないぞ～っ！」

　両耳を押さえて大声でわめきながら、珠枝はこれ以上はなにも聞きたくないし、話したくもないといった調子で台所を逃げ出した。

「こらぁ、貴様らもワシが留守の間になにをしておる～!?」

　そして、八つ当たりのように、珠枝は応接間の妖よう怪かいたちに当たり散らした。



　取り残された智宏と好香は顔を見合わせる。

「えっとぉ、智宏さんの好みの女？」

　好香は自分のことを指差して、嬉うれしそうににぱっと笑った。

「そ、そりゃあ……嫌いではないけど……」

　智宏は顔を赤らめながら、ごにょごにょと誤魔化した。

「もしかして、智宏さんのお嫁さん探しでもしているんですかねぇ」

「ははは、まさかぁ……」

　智宏はそんな好香の推測を笑い飛ばしたが、どうにも嫌な予感は拭ぬぐいきれなかった。



　　　　　◆◇◆



　あれだけいた妖怪たちも、みんな珠枝に追い出されてしまった。

　とはいえ、それまでたこ焼きは十分に堪たん能のうしてくれただろうから、よい頃ころ合あいだったのかもしれない。

　それに、あれ以上好この香かと一緒にいたらどうにかなってしまいそうだった。

　あれこそが、文字通り色香というものなのだろう。

　さすがは桜の精。高校生の智とも宏ひろには刺激が強すぎるものだった。

「ほら、もっと心を込めて丁寧にひっくり返すのだ」

　好香のことを考えて智宏がぼーっとしていると、珠たま枝えが座卓を叩たたいて文句をいった。

「はいはい……だったら、石いしの怪かいだけは残しておけばよかったのに。あいつの技はプロ並みだったぞ」

　珠枝はたこ焼きプレートを独り占めして、智宏に自分だけのために焼かせていた。

　今晩も母親の帰りは遅いので、これが夕食代わりである。

「この罰当たりめ。こういうものは、智――いや、人間に焼いてもらうから美お味いしいのだ」

「そういうものなのかね」

「他ほかの連中はしらんがな。まったくワシを差し置いて、たこ焼き大会などけしからん」

　ブチブチと文句を垂れ流しながら、珠枝は焼き上がりを確認しようとたこ焼きを指で突いて「あちち」とかいっている。

「いじきたないことをするな。ちょっと待ってろよ」

　智宏は焼き上がったたこ焼きを皿に盛りつける。

　それを見ていた珠枝は、おもむろに口を大きく開ける。

「あん」

「おまえもかよ……」

「ん、なんのことだ？」

「いやなんでもない」

　最近、妖よう怪かいたちの間では「あ～ん」をするのが流は行やっているのだろうか。

　智宏はたこ焼きを「ふーふー」と冷ましてから、珠枝の口に入れてやる。

「あふっ、あふっ！」

　半ば予想していたことだが、珠枝もどこかの誰だれかさんとまったく同じリアクションをしている。

「やっぱり、たこ焼きは自分のペースで食べたほうが安全なんじゃないのか？」

「むーっ、ひょうかもひれん」

　涙目で口を押さえながら、珠枝は智宏の手からたこ焼きの皿を受け取った。

「こやつは外はちょうどよくても、中に熱々のものが隠れているから油断がならん。まったく罰当たりな食べ物よ……」

　さきほどのことで懲りたのか、今度は自分で念入りに「ふーふー」としてからたこ焼きを頬ほお張ばっている。

「そういえばヤマイヌのやつが来ていたな。あやつめ、あのようなヒラヒラの格好をしおって、いつものもふもふな毛皮はどうしたのだ？」

　口の周りに青のりをつけた珠たま枝えは、ふと思い出したように尋ねてきた。

「あれは制服のつもりなんだって。なんか今日、コヒロがみんなを集めて変なことをしていたんだよ――」

　智とも宏ひろはコヒロの英語授業の話をしてやる。

　すると、珠枝は妙なところに関心を持ったようだった。

「ほう……ヤマイヌが白助のあとをつけておったか」

「ああ、俺おれのことを探していたみたいなのに、すっかり忘れちゃっててさぁ。でも、マヤちゃんらしいよな」

　思い出し笑いをしながら、智宏は珠枝の口をティッシュで拭ぬぐってやった。

「むー、自分で拭ふけるのだー」

　とかいいながらも、むにむにとされるがままの珠枝だったが、その表情は冴さえない。

「どうした、変な顔して。タコが入ってなかったのか？」

「馬ば鹿か者もの、そんなことではない」

　口を拭かれた珠枝は、いつもより少しだけ真剣な顔つきで智宏のことをじっと見つめている。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、なんだよ……」

　珠たま枝えにそんな顔をされると不安になってしまう。

「白助のやつは、ヤマイヌに目をつけられたのかもしれんな」

「目をつけられるって……加か茂もさんが転びそうってことなのか？」

　転ぶとは、単につまずいて倒れるという意味だけではない。

　ヤマイヌにとって転ぶとは、一言で言い表せば、気持ちが挫くじけることを意味する。

　身体からだだけではなく、心の弱いモノも、山では生き残れない。

　そんなモノのあとをヤマイヌはつけていき、転んだときに喰くらってしまうのだ。

「あの白助はまだ幼い――それこそ雛ひな鳥どりのようなモノで、本来なら人里に下りるべきではないのだ。あれでは些さ細さいなことで転んでしまうこともあるだろう」

「けど、加茂さんだって妖よう怪かいだろう？」

「だからといって、みなが強いとは限らん」

　智とも宏ひろは好この香かの『霊格も低いはかない存在。愛めでられなくなれば、ここに在あり続けることはできない』という言葉を思い出す。

　そう語った好香に、智宏はいままで気づかなかった弱さを感じ取った。

　だからこそ、あのとき智宏は好香に強く惹ひかれたのかもしれない。

　自分と同じような弱さを持つモノと知ったことで――

　もしも、誰だれも好香を愛でなくなったとき、彼女も転んでしまうのだろうか。

「ワシらも岩のように固く在り続けるわけではない。花のように脆もろい面もあると知るべきだな」

　考え込んでいる智宏の心を見透かしたように、珠枝は呟つぶやく。

「そうだったんだな……」

　人間たちよりも遙はるかに長生きらしい妖怪たちを、智宏はなんとなく無条件に強いものであると思いこんでいた。

　危なっかしいところのある遼りよう子こでさえも、底の部分では自分などより強くしっかりした芯しんを持っているものだと思っていた。

　人間は異質なモノを恐れる。

　しかし、だからといってそのモノが強いとは限らないのかもしれない。

「いくら三本足に請われたとはいえ、おまえは深入りはせんほうがよい。しかし……ワシがいっても聞かんのだろうな」

　目を伏せて珠枝は少し寂しそうにいった。

　珠枝の心配する気持ちは、智宏にもよくわかっている。

　これまでも妖怪たちに深入りをしてしまい、何度か危ない目に遭ってきた。

「……気をつけるよ」

　だが、そのたびに智とも宏ひろは彼らの世界を少しだけ理解できるようになった気がした。

　相手と触れあえないような距離にいては、傷つきもしないが、なにもわかりはしない。

　なにかを知ろうとするのなら、一歩でも深く踏み出さねばならない。

　その結果、自分が傷つくとしても。



　ただ、ひとつだけ智宏は自身に誓う。

　神を名乗るに相応ふさわしい強大な力を持つというのに、目の前で寂しげに顔を伏せる珠たま枝えを悲しませてはいけない、と。



『花のように脆もろい』



　珠枝のその言葉が、いまの智宏の心に深く突き刺さっていた。



    

  
    
      
第二話　智宏はおおきいのがお好き？





　秋晴れの、肌寒さを感じさせる朝。

　智宏たちの暮らす田舎の町に、不審な人物が現れた。

　昔のスパイ映画に登場しそうな、黒ずくめのスーツ姿。

　スーツに合わせたソフト帽に、顔の三分の一を覆い隠すようなサングラス。

　しかし、それを着込んでいるのは、小柄の少年のような体型の人物。

　どこかの仮装大会から抜け出してきたような姿は、この田園風景の広がる町にはまったく不似合いだった。

「来たわね……」

　そんな謎なぞの人物の前に黒い風がつむじを巻いた。

「ご苦労様、コヒロ」

「いいえ、真ま希き様」

　つむじ風が収まると、そこにはコヒロが立っていた。今日は眼鏡めがねはかけていない。

「真ま希き様、素敵なお召し物ですね」

「これが？　黒ければいいってものじゃないのよ。あなたは黒が似合うからいいけれど」

　怪しい黒スーツの正体は、国土交通省に所属する祈き祷とう師しの楠くすの木き真希であった。

　ここしばらく、この土地の監視はコヒロに一任していたのだが、ある断り切れない用事ができたためやってきたのである。

「私はカラスですので」

「うらやましいわね」

　若干の皮肉を込めて真希は呟つぶやく。

「では、真希様はなぜそのような姿を？」

「あんな恥ずかしいめにあわされて、のこのここの町を歩けるわけないでしょ！」

　この前、無理矢理巻き込まれた水泳大会で、真希は一生の不覚ともいえる醜態をさらしてしまった。この変装は真希なりの苦肉の策である。

「ですが、あのときつけていらっしゃった水着で隠されていた面積よりも、稲いな村むら様の手のひらで隠されていた面積のほうが広かったと思われます。なにも気になさることはないかと……」

「そっ、そっ、そういう問題じゃないでしょ。智とも宏ひろに触られたのよ、直じかにっ、素手でっ、直接にっ！」

　どちらかといえば、真希にとってはそちらのほうが問題だった。

　いったいどんな顔をして智宏と会えばよいのか……

「そちらについても問題はないかと思います」

　なぜかコヒロは自分の胸を両手でふかふかと触りながら答えた。

「どういうこと？」

　コヒロの動作に不審なものを感じながら、真希は尋ねる。

「稲村様は大きな胸にしか興味はないようですので……真希様は問題ないかと」

「なあっ――！」

　コヒロに悪気はないのはわかっているが、それでもショックは大きかった。

「誰だれがいったのよ、そんなこと」

「珠たま枝え様です」

「あの家神がっ？　なんでっ？」

「稲村様のお好きな女性像を調べられているようです。どうやら、好この香かさんぐらいの胸がお好みのようです」

　そういってコヒロはまたふかふかと自分の胸を触った。自慢をしているというよりは、無意識のうちに大きさを確かめているといった様子だ。

「あっ、あの最低男め～っ！」

　真ま希きは無意識のうちにサングラスを外すと、その手で握りしめる。

「なにか気に障ることを申しましたでしょうか？」

「いいえ、別にっ！　でも、あいつには一言いってやらなくちゃあならないわね。全国の女性たちに代わって、しっかりがっちりいってやらなきゃならないわっ！　コヒロ、奴やつの居場所はわかる？」

　真希は八や重え歯ばをむき出しにして、ひきつった笑みを浮かべる。

　そのとき、真希の手の中でサングラスがみしっと音をたてて、無惨に砕け散った。

「はい、すぐに探します」

　真希に命じられたコヒロは、宙を見つめ智とも宏ひろの気配を探り始める。

　そのときなぜかコヒロの尾羽がピコピコと元気よく動いていたことに、智宏への怒りを燃やす真希は気づかないのであった……
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「珠たま枝えちゃん、なにかお話があったんじゃないの？」

　瑞みず穂ほは、さっきからベッドの上でカモメッピのぬいぐるみをもふもふしている珠枝に声をかける。

「んー、そうだのう」

　わざわざ持参してきた大きなカモメッピのぬいぐるみに顔を埋めながら、珠枝はもごもごと言葉を濁すばかり。

　珠枝が瑞穂の家にやって来るのは珍しかった。

　最近は珠枝サイズに特別にあつらえた学校の制服姿でいることが多いようだが、今日は私服姿。

　いつものスパッツとＴシャツではさすがに寒くなったのか、お腹なかに大きなポケットのあるだぼっとしたパーカーに、ジーンズ生地のミニスカート。さらにやや派手な縞しま模も様ようのタイツをはいていた。その姿はご近所の小学生といった感じで、とても神様には見えない。

　珠枝は瑞穂に話があるということだったのだが、さっきからずっとカモメッピとたわむれるばかりで、なかなか本題に入ろうとしない。

「珠枝ちゃん、スカートの中見えてる」

「んー、タイツをはいているから平気なのだ」

「そういう問題じゃないの。女の子のたしなみなの」

「わかった、わかった」

　カモメッピを抱きしめながらあぐらをかいていた珠枝は、ベッドから足を下ろして、縁に腰をかけるようにした。

「話しづらいことなの？」

　瑞みず穂ほも珠たま枝えの隣に腰を下ろす。

　別にカモメッピをもふもふすることに夢中だというのならばかまわないのだが、珠枝の表情を見ると、なにか思い詰めているようで、それがどうにも気がかりだった。

「そういうわけではないのだが……」

　あごの下にカモメッピの頭を挟みながら、珠枝は横に座る瑞穂のほうを上目遣いでうかがう。

「なんでも聞いてよ。秘密の話だったら、誰だれにもいったりしないから」

　すると珠枝はしばし躊ちゆう躇ちよしてから、ぽそっと呟つぶやいた。

「智とも宏ひろはおまえのことをどう思っているのだろうな？」

「えええっ、いまなんて？」

　あまりに唐突な質問だったため、瑞穂は思わず声が裏返ってしまった。

「智宏はおまえのような娘は好きなのかのぉ？」

「そ、そんなの、私のほうが知りたいぐらいで……」

　瑞穂はぼそぼそと蚊の鳴くような声で答えたが、珠枝の耳には届いていなかったようだ。

「それとも、おまえのような娘は好みではないのかのう？」

「なっ、なっ、なんでそう思うわけ？」

「幼いときから一緒にいるというのに、おまえと智宏はいっこうにそんな素振りは見せぬではないか」

　むぎゅうっとカモメッピを抱きしめて、珠枝は瑞穂を見つめた。その目には悪意はなかったが、瑞穂にとっては致命的であった。

「うぐっ！」

　珠枝の言葉をぐさりと胸に突き立てて、瑞穂はバタッとベッドに突っ伏した。

「どうした、瑞穂？」

「珠枝ちゃん……私になにをいいたいの？　最近、影が薄いんじゃないかと悩んでいる少女にとどめを刺しに来たの……？」

　ベッドから顔をあげる気力もないまま、瑞穂は息も絶え絶えに問いかける。

「いっている意味がよくわからんが……智宏の好みの娘がどんなものかを知りたくてな」

　その答えに、瑞穂はがばっと顔を上げた。

「なんで、どうして!?」

「んー、それはマゲがな……うわっぷ！」

　言葉の途中で、珠枝は自分の口をあわててカモメッピで塞ふさいだ。

「マゲって、うちのクラスの果か穂ほのこと？」

「知らん、そんな娘は知らん。ワシはなにも知らんぞっ！」

　カモメッピ越しにもごもごと叫んでいる珠たま枝え。

「まさか、マゲに智ともちゃんのこと相談されているとか？」

　興奮した瑞みず穂ほは、おでこをぶつけるほどの勢いで、ぐいぐいと珠枝に詰め寄る。

「だから知らん。おまえの気のせいだ！」

「ん～、そうだよね。マゲの好みは特殊だから、智ちゃんは全然タイプじゃないと思うし……」

「そ、そうなのか？」

「それで、マゲの好みはいいとして、智ちゃんの好みってどんな子なの？」

　少し気が落ち着いた瑞穂に、むらむらと好奇心がわき上がってきた。

　瑞穂はニコ～ッと珠枝の警戒心を解く笑みを浮かべながら尋ねてみる。

「うむーっ」

　しかし、珠枝は腕を組んで渋い顔をするばかり。

「ねえねえ、どんな子なの？」

「いや、だからワシのほうがそれを尋ねに来たのだが……」

「いいから、いいから。わかっているところまででいいから、教えてっ、お願いっ！」

「むー、ワシが知る限りでは、どうやら智とも宏ひろは胸の大きな娘が好きなようだ」

「むっ、胸が!?」

　瑞穂は動揺しながら、自分の胸をふかふかと触ってみる。

　お世辞にも大きいといえるサイズでは――いや、それでも特別小さいというわけでもない。高校一年生なら、ギリギリ平均サイズといってもいいぐらいだ。

「ど、どのぐらいの大きさが好きなのかな？」

「……好この香かぐらいかのぉ？」

「そんなの無理っ！」

　ズガーンと特大の一撃を喰くらった瑞穂は、キラキラと涙を宙に舞い散らせながら、ぽてりと力なくベッドに倒れ込んだ。まだまだ成長過程の瑞穂だが、今後、よほどの奇跡が起きない限り、好香のような反則ボディに成長するとは思えなかった。

「もしくは、白助ぐらいかのぉ？」

　珠枝もしょんぼりした顔で自分の胸をふかふかと触っている。

　こちらは瑞穂以上になだらかである。

「白助って……加か茂もさんのこと？」

「うむ、そうだ」

　瑞穂は無言のまま、むくっと身体からだを起こした。

　そういわれてみると、智宏と遼りよう子こは一緒にいることがやけに多い気がする。

　昨日も放課後、二人で一緒に帰っていた。

　いや、おとといも、そのまたおとといも……あれ？

「うにゃっ!!」

「うわっ、どうした瑞みず穂ほ!?」

　十六年も一緒にいたというアドバンテージが、ついこの前転校してきた遼りよう子こに完全に覆されていることに気づいた瑞穂は、頭を抱えてパニックを起こした。

「とっ、智ともちゃんを捜さなきゃあ！」

「落ち着け、捜してどうするというのだ」

「さ、捜して……捜して……智ちゃんに胸の大きさが女性の価値ではないことを教育してやるぅっ！」

　拳こぶしを突き上げ、ぐわっと立ち上がった瑞穂。

　その雄姿に、思わず珠たま枝えはぱちぱちと手を叩たたく。

「うむっ、その通りだ。ワシも協力するぞ。胸の大きさなどではワシらの魅力は量れぬことを、あやつに教えてやろう！」

「おお～っ！」
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「は～っくしょん！」

　一方その頃ころ。

　自分のあずかり知らぬところで恐るべき事態となっていることを知らぬ智とも宏ひろは、大きなくしゃみをしていた。

「ホコリが鼻に入りました？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　智宏は首を傾かしげながら、いま読んでいた古い本を本棚に戻した。

「どうぞ使ってください」

「あっ、ありがとう」

　遼子が差し出してくれたティッシュを使って、智宏は鼻をかんだ。

「それにしても充実した書庫ですね」

「静しず江えさんは、昔、大学の先生だったらしいから。結構、ここで勉強させてもらっているんだ」

　朝から二人は、近所に暮らす静江という老婦人の家にやってきていた。

　彼女は智宏の母の友人であり、妖よう怪かいなどにくわしい人物だ。

　智宏にとっては、珠枝とは違った視点から妖怪のことを教えてくれる貴重な相談相手である。

「人間はなんでも記録をする癖があるので、こういうときは助かりますね」

「妖よう怪かいが妖怪の本を読むというのも、なんだか変な感じがするけどな」

「人間だって同じでしょう？」

「あれっ、そういえばそうか」

　巷ちまたに溢あふれる性格診断や自己分析の本を思い浮かべ、智とも宏ひろは苦笑した。

　もっとも、遼りよう子こが知りたいのは自分の性格とか、そんなことではない。二人が静しず江えの書庫を借りて調べているのは、妖怪が霊格を高める方法であった。

「たいていの本には、歳としを取ると、勝手に霊格は高まるって書いてあるけど」

「そんな悠長に、何百年も待っていられません。早くお姉様たちに心配をかけないようにならなくては」

「そりゃあそうか」

　智宏がこんな調べものにつきあっているのは、遼子が転ばないようにするためには霊格を高めるのが早道と考えたからだ。

　珠たま枝えとまではいかずとも、眼力で見られても変へん化げが解けないぐらいまで力をつければ、学校に通うのも安心であるし、きっとマヤも遼子のことを転びやすそうだとは見なくなるだろう。

「でも、他ほかには、徳のあるお坊さんを食べるとか物騒な方法ばかりだなぁ」

「他者の力を喰くらって取り入れるというのは、簡単で効果的な方法ですからね」

　遼子の言葉に智宏はギクリとして、横目でその顔を見た。

「……そんな目で見なくても、こんな野蛮な方法を試したりはしません」

　心外そうな顔で遼子はいう。

「いや、そんなつもりじゃなかったんだけど」

　事実、智宏はいま別のことを考えていた。

　以前、珠枝は霊格を高めるために大ムカデの妖怪の魂を喰らったことがある。

　それは智宏の願いだったからだ。

　あのときの珠枝は霊格を失いつつあり、いずれは消えかねない状態だった。

　だから、智宏は願ったのだ――遼子がいう、野蛮なことを。

「これじゃあ、どっちが恐ろしいモノなのかわからないな……」

　智宏は各地の民話を集めた本を手に取る。

　古くから妖怪と人間は共にあった。

　妖怪という言葉が生まれる以前から、神と呼ばれたり、モノと呼ばれたり、オニと呼ばれたりされながら存在していた。

　古い民話になればなるほど、妖怪からは恐ろしさが消える。

　畏い怖ふすべきものではあるが、悪意ある存在ではなくなっていく。

　悪意を持ったのは……人間のほうなのだ。

　それは裏返せば、異質なモノへの恐怖ともいえるだろう。

　人間と妖よう怪かいがもっと近しい関係だった時代、そこには恐怖も悪意もなかったのだ。

「でも、これだって人間同士にもいえることか」

　霊格を高める方法を探しながら、思わぬ方向へ思考をめぐらしていた智とも宏ひろはぱたんと本を閉じる。

　するとすぐ目の前に遼りよう子この顔があった。

「真ま面じ目めに調べてくださっています？」

「えっ、も、もちろん！」

「なにか別のことを考えていたように見えましたけど」

「いや、ホントに調べてたってば」

　智宏はもう一度、本を開いて、熱心に読むふりをする。

「なにか手がかりになることが書いてありますの？」

　そんな智宏の手元を遼子はのぞき込んだ。

　目の前に絹糸のような遼子の細い銀髪がふわりとたなびき、智宏はもぞもぞとくすぐったい気持ちになる。

　本は開いているが、こんな状況ではとても読むことなどできはしない。

　智宏がじわ～っと脂汗をかきながら硬直していると、突然、遼子はばっと身を翻して智宏の前に立ちはだかった。

「ぴいっ、私にこんな方法を試させようというんですか。破は廉れん恥ちなっ！」

　顔を真っ赤にしてそう叫んだ遼子は、智宏が開いていた本の背中を押して、顔にばしっと押しつけた。

「ええっ、な、なにが？」

　本を顔から引きはがして、そこに書かれてある内容を読んでみる。

「うわっ！」

　幸か不幸か、そこには霊格を高める方法らしきことがちょうど記されていた。

　しかし、その内容は木の精が男をたぶらかし、精気を吸い取るというもの。

「そういえば、昨日は桜の精のかたとずいぶん仲良くされていたようですけど」

　遼子はじとっと軽けい蔑べつしたように、こちらを見つめている。

「いや、あれは精気を吸うとかそういうことじゃなくて」

「純粋な恋愛感情だったと？」

「だ～か～ら～、そういうのでもないんだってばっ！」

「確かにあなたは強い眼力をお持ちで、霊格も高いようですが、だからといって私はその精気を欲しがったりしませんから。お姉様に目をかけてもらっているからといって、あまり自惚うぬぼれないでください」

　どんどん話が妙な方向へ転がっていく。

　偶然とはいえ、さすがに男の精気を吸うという方法はまずかった。

「あら、せっかく彼女を連れてきたと思っていたのに、喧けん嘩かしているの？」

「あっ、静しず江えさん……」

　智とも宏ひろが遼りよう子こに責められていると、よいタイミングで静江がやってきてくれた。

　しかし、微妙に聞き逃せない勘違いもしている。

「私は稲いな村むらさんの彼女というわけでは――」

「まあ、そうだったの。ごめんなさい」

　遼子の反論を途中で遮り、静江は両手を合わせて、にっこりと笑いながら謝った。

　女性にしてはやや背が高め。

　いつもノリの利いたパリッとしたシャツを着ており、スカートよりはパンツ姿のほうが多い。格好だけを見ると中性的な雰囲気だったが、笑顔はとても温かで柔らかく、いまだに女性的な魅力を失っていなかった。

　とても知性的で、それでいて茶目っ気のある性格。

　年の功か、妖よう怪かいへの豊かな知識のせいか、あの珠たま枝えでさえ静江には上う手まくあしらわれて、頭が上がらない。いつも『物知り婆さんは苦手だ』とブツブツいっている。

　昔は、静江のような深い知識を持つ老人が里にはよくいたという。

　そういった老人は、妖怪たちとのつきあいかたを子供たちに教えてくれる存在でもあったそうだ。

「こちらこそ騒がしくして申し訳ございません」

　静江の包容力ある雰囲気に飲み込まれたのか、遼子もさきほどまでの怒りはすっかり忘れてしまったようだ。

「いいのよ、そんなこと。この家は、いつも静かすぎて退屈なぐらいだから。それより栗くりをゆでたのだけど、ひと休みしない？」

「そんな、いきなりお邪魔して書庫を貸していただいているのに」

「あら、栗はお嫌い？」

「そんなことは……」

「だったら遠慮しないで、ね？」

　静江は腰に手を当てて、誰だれもがついつい心を開いてしまう笑みを浮かべた。

「は、はい……では、いただきます」

　どうやらそれは遼子にも効果てきめんのようだった。





　　　　　◆◇◆



「こうやって外で食べる栗くりもいいもんだな」

　智とも宏ひろたちは、サンルームの前にあるテラスで栗をご馳ち走そうになっていた。

　庭木は七分ほど色づいて、もう夏がすっかり終わってしまったことを告げている。

　今日も秋晴れで、山の向こうの高い位置にうっすらと雲がかかっているだけだ。

「静しず江えさん、本当は忙しいのではないですか？」

　遼りよう子こはまな板の上で栗を包丁で半分にすると、一方を智宏に渡した。

　栗を用意してくれた静江は、なにか用があるといって家の中に戻ってしまっていた。

「いや、もしかすると、気を遣ってくれているんじゃないのかな」

　受け取った栗の中身をスプーンでほじって口に運ぶ。

　塩ゆでされた栗で、ほんの少しだけしょっぱさが先に立つが、その後、身が崩れるにつれて栗本来の甘さが口にほろほろと広がっていく。お菓子などに入ったものも美お味いしいが、こうして純粋に栗だけを味わうのもよいものだ。

「まだ、私のことを彼女だと誤解しているのでしょうか？」

「ううん、そうでなくて。静江さんは、加か茂もさんの正体に気づいているのかも」

　静江の家を訪ねたとき、遼子が妖よう怪かいであることはいわずに、ただクラスメイトとだけ紹介していた。

「ぴっ、そんな。眼力で見透かされたような気配はなかったですが」

「静江さんに、俺おれみたいな眼力はないよ。でも、そんなものなくても、あの人に隠し事はできないんだよな」

「眼力がないのに、どうして……よくわかりません」

　遼子はあまり納得していないような顔で栗を口に運んだ。

　するといままでしかめられていた眉まゆが、すうっと柔らかい弧を描く。

　どうやら遼子も栗のことは気に入ったらしい。それこそ、鳥がついばむように夢中になって栗を食べている。

「珠たま枝えも栗が好きなんだよな。お土産みやげに持って帰ってやらないと怒るかなぁ」

　食べるのに忙しい遼子のために、今度は智宏が栗を切ってやった。

「そういえば気になっていたのですが。稲いな村むらさんの家には珠枝様を祭る場所がなかったようですけど、どのように祭られているのですか？」

「うちでは、前からそういうことはしていないんだ」

「家神を祭っていない？」

　遼子は意外そうな顔をする。

「本当はそうしたほうがいいらしいけど、珠枝のほうからも祭ってくれとかいわないし、このままでもいいのかなって。やっぱりうちみたいな家は変なのかな？」

「そういう家もあるとは思いますが、それは霊格の低い家神が、勝手に居着いているような場合です。珠たま枝え様のようなかたが、祭られないままでいるなんて……どうして霊格を失わずにいられるのでしょう？」

　祭られない神は、やがて力を失ってしまう。

　そうした神様は消えてしまうわけではなく、別のモノへと変わってしまうらしい。

　それを零れい落らくという。

　以前、遠とお野のの山の神であった珠枝は、零落して稲いな村むら家の家神となったらしい。

　もっとも、珠枝は自ら望んでそうなったのだといっているのだが。

「珠枝が霊格を無くさずにいるのは……」

「なにか秘ひ訣けつをご存じなのですか？」

　遼りよう子こは身を乗り出して、真剣な顔つきで尋ねた。

「秘訣というか、なんというか」

「意地悪をしないで教えてください！」

「別に意地悪をしているわけではないんだけど」

　智とも宏ひろは手に持っていた栗くりをじっと見つめると、中身をすくいとって遼子に差し出した。

「あ～ん」

　反射的に遼子は智宏の差し出したスプーンをパクッとくわえた。

　遼子はしばしもむもむと栗を味わっていたが、すぐに我に返る。

「ぴぃっ、こんなことでは誤魔化されませんよ！」

「いやいやっ、だから、これをやると珠枝は力が増すんだって」

「これって？」

「あ～んってやるとだよ」

「ぴ～っ？」

　遼子は疑念に満ちた目で智宏のほうを見ている。

「ホ、ホントだって。珠枝に聞いてみなよ」

「ですが、私はちっとも霊格の高まりを感じませんが」

　確かにこれまで何度も遼子には「あ～ん」をしてやっている。

「そういえばそうだな。なにが違うんだろう？」

　智宏は腕を組んで首を傾かしげた。

　遼子も一緒になって考え込んでいたが、やがて少し頬ほおを赤くしながらポツリと呟つぶやいた。

「心が……こもっていないのでは？」

「心が？」

「ぴぴっ、も、も、もっと……気持ちを込めて……珠枝様にしてあげるときのように」

「なぁっ、なぁに恥ずかしいこといってるんだよ。別に珠たま枝えのときだって、そんな気持ちを込めているわけじゃあ！」

「いいから試してみてください。真心とかそういったものを込めて！」

　そういって遼りよう子こは顔を真っ赤にしながら、口を大きく開けて「あ～ん」といった。

「真心といわれてもなぁ」

　智とも宏ひろは動揺しながらスプーンで栗くりをすくうと、小さく深呼吸をしてから遼子に差し出した。

「あ～ん」

　できる限りの気持ちを込めて、優しくいってやる。

　すると遼子のほうもいままでのような反射的な行動ではなく、少し躊ちゆう躇ちよしてから妙に可愛かわいらしい動作で、ゆっくりとスプーンを口にくわえた。

「……どうかな？」

　しばらくしてから遼子に尋ねてみる。

「なんだか、少しだけ胸が熱くなってきたような気もしますが」

　遼子は胸に手を当て、じっと身体からだの内側を感じ取るようにしてから答えた。

「へえ、効き目あったのかなぁ。もう一度、試してみる？」



「……なにを試すというのだ？」



　テーブルのすぐ脇わきから、ヒヤリと背筋の凍るような声が聞こえてきた。

「うわっ!?」

　見るとテーブルの下から半分だけ顔を出して、こちらをじっと見つめている珠枝の姿があった。

「あら、有あり坂さかさんも？」

「なんだって!?」

　遼子の言葉にあわてて振り返ると、智宏の背後には曇天の空のような目をした瑞みず穂ほがゆらりと立ってこちらを見下ろしている。

　だが、それで終わりではなかった。

「クワッ！」

「な～にをやっているの、あんたらはぁ！」

　上空から聞き慣れた鳴き声と、雷撃のような怒声。

　いったいどこから飛び降りてきたのか、いきなり智宏のすぐ側そばに黒いスーツに身を包んだ真ま希きが落下してきた。

　そして、その背後に黒いつむじ風が巻き上がったかと思うと、それはコヒロの姿を形作る。

「なっ、ななっ!?」

　いきなり四人に包囲された智とも宏ひろは、遼りよう子こに「あ～ん」をしたスプーンを手にしたままオロオロするばかり。

「もしかして、いまの見てた？」

　四人は息のあった動作でこくりとうなずく。

「妙な誤解をしてない？」

　四人はもう一度こくりとうなずく。

　しかし、自分で質問しておきながら、智宏にはそれがいったいどういう意味のうなずきなのかはいまいちわからなかった。

「別に変な意味はないからな。ちょっと……えーと、えーと」

　遼子が妖よう怪かいだと知らない瑞みず穂ほがいるため、いまの「あ～ん」は霊格を高めるためだとはいえず、思わず言葉に詰まってしまう。

　すると、いつのまにかコヒロが横の椅い子すに腰を下ろして、栗くりをふたつに切っていた。

「あの、コヒロ先生？」

　コヒロは無言のまま、その栗を智宏に手渡す。

「こらっ、黒助。抜け駆けはいかんぞ。ものには順序があるのだっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　それを見ていた珠たま枝えは、あわてて反対側の椅い子すをずりずりと智とも宏ひろのほうに引き寄せて、ちょこんと腰をかける。

「駄目よ、今日は駄目だから。いつもみたいになんとなく誤魔化されたりしないんだから。いったい加か茂もさんとなにをしていたの。いったい二人はどういう関係なの？」

　瑞みず穂ほは智宏の肩をつかんで、ガクガクと揺さぶった。

　一方、真ま希きは遼りよう子この耳元になにやら囁ささやいている。

　すると、みるみる遼子の顔が険けわしくなって、きっと涙目で智宏をにらんだ。

「ぴっ、なんて破は廉れん恥ちなっ!!」

「ちょ、ちょっと待て。真希、おまえいったいなにを吹き込んだ！」

　智宏は真希に猛烈に抗議する。

「と～も～ひ～ろ～、あ～んだ、あ～んだぞっ！」

　テーブルをバンバン叩たたいて珠枝が催促をする。

　一方、コヒロはいまも黙々と栗くりを切り続け、智宏の前に積み上げている。いったいどれだけ栗を食べるつもりなのだろうか。

　そこに少し遅れて、五人目の女性がやってきた。

「まあ、いつのまにこんなにお客さんが……栗おこわを蒸したんだけど足りるかしら？」

　テラスに集まった面々を見て、静しず江えは驚いた声をあげた。

「なにっ、栗おこわだと!?」

　珠枝はガタッと立ち上がり、目を輝かせた。

「わっ、す、すみません。勝手に入ってしまって！」

　そして、目上の相手には妙に礼儀正しい真希が、しゃちこばって静江に挨あい拶さつをする。

「お、お邪魔しています」

　そんな真希につられて、瑞穂も一緒になって頭を下げた。

「みなさん、智宏君のお友達なの？」

「すみません、静江さん。こいつら、いきなり来ちゃって……」

「いいのよ、いいのよ、賑にぎやかなのは大歓迎だから」

　智宏は恐縮しながら頭を下げるが、心の中では静江に感謝していた。

　あいかわらずの素晴らしいタイミング。

　静江の栗おこわのおかげで、この騒ぎはなんとか収まりそうだった。



　　　　　◆◇◆



　静江さんが出してくれた栗おこわを持って、みんな思い思いの場所に腰を下ろす。

　珠枝は智宏のかたわらで、つやつやなもち米の中に栗がたっぷりと入った栗おこわを見つめながら、ブツブツと呟つぶやいた。

「やはり、智とも宏ひろは料理ができる娘が好きなのかのぉ」

「また、おまえは妙なことを言い出して」

「そういえば好この香かも、料理ができるではないかっ！」

　珠たま枝えはいきなりすごい形ぎよう相そうをして、自分の胸をふかふかと触り始める。

「しかし、静しず江えばあさんの胸はそれほど大きくないぞ……これはどういうことだ？」

　むーっと難しい顔をする珠枝。

「だから、なんなんだよそれは？」

　百面相を続ける珠枝の頭を、智宏は指でツーンと突いた。

「べ、別になんでもないのだ。それよりおまえのおこわを見せてみろ」

　強引な誤魔化しかたで話題を変えると、珠枝は智宏が手に持っていたお茶ちや碗わんのおこわをのぞき込んだ。

「ひーふーみー、おまえは四つか。ワシは五つだ、勝った！」

「こら、珠枝。行儀悪いぞ」

「わーはははっ、ワシの勝ちなのだ～っ！」

　智宏に怒られながらも、珠枝はぴゅ～っとみんなのところを回っては、栗くりの数を数えている。

「上う手まく逃げやがって……」

　他ほかのみんなといえば、瑞みず穂ほは遼りよう子ことぴったり並んで座り、なにやら真剣な顔で話し込んでいる。きっと同じクラスの女子同士、内緒の話でもあるのだろう。

　智宏と真ま希き、そしてコヒロはさっきまで遼子とゆで栗を食べていたテラスのテーブルで、おこわをご馳ち走そうになっていた。

　午後になって日差しは暖かさを増して、日なたにいると腕まくりをしたくなるぐらいの陽気になっていた。

「いきなり訪ねて、こんなご馳走になってしまって……手て土産みやげでも持ってくればよかった。コヒロ、ひとっ飛び和菓子でも買ってきてくれないかしら？」

「そんなことしなくても平気だよ」

　空から飛び降りてくるような無茶苦茶なことをするくせに、妙なところに気を遣ったりする真希であった。やはりお嬢様だからだろうか？

　それにしても、今日の真希はいつにも増して変であった。妙な黒づくめの格好をしているし、さっきから身体からだを斜めに向けて、こちらの視線を避けるようにしている。

　まるでなにか恥ずかしがっているようだ。

　いったいどういうつもりなのか少し気になったが、そこに触れるのは危険な気がしたので、智宏は不思議に思いながらも見て見ぬふりをしていた。

「けど、この子たちのぶんまでいただいちゃって」

「ほーほー」

「ふーふー」

　真ま希きの足あし下もとでは、縛ばく鎖さの小人たちが円く輪になって座り、お寿す司しサイズの栗くりおこわのおにぎりを頬ほお張ばっている。

「別にいいんじゃないの。そんなにたくさん食べるわけじゃないんだし」

　智とも宏ひろが栗をひとつつまんで差し出してやると、縛鎖の小人は我先にと群がってくる。

　やはり妖よう怪かいたちも栗は大好きなようだ――と思っていたのだが。

「あれ、コヒロは食べないの？」

「いえ……いただきます」

　珍しくあくびでもしていたのか、あーんと大きく口を開けていたコヒロは、智宏に声をかけられるとついっと顔を伏せて、ゆっくりとおこわを食べ始めた。

　なぜか尾羽が元気なく垂れている。あまり栗おこわは好きではないのだろうか？

「あっ、そうだ。コヒロに渡すものがあるんだった」

　智宏はポケットから小さな紙包みを出して、コヒロに手渡す。

「これは……？」

「コヒロへのプレゼント。祭のとき、指輪を買いそびれた埋め合わせ」

「クワッ！」

　コヒロは大きく目を見開いたまま、びくとも動かなくなってしまった。

「おーい、コヒロ？」

　智宏はヒラヒラとコヒロの目の前で手を振る。

　すると、見開いていた目をぱちくりさせながらコヒロは智宏のほうを見た。

「……失礼しました。驚きのあまり、少しの間、気を失っていました」

「だ、大丈夫かよ？」

「問題ありません。こちら開けてみてよろしいでしょうか？」

「どうぞどうぞ」

　真剣な面持ちで、コヒロは丁寧に紙包みの封を開ける。

　中に入っていたのはペンダント。

「この前、一緒に海水浴にいったときに拾ったガラス玉で作ったんだ。家で探してみたら、それが一番キラキラしていたから。コヒロはそういうの好きなんだろ？」

「あのときの……」

　コヒロはペンダントを両手に包んで、かすかな音に耳を澄ますような仕草をした。

「海の気配がします」

「うん、ガラスを縛っている紐ひもはエビス様のひげなんだ。珠たま枝えの話だと、お守りになるらしいよ？」

　以前、智とも宏ひろはエビスという、珠たま枝えも一目置くような強い力を持つ神様に海で出会ったことがある。そのエビスからお守りとして授かったひげをペンダントに使ったのだった。

「そんな大切なものを……」

「ちょっと、エビスのひげって、本物だったら大変な価値があるわよ！　商売繁盛のお守りとして、企業家が札束積み上げるわ」

　真ま希きは驚いた顔で身を乗り出してペンダントを見つめた。

「そうなんだ。よかった、ご利り益やくがありそうで」

「あんた、そんな貴重なものをホイホイと人にあげるんじゃないわよ」

「別にいいよ。コヒロにはいつも世話になっているし」

「馬ば鹿かねぇ、あんたはホントに馬鹿ねぇ」

　真希はほとほと呆あきれたといった顔をしているが、智宏としてはあのひげをもらってから小遣いがアップしたというわけでもなく、それほどご利益があるとは思っていなかった。

　正直いえば、ガラス玉を縛るのにちょうどよさそうな紐ひもだったから使ったまでである。

「ありがとうございます。私の宝にさせていただきます」

　コヒロは大事そうにペンダントを首にかけると、もう一度、ガラス玉を両手で包み込んだ。

「たいしたものじゃないけど、そんなに喜んでくれると嬉うれしいよ」

　コヒロの反応がちょっと大げさな気がして、智宏は照れくさくなった。

「まったく、あんたはなんで妖よう怪かいにばっかり優しいのかしらね」

　ほおづえをついて、真希は嫌味っぽく呟つぶやく。

「そんなことないだろ。真希にだって優しいじゃないか」

　あれだけ理不尽にこき使われたり、一方的にやっかい事に巻き込まれたりしても、一言二言の文句をいうだけでつきあってやっているのだ。これを優しいといわずして、なんというのだろうか。

「なっ、なにいってるのよ。そ、そりゃあ……優しくないとは思っていないわよ。け、けど……あんたは胸の大きな子のほうが……好き……なんでしょ」

　なぜか突然うろたえながら真希はそっぽを向くと、ごにょごにょと口の中で呟いているが、いったいなにをいっているのか、智宏はほとんど聞き取れなかった。

「ところで、稲いな村むら様。今日はスエヒロとなにをされていたのですか？」

　真っ赤になって椅い子すごと反対方向を向いてしまった真希の代わりに、今度はコヒロが尋ねてきた。

「うん……加か茂もさんが霊格を高めたいっていってたから、その方法を調べていたんだ」

　智宏はちらりと向こうに座る遼りよう子こと瑞みず穂ほのほうを見てから、少しだけ声を潜めて答えた。

「そうでしたか。妹がご迷惑をかけております」

「いや、別に迷惑ではないけど」

「ちょっと……あの子、そんなことをあんたに相談したりしてるの？」

　それを耳にした真ま希きが、くるりと身体からだを半回転させて渋い顔をこちらに向ける。

「どちらかというと、俺おれのほうから手伝ってやるっていったんだけどな」

「なんでそんなことを？」

「霊格が高くなれば、学校で正体がばれるようなこともなくなると思ってさ」

　このとき、智とも宏ひろはあえてマヤのことは口にしなかった。

　ヤマイヌであるマヤのことを、真希は警戒すべき妖よう怪かいと考えている。もしも、遼りよう子こがマヤにあとをつけられていると知れば、いらぬ騒ぎを引き起こすことになるだろう。

　最悪の場合、真希はマヤを退治しようと考えるかもしれない。

「霊格さえ高くなれば、万事解決なんて思っているんじゃないでしょうね？」

「けど、力が強くなれば、オオヒロみたいにいろいろできるようになるんだろ」

「……あんたは割とわかっているほうだと思っていたけど、なにもわかっていないのね。いままで強すぎる力を持て余したモノたちを見てこなかったの」

　そういって、真希は足あし下もとにいた縛ばく鎖さの小人の後ろ襟を猫のようにつまみ上げ、テーブルの上に乗せた。

「ほっ、ほほっ？」

　縛鎖の小人はきょろきょろしてから、おもむろに智宏の栗くりおこわから栗をひとつつまみ食いした。

「これだってそうよ。強すぎる力を持て余して、楠くすの木き家に封印をされたモノ。人間の近くに在あろうとすれば、その力は邪魔になるだけよ。だから、こいつらは自分で掟おきてを作り、自身を縛り付けたの。そうしなければ、強すぎる力で我が身を滅ぼすから――というより、私たちのような祈き祷とう師しに滅ぼされる原因となるからかしらね」

「ほーっ」

　栗を口いっぱいに頬ほお張ばった縛鎖の小人は、頭ず巾きんを被かぶった頭をポリポリとかいて恥ずかしそうにした。

　彼らの正体は、家鳴りという妖怪である。

　集団で家を揺らすという悪戯いたずら好きな性質を持て余し、楠木家にその力を封印してもらったという。それは人間と共に在るための、彼らなりの選択だったのだろう。

　コヒロたち八や咫た烏がらすも、楠木家とは契約で結ばれている。

　基本的に妖怪たちと馴なれ合あうことを嫌う真希が、コヒロのことを信頼していつも行動を共にしているのは、その契約が絶対だからだ。

「それはわかっているつもりだけど」

　わかってはいるのだが、智とも宏ひろはそんな関係は寂しいと思っている。

　だが、珠たま枝えにいわせてみれば、真ま希きたちのような祈き祷とう師したちこそが、人間と妖よう怪かいとの関係をもっとも理解している人種なのだという。いつも真希のことを馬ば鹿かにしている珠枝なのに、その姿勢についてだけは認めているらしい。

「それに、この土地にもそのいい例がいるじゃないの」

　調子に乗って、もうひとつ栗くりをつまみ食いしようとしている縛ばく鎖さの小人のおでこをピンと指ではじいてから、真希は呟つぶやいた。

「いい例？」

「ヤマイヌよ。古くから人間の側そばに在あり続けたモノたち。己の力を自然の摂理と重ねることで、山そのものの体現者となった。そうすることで、自身の強い力に翻ほん弄ろうされないようにしたの。だからこそ、ヤマイヌの行動には揺らぎがない……人間から見れば、それはまるで冷酷とも思えるほどに徹底されている」

　そう語る真希の表情はいつもよりも硬かった。それは真希自身の言葉ではなく、祈祷師としての言葉だからだろう。

　智宏も、真希のいっていることはよく理解できた。自分自身、ヤマイヌの恐ろしさは身を以もつて知っているからだ。

「ただ強くなるだけじゃあ、駄目なのか？」

「選択の幅は広がるけど、力だけではなんの意味もないってことよ」

　遼りよう子こは自身の霊格を高めることを望んでいたが、真希の話を聞いていると、そのことが本当に彼女のためになることかどうかわからなくなってきた。

　と、同時に、智宏は真希の態度に違和感を憶おぼえた。

「そういえば、真希は加か茂もさんが学校に通うことを反対しないのか？」

　いつもの真希ならば、妖怪である遼子が人間たちの生活に紛れ込むことを嫌うはずだった。祈祷師として、人間と妖怪の馴なれ合あいを嫌っているからだ。

　それなのに、なぜか遼子に対してはそれを受け入れているような口ぶりである。

「あの子はオオヒロの方針で、私の学校にも通っていたしね。いまさら文句をいう気もないわ。それに、あの子は楠くすの木き家とも契約をしていないから、オオヒロの預かりなの」

「へえ、そうだったんだ」

　てっきりコヒロやオオヒロと同じように、楠木家に関係する妖怪かと思っていた。

「それにスエヒロって……どういったらいいのかなぁ。なんか、ちょっと違うでしょ？」

　真希は上う手まい言葉が思いつかないようで、歯切れの悪い口調でいった。

「ああ、それはなんとなくわかるよ」

　普通の妖怪たちと、遼子の違い。

　それは妖怪たちの奥底に潜む、異質なモノの有無。

　いったいそれがどんなものかを言葉に表すのは難しく、遼りよう子こを妖よう怪かいだと思って見なければ気づくこともできないほどの些さ細さいな違い。

　だが、智とも宏ひろは遼子と出会ってから、ずっとそのことは感じていた。

「たぶん、オオヒロはそれを大事にしたいんだと思うの。あんたにスエヒロを任せたのも、そこに理由があるんじゃないのかな」

　そう語る真ま希きは、さっきまでとは違った表情を見せた。

　いつもの強気な顔つきではなく、不安げな迷いのある目でこちらを見つめている。

「きっと、オオヒロはあの子をこれまで二千年以上続けてきた八や咫た烏がらすの生き方から外れさせようとしている。もしかすると、その進む方向を、あんたに決めさせようとしているのかも」

「はははっ、責任重大だな」

「まったく、笑い事じゃないでしょうに……」

　その笑いが強がりであると見抜かれたのか、真希は顔を曇らせたままため息混じりに呟つぶやいた。

　そんな真希の態度に不安になった智宏は、さっきからずっと胸のペンダントに手を当てているコヒロに尋ねてみた。

「コヒロは、オオヒロからなにか聞いているの？」

「……私にはお姉様がスエヒロになにを望むのか、なにをさせようとしているのか、すべては知りません。おそらくは、お姉様もスエヒロがどこへ向かうのかはわからないのではないでしょうか」

「オオヒロもわからない？」

「わかっていれば、お姉様自身が導くはずですから」

「なるほどね」

　確かにあのオオヒロが人任せにしたということは、自分にはできないことだからということか。

「だからこそ、スエヒロを稲いな村むら様に託したのでしょう。私も稲村様にならお任せできると考えております」

　そういってコヒロは智宏の目を見つめた。

　長い間、誰だれも立ち入ることのなかった森の奥にひっそりと在あり続ける、深い深い湖の水面のような瞳ひとみ。それはとても穏やかで、見つめられている智宏の心さえ落ち着かせてくれる。

「スエヒロのことをどうぞよろしくお願いします」

　いつも智宏を助けてくれるコヒロだったが、これまで彼女のほうから願い事をすることなどほとんどなかった。

　だからこそ、その言葉は智とも宏ひろの心に重く響く。

　水泳大会の罰ゲームのようなくだらないきっかけで引き受けたことだったが、それは想像以上に深い意味を持つことなのかもしれない。

　遼りよう子こにとっても――そして、智宏自身にとっても。

　いや、それ以外のモノたちにとっても……



　　　　　◆◇◆



「今晩は、うちで夕食を食べていきなさいな」

「いつもすみません、静しず江えさん」

　栗くりおこわをご馳ち走そうになったあと、遼子たちは連れだって帰って行った。

　智宏だけは、珠たま枝えがうたた寝を始めてしまったので、もう少し静江の家に残ることにしたのだ。

　窓から夕日が差し込むサンルームに寝そべって、珠枝はカモメッピのぬいぐるみをマクラ代わりにして、猫のように丸くなって眠っている。

　そのかたわらには静江の飼い犬のタロウが、まるで親子のように寄り添って寝ていた。こうして動かないでいるとぬいぐるみのように見える、実にもふもふな子犬である。

「ううーん、もふもふ……むにむに……もふむに？」

　妙な寝言をいいながら、珠枝は眠ったままタロウの背中を撫なでている。

「結局、聞きそびれちゃったな……」

　智宏は静江から借りた毛布を珠枝にかけてやりながら、その寝顔を見つめた。

　最近、どうも珠枝の様子がおかしい。

　今日だって、瑞みず穂ほと一緒になにをしていたのやら。

　そのことを問いただすことは簡単だが、嘘うそをつけない珠枝の性質を利用するのは良心が痛むのであまりやりたくはない。

　智宏は珠枝の脇わきに腰を下ろして、こんなところで寝ていて寒くはないかなと心配しながら、テラスのほうを眺めていた。

「あれ……？」

　夕日のオレンジに染まる植え込みのほうに、白いものがチラチラと見える。

　それに気づいた智宏は、すぐに立ち上がると台所に向かった。



　　　　　◆◇◆



「マヤちゃん？」

　さきほど白いものが見えたあたりに見当をつけて、大きな声で呼びかけてみる。

「んふっ？」

　ガサッと植え込みが動いたが、そのあとなにも動きはない。

「マヤちゃん、隠れているんだろ？」

「んー、見つかったんだなー」

　しばらくしてから、植え込みの陰からマヤが姿を現す。

「んーふふふっ、次はお兄たんがオニなんだなぁ」

「いや、かくれんぼじゃないから」

「んふー、そうだっけ？」

　マヤは首を傾かしげて、くりくりした目でこちらを見つめている。

　今日のマヤは、この前のようなゴスロリ風の服装ではなかった。

　白いもふもふの毛皮を身に纏まとっている――というか、犬の着ぐるみを着ているような格好。マヤも変へん化げをする妖よう怪かいであり、巨大な犬の姿や、人間の姿など、その場に応じて姿を変える。

　智とも宏ひろの前に現れるとき、マヤはこの人間と犬の中間のような姿をしていることが多い。このもふもふな毛皮は、珠たま枝えの大のおきにいりでもあった。

「もしかして、ずっとここにいた？」



    

  
    
      



    

  
    
      「白いお姉たんのあとをつけていたんだなぁ」

「やっぱり……」

　遼りよう子こが転ばないか、ヤマイヌとしてあとをつけていたのだろう。

　智とも宏ひろの心境は複雑であるが、マヤのほうはニコニコ顔で尻尾しつぽをパタパタ振っている。そんな様子からは、わずかな邪気も感じられない。

「けど、加か茂もさんは帰っちゃったよ？」

「そうみたいだなー」

「なんであとをつけなかったの？」

「んーふふふふっ」

　そう問われると、マヤは肉球のついた手を腰の前で合わせて、もじもじと身をよじった。

「もしかして、栗くりおこわが食べたかったのかな？」

「んふっ、当たりなんだなー」

　マヤは両手をあげてぴょんぴょん跳ねた。

「ずっとここにいたのなら、出てきて一緒に食べればよかったのに」

「んー、マヤの正体を知っている人がいたからな～」

　ぺたんと着ぐるみの耳を伏せて、マヤは口をとがらせる。

「やっぱり苦手なの？」

「んーふふふっ、マヤはくすぐったいんだなぁ」

　マヤは犬のような動作で、耳の後ろあたりをカシカシとかいた。

　以前、瑞みず穂ほの家に居候をしていたことのあるマヤであるが、自分の正体を知っている人間には近づきたくないという性質がある。そのため、マヤの正体を知ってしまった瑞穂には近づこうとはしない。

「おまたせ、マヤちゃんは見つかった？」

　そこに静しず江えがやってきた。

「んふ～っ、この匂においは……」

　マヤは鼻をひくひくさせる。

「きっと、食べたいだろうと思って、静江さんに栗おこわを持ってきてもらったよ」

「ん～ふふふふっ、だからお兄たんは好きなんだなぁ」

　すぴすぴと鼻息を荒くさせながら、マヤは智宏のお腹なかをぽむぽむと叩たたいた。

「あら、作ったのは私よ？」

　静江がおむすびにして竹の皮に包んだ栗おこわをマヤに差し出す。

「静江たんも好きなんだなぁ」

　おむすびを受け取りながら、マヤは照れくさそうに静江のお腹もぽむぽむ、尻尾はパタパタ。

　自分の正体を知る人間を避けるマヤだったが、智とも宏ひろと静しず江えは例外だった。

　マヤにいわせると、やはりくすぐったいらしいのだが、それでも誘えば一緒にいてくれる。

「せっかくだから、ここで食べていきなよ」

「んふー、じゃあそうするかなー？」

　マヤはいそいそとテラスのテーブルにつくと、さっそく包みを開く。

　ここで栗くりおこわを食べることにしたのは、山に帰るまで待ちきれなかったからだろうと思わせるような、そんなあわただしい動作だ。

「んふっ！」

　包みから現れた栗おこわのおむすびに、マヤは両手をあげて喜びを表す。

　大振りの栗がたっぷり入って、もち米を握っているのだか、栗をにぎっているのだかわからないような、そんな素敵なおむすびがふたつ並んでいる。

「どっちにしようかなー？」

　マヤはおむすびを観賞するかのように、ふたつを見比べている。

「どちらからでもどうぞ。取ったりしませんからね」

　テーブルにほおづえをついて、静江はマヤを優しく見守った。

「んふっ、どちらもマヤのなんだなー」

　静江の言葉に後押しされたのか、マヤはおもむろにおむすびのひとつを手にとって、パクッと口に入れた。

　可愛かわいい口をしているのに、大きなおむすびがなんと一口でなくなってしまった。

　しかも、いったいどうやって口にいれたのか、間近で見ていてもわからない早業。

「んーふふふ、今度、静江たんには山で拾った栗を持ってくるんだな」

　口いっぱいにおこわを入れて、もむもむしながらマヤはいった。

「ありがと、楽しみにしているわ」

「お兄たんには～。んふふ～、特別に靴をあげてもいいんだな」

　智宏のほうにスリスリと身体からだを寄せて上目遣いに見ながら、もったいぶった口調でマヤはいった。

「ありがと……って、どうせ片方だけなんだろ？」

「んふー、それで十分なんだなー」

　智宏に寄り添って体重を預けているマヤは、当たり前のことだというようにコクコクとうなずいている。

　履き物を欲しがるのは犬の性さがなのか――智宏も何度かマヤに靴を片方持っていかれたことがあった。

「お兄たんには靴のよさはまだわからないのかなー」

　ちょっと偉ぶった態度で、マヤはすぴーと鼻を鳴らした。

　栗くりおこわを堪たん能のうして、すっかり上機嫌の様子だ。

「あのさぁ、マヤちゃん？」

「んふー？」

　この機会にと、智とも宏ひろはいままでいえなかったことをマヤに尋ねてみることにした。

「加か茂もさんのあとをつけるのをやめられないかな？」

「んー、なんでそんなこというのかなー」

　マヤは大きな目でじっとこちらを見つめている。

　それはコヒロのような、静かで心落ち着かせてくれるような瞳ひとみではない。

　その少女の姿とはアンバランスな、弱いモノには抗あらがうことのできない強い力が内包された、見られているものの心をざわつかせる瞳。

　コヒロの目が見守るとすれば、いまのマヤの目は相手の中身をまさぐるような目。

　ただし、そこに悪意はなく、赤ん坊がおもちゃを手触りで確認するような無邪気さだけがあった。

「それは……加茂さんは転ばないと思うから」

　智宏は心の内を見透かされないようにと身構えながらも、できるだけ平静を装いながら答える。

　意識してしっかり喋しやべろうとしていたというのに、声がかすれてしまった。

　気づかぬうちに喉のどがカラカラに渇いて、舌が上う手まく動かない。

「それを見守るために、マヤはあとをつけるんだな」

「でも、転んだら……喰くらうんだろ」

　智宏は、その言葉を口にしてしまってからヒヤリとした。

　こんなにはっきりというつもりはなかった。

　しかし、一方でいまの智宏には語れる言葉は少なかった。

　他ほかの言葉で誤魔化そうとも、いまのマヤはその真意を読み取ることだろう。

　ならば飾らぬ言葉で語るしかない。

　口に出してから、智宏はここで後戻りすべきだったと後悔していた。

「それがマヤだからなー」

　マヤの表情にはなんの変化もない。

　いつもの可愛かわいらしい顔で、上目遣いに智宏を見つめているだけだ。

　ただ、その視線には微み塵じんの迷いもない。

『だからこそ、ヤマイヌの行動には揺らぎがない……人間から見れば、それはまるで冷酷とも思えるほどに徹底されている』

　突然、真ま希きの言葉が甦よみがえってきた。

　まさしくこれこそが真ま希きのいっていた、ヤマイヌの揺るぎなき意志なのだろう。

「わかってる。でも、やめてほしいんだ……お願いだから……」

　智とも宏ひろは自分の気持ちとは裏腹に、また一歩踏み込んでしまった。

　もしかすると、それはマヤの瞳ひとみによってつかみ出された本心の言葉だったのかもしれない。気づかぬうちにマヤの術中に陥っていたのか。

「んーふふふ、マヤがどういうモノか、お兄たんは知っているはずだけどなー」

　いつもならば愛らしいマヤの笑い声が、なぜかこのときは不吉なもののように耳の奥に響いた。

「わかってる……わかっているんだけど」

　もう言葉は出てこなかった。

　マヤ――いや、ヤマイヌというモノを納得させられるだけの言葉は、智宏の中にはなかった。

　どんな言葉も、それは人間としての、人間側の主張。

　最初から異質なモノである、マヤを納得させることなどできはしない。

「やっぱり、お兄たんも人間なんだな」

「そうだよ……俺おれは人間なんだよ……」

「マヤの正体を知ると、人間はみんなそういうの」

「だって、当たり前じゃないか。いくら転んだからって……喰くらってしまうのは……」

　マヤだって、喰らいたいから喰らうわけではない。

　転ばぬように見守っているのだ。

　だが、もしそれでも転んでしまった場合――やはり喰らう。

　無慈悲に喰らう。

　堂々巡りだった。

　結論は変わらない。

　人を喰らうモノを、人は絶対に受け入れることはできないのだ。

　わかりきっていることではないか。

「……人間のそういうところが、マヤは嫌いなんだな」

　マヤはいつもの少し笑いを堪えているような、はにかんだような口調でそういった。



「――智宏君？」

　静しず江えが呼びかける声で、智宏は我に返った。

「はっ……」

　その直後、智宏はむせるように息をつく。しばらく息を止めていたかのように、肺が空気を欲しがっていた。

「マヤちゃん……!?」

　見るとすぐそこに座っていたマヤはいなくなっていた。

「あら、いつのまにいなくなったのかしら」

　静しず江えのほうも、智とも宏ひろにいわれるまで気づかなかったらしい。首を傾かしげ、庭を見回している。

　だが、智宏は伏せた顔をあげようともしなかった。

　もう、ここにマヤがいないことはわかっていたからだ。

「ど、どうしたの、智宏君？」

　知らず知らずのうちに、智宏の目から涙がこぼれていた。

　なにが悲しいのかも、まだ実感としてわき上がっては来ていない。

　ただ、夕日に照らされたテーブルに、ひとつだけ残っているおむすびを見ていると、自然と涙があふれ出した。

　さっきまですぐそこにいたはずなのに、いまはとても遠くになってしまった。

　山の向こうに消えようとしている、夕日のように遠くに。

　いままで近くにあったと思っていたことすら、実は幻であったかのように。

　それは、あまりに遠く離れてしまったのだ。



    

  
    
      
第三話　智宏が王子様？





　授業の間の休憩時間。

　智宏は前の授業の教科書をしまうことすらせずに、ぼ～っと考えごとをしていた。

　といっても、なにも頭は働いていない。

　ただ、昨日のマヤのことばかりを思い出していた。

　自分がマヤの領域に踏み込み、そして完全に拒絶されたこと。

　それは理解している。

　いくら会話を交わそうが、一緒に食事をしようが、両者は最後の一線では相あい容いれないもの――そんなことは身に染みてわかっていたはずだ。

　わかっていたのに、あまりにマヤを身近な存在と感じて、思わず口に出してしまった。

　いや、本心を引き出されてしまった。

　その結果は最悪の決別。

　やはり自分は人間としての立場からしか見ていなかったのだろうか。

　そして、人間の都合を押しつけようとしていただけなのか。

　マヤはそれを嫌っていたのだろう。

　自分の正体を知る人間は、ヤマイヌの自然の体現者たる行動に反発する。だから、マヤは正体を知ってしまった人間を避けていたのかもしれない。

　しかし、マヤのことを何度思い起こしても、智とも宏ひろがやるべきことはなにも変わらない。

　遼りよう子こが転ばないようにする――それだけだ。

　だが、どうしたらよいのか、肝心の方法がわからなかった。

「霊格を高めるだけじゃあ駄目なのかな」

　真ま希きやコヒロは、そのことに否定的だった。

「けど、この前、深入りをするなといわれたばかりの珠たま枝えには聞きづらいし。となると、残るは……」

　この問題で一番頼りになりそうで、一方で一番頼りたくないあのかたしかいないだろう。

「はぁ～っ、だけどなぁ……」

　智宏が魂まで出てきそうな深いため息をついていると、席の前にクラスメイトの辰たつ則のりが立っていた。

「もしもし、耳寄りな情報があるんだが」

「悪いけど、おまえの馬ば鹿か話につきあうような気分じゃないんだ」

「まずはこのグラフを見てもらえるだろうか？」

　都合の悪い言葉は聞こえないという便利な耳を持った辰則は、勝手に自分のペースで大きな紙を広げている。

　それは、大きく右肩下がりを示した折れ線グラフだった。

「おまえの成績のグラフか？」

「ノー、ノー、ここを読んでみたまえ」

「んー？」

　折れ線グラフの縦軸の目盛りには『智宏の好感度』と書かれてある。

　ギクリとして、智宏は折れ線を目で追っていく。

　夏休み前まではほとんど横ばいだったグラフが、夏休み明けから二度に分けてガクーッと急降下して、いまは底辺スレスレを息も絶え絶えにのたうっていた。

「なんの嫌がらせだ、これは？」

「へへへっ、旦だん那な、信じたくない気持ちはわかりますが、これはある筋から入手した信しん憑ぴよう性せいの高い数字ですぜ」

　手のひらを口に添えて、妙に下げ卑びた口調で辰則は語る。

「好感度急落の原因はふたつ。遼子様破は廉れん恥ち疑惑で女子の好感度がほぼゼロにっ！」

　辰則は最初の急落ポイントをビシッと指差した。

「そして、真ま希き様手ブラ事件で男子から妬ねたまれて、男子の好感度がゼロにっ！」

　続けて、もうひとつの急落ポイントを指差す。

「いま現在、とある匿名希望の幼なじみな女子のおかげで最低値は免まぬがれているが……このままではやばいよ、きみぃ？」

「大きなお世話だ！」

　にんまり笑って顔を突き出してきた辰たつ則のりの鼻面に、カウンター気味に垂直チョップをたたき込んでやった。

「アウチッ、アウチッ！」

　顔面を押さえてのたうつ辰則。

「この馬ば鹿かが。人が悩んでいるときにくだらんことを」

　とはいえ、辰則のいうことにも心当たりがある智とも宏ひろは、少しばかりグラフの数字も気にかかった。クラスにおける自分の株がこれほど大暴落していたとは、ショックである。

「だから、加か茂もさんのことは誤解だし、真希のことは事故だろ……」

　自分の好感度グラフをにらみながら、智宏はブツブツと言い訳をする。

「大衆は目に見えるものにしか興味はないのだよ。その事柄の背景に隠されたものなど――気にもかけやしない」

　いままで鼻を押さえていた辰則は、突如芝居がかった動作で両手を広げ、朗々と語り出した。

「一度失われた名誉は、新たなる功いさおによってしか取り戻せない。たとえ己に非がないことを証明したところで、元に戻りはしないのさ」

　智宏はそんな辰則を見つめながら、露骨に嫌そうな顔をした。

　このように辰則がノリノリになっているということは、それはすでによからぬ計画が動き出していることを示している。

　しかし、ひとたび辰則がこのモードに入ったら、最後まで話を聞いてやらないといつまでもつきまとってくるので、しかたなく智宏のほうから先をうながしてやることにした。

「それだけいうのなら、もうその手段も用意しているんだな？」

「さすが智宏、話が早い。おまえ、ウチの学校の演劇部を知ってるか？」

「あることだけは知ってる」

「それだけで十分。その演劇部なんだけど、先輩たちがみんな二学期になって引退しちゃったせいで、部員が足りなくなってるんだそうだ」

「ほうほう、それで」

　智宏はさっさと結論に達するように、おざなりに相づちを打つ。

「そこで演劇部の宣伝の意味を込めて、新入部員勧誘公演をぶちあげようというわけなんだ」

「二学期になってから新入部員勧誘とは、ずいぶんのんきな部活だなぁ」

「じゃあ、そういうことでよろしく」

「ちょっと待てい！」

　智とも宏ひろは言いたいことをいって、そそくさと立ち去ろうとする辰たつ則のりの肩をガシッとつかむ。

「なにかね、クラスの好感度最低ランクの智宏君？」

「なにがそういうことなんだよ？」

「その新入部員勧誘公演に、おまえが参加するってことだけど？」

　さも当然のことのように、辰則はいった。

「なんで俺おれが参加しなきゃならないんだよ」

「ちゃんと話を聞いていたのか？　部員が足りないんだから、助すけっ人とを呼ぶしかないだろ。当たり前のことだろ！」

　微妙に逆ギレ気味にまくし立てる辰則に、智宏は少しだけ圧倒される。

「そこに至るまでに、俺の意見がまったく反映されていないようなのだが……」

「あのねえ、クラスの好感度最低ランクの智宏君――」

「その呼び方はやめろ」

「もし、演劇部を立て直すことができれば、きみの好感度はうなぎ登りだよ。なにしろこのクラスにも演劇部員はいるからねぇ」

　辰則は微妙にイラつく口調で、ゆっくりと言い含めるようにいった。

「話は理解できたが……おまえのメリットは？」

「なんのことかな？」

「こんなまわりくどい方法で演劇部の手助けをさせて、おまえになんのメリットがある？」

「オオヒロ先生のご指名なのよ」

　智宏の後ろから、にゅっと顔を出したのは同じクラスのマゲだった。

　辰則と目配せをしあって、にんまりとよからぬことを企たくらんでいる笑みを浮かべている。

　そういえば、確かマゲは演劇部員だったような。

「なんで、ここでオオヒロ……先生が出てくるんだよ」

「この前、オオヒロ先生に舞台の助っ人を頼んだのよ。そうしたら、稲いな村むら君も誘ってみなさいっていわれたの。もちろん、協力してくれるでしょう？」

「喜べ、オオヒロ先生直々のご指名だぞっ！」

　やや興奮気味の辰則は、智宏の肩をバンバンと叩たたく。

「なんで俺がそんなことを……」

「ええ～っ、そんな……あのオオヒロ先生のお誘いを断るっていうの。オオヒロ先生と一緒の舞台に上がれるのよ」

「だいたい、教師が演劇部の舞台に上がるなんて変じゃないのか？」

「なにいってるのよ。演劇部として、オオヒロ先生のスター性を見過ごすほうが罪よ。先生が舞台衣装を着て登場するだけで、男子も女子も大喜びよっ！」

　確かにこの学校でのオオヒロの人気は無視できないものがある。

「でも、俺おれは遠慮させてもらいたいね」

「あのねぇ、私が先生に助すけっ人とをお願いするのに、どれだけ苦労したかわかってる。徹夜でカモメッピのぬいぐるみを作ったり……」

「なんだよそれ」

「お願いよ～、もうオオヒロ先生の衣装も作っちゃったんだから。稲いな村むら君が協力してくれないと、この舞台自体が潰つぶれちゃうかも」

　マゲと辰たつ則のりは手を合わせて拝むようにするが、智とも宏ひろはそんな二人をかわして、さっと席を立った。

「やめてくれよ。これ以上、面倒なことを押しつけられてたまるかっての」

　足早に教室の外へと逃げ出した智宏だったが、廊下に出た途端、なにか黒いモノにぶつかった。

「ご、ごめ――!?」

　廊下に立っていたのは、たったいま話題の中心となっていたオオヒロであった。

「なにを驚いているの？」

　オオヒロはにいっと唇の端をあげて、背筋をぞくっとさせる笑みを浮かべた。

　授業中にはあまり見せない、オオヒロが本性を現した表情である。

「演劇部に妙なこと吹き込んで、なにを企たくらんでいるんだよ？」

「あら、生徒が部活動で困っているというのだから、それを手助けするのは、教師として当然のことでなくて？」

「じゃあ、なんで俺を巻き込もうとするんだよ」

「人手は多いほうがいいでしょう。だったら、よく知っている生徒に応援を頼むのは当たり前でしょう」

　オオヒロはまったく悪びれた様子もなくスラスラと答える。

　確かにそれは正論だ。

　ただ問題なのは、珠たま枝えたちとは違って、オオヒロは心の内にある悪巧みを完かん璧ぺきに隠せることだ。今度のことだって、本当に演劇部のためかどうかわかりはしない。

「けど、俺はいろいろ忙しいんだけど――」

「スエヒロがヤマイヌにあとをつけられていることかしら？」

「知っていたのか！」

「妹のことよ。気づかないと思って？」

　余裕たっぷりのオオヒロの態度に、智宏はふつふつと怒りがわき上がる。

「だったら、なんとかしてくれよっ！」

「なにを、どうすればいいの？」

　怒気をはらんだ智とも宏ひろの言葉を、まるで心地良い向かい風のように受けて、オオヒロはいつもの笑みを浮かべた。

「た、例えば、スエヒロの霊格を高くさせるとか……」

「転ぶことと霊格とはなんの関係もない。でなければ、あなたのお友達の妖よう怪かいたちのほとんどがヤマイヌに喰くらわれてしまうことになるわよ」

「それはそうだけど……」

「転ばないようにさせるのもいいけど、なぜスエヒロが転びそうなのか、そのことを考えるべきではないのかしら」

　まったくもって正論であったが、それだけに智宏はカチンときた。

「まるで人ごとみたいにいうんだな。妹のことだろ？」

「スエヒロのことはあなたに任せているから」

「そんな無責任な」

「私にできることはしているわ。そして、私にできないことを、あなたに任せているの」

　オオヒロは智宏の目をのぞき込むようにしていった。

　いつのまにかオオヒロの顔からはいつもの人を食ったような笑みが消えており、智宏はその言葉に偽りがないと自然に受け入れた。

「真ま希きもコヒロもそういってたけど……俺おれには荷が重いよ」

「たとえスエヒロが転んでも、私はあなたを責めないし、誰だれにも責めさせはしない。すべては、あの子自身のせい――」

　その言葉に、智宏はじっと無言でオオヒロをにらんだ。

　オオヒロが気休めでそんなことをいうとは思えない。

　万が一、スエヒロがヤマイヌに喰われても、いまの言葉通りオオヒロは自分のことを一言も責めはしないだろう。

　そのことを智宏は確信していた。

　確信していたからこそ、よけいに荷が重く感じられた。

「どう、これで気は楽になった？」

「なるわけないだろっ！」

「そうよね、あなたはそういうタイプですものね」

　オオヒロはステッキをくるりと回転させ、コツンと床をついた。

　ただそれだけの音だというのに、智宏は頭に上っていた血がすっと冷却されたような心地がした。

　八や咫た烏がらすの三本目の足であるステッキが発する音には不思議な力がある。

　もっとも、それは無理矢理に心を操られているといったような不快なものではなかった。

「――たぶんだけど、加か茂もさんは人間に化ける力が弱いことを気にしているんだと思うんだ」

　それは遼りよう子こが智とも宏ひろの眼力を必要以上に警戒していたことからもわかる。

　だからこそ、智宏は霊格を高めることを解決策と考えたのだが……

「そう思うのなら、演劇部の舞台にスエヒロを誘ってみてはどうかしら？」

「なんで、加茂さんを？」

「人間に化けることと、舞台で演技をすること。通じるものがあって当然でしょう。なにか新しい発見があるかもしれないわよ」

「……なるほど」

　智宏が知っているどの妖よう怪かいよりも人間に化けるのが上う手まいオオヒロがいうと、実に説得力があった。

「じゃあ、スエヒロを誘うのはあなたに任せるわね」

「うん……わかった」

「お願いね」

　オオヒロはそういってまたステッキを小こ脇わきに抱えると、廊下を歩いている生徒たちの視線を集めながら、機嫌よさそうに立ち去っていった。

「まあ、オオヒロが誘えっていってたとなれば、加茂さんもきっと参加するよな。かなりシスコンが入っているし……って、あれ？」

　そこまで考えて、智宏はなぜ自分が遼子を演劇部の舞台に誘う算段をしているのかと思い立つ。

「それどころか、俺おれが参加することは、いつのまにか確定事項になってる？」

　我に返ってオオヒロの姿を探すが、もうどこにも見あたらない。

「ああああっ、またはめられた～っ！」

　そんな智宏の叫びは、授業開始のチャイムに虚むなしくかき消されるのであった……



　　　　　◆◇◆



「ううっ、またここに来ることになるとは……」

　真ま希きにとって、再び智宏の学校を訪ねるのは気の重い仕事であった。

　たまたまこの土地にやってきていた文部科学省の偉い人が、自分が推薦したオオヒロの様子を視察したいと言い出したのだ。そして、オオヒロをその人に紹介した手前、真希も智宏の学校に同伴することになったわけである。

　今日の真希は、さすがにこの前の黒スーツの変装はやめて、高校生という立場から清せい蘭らん女子学院の制服を着ていた。

「あれっ、あの制服って清せい蘭らんのやつじゃない？」

「ああっ、水泳大会でさぁ……」

　さっきからすれ違う生徒たちのほとんどが、真ま希きのほうを振り返っている。これだから、この学校に来るのは嫌だったのだ。

「オオヒロ先生は生徒にも人気があって、とてもよいかたですよ」

「それはそれは、私も推薦したかいがありました」

　文部科学省から来たのは、木き原はらという初老の女性。

　なんでも智とも宏ひろの学校の校長とは、少しだけ面識があるらしい。

　この学校の校長は背が低く、人の好いおばあちゃんという感じの女性だが、木原のほうは対照的に年配の女性にしては背が高く、やや厳しそうな雰囲気。その見た目だけで、文部科学省の高級官僚だと納得できる。

「私も楠くす木のきさんの紹介でしたら、間違いはないと信じていましたけどね。お婆さまや、お兄様はお元気ですか？」

「あっ、兄は……その、国交省の仕事で忙しいようで、最近は会っていません。祖母のほうはなんの変わりもなく、あいかわらず元気で実家におります」

　政治と祈き祷とうは、古代から切っても切れない関係にある。

　それは表だってはいないが、現代の日本においてもなんら変わりはない。

　日本全国でも五本の指に入る祈祷師の一族である楠木家も、当然、政府や官庁と深い関かかわりを持っていた。

　木原もそんなひとりであり、オオヒロがこの学校の教師として赴任するために利用した人物でもある。

　もちろん、オオヒロは妖よう術じゆつによって木原を丸め込んだだけで、自分が妖よう怪かいであることは明かしていない。このように効率よく少数のトップを押さえて、その下の組織に入り込むというのがオオヒロのやりかたなのだ。

　いまのところ、木原はオオヒロについて不審を抱いている様子はないのだが、真希の内心は冷や冷やである。

　なにしろ木原に悪い印象を与えてしまっては、この学校に迷惑をかけてしまうかもしれない。それだけの影響力を持つ人物なのだ。

「それでオオヒロ先生はいまなにを？」

「演劇部の指導をされているということで。ちょうどホールで生徒たちを集めて公演をしているところなんです」

「それは楽しみですね。是非、見学させていただきましょう」

「……オオヒロが演劇？」

　まんまと教師になりすましているオオヒロのことだから、演劇ぐらい難なくこなすだろうが、真ま希きは嫌な予感がしてならなかった。

　そして、嫌な予感というものはよく当たるモノなのだ。



　　　　　◆◇◆



「なんでこんなに観客が入っているんだよ。ただの通し稽げい古こじゃなかったのか!?」

　体育館を上から見渡せる二階の放送室から、ぎっしりと生徒たちの詰まっている様子を眺めて、智とも宏ひろは悲鳴に近い声をあげた。

「稽古を見学しに来ているだけだよ」

　丸めた台本でぽんぽんと自分の肩を叩たたきながら、辰たつ則のりはぶすっとした顔で答える。

「それだけで、こんな大勢集まるのかよ！」

「そりゃあ、オオヒロ先生と遼りよう子こ様という、学校の二大スター夢の競演だからな。稽古でも見物したいやつはいくらでもいるさ。智宏王子もさぞやる気が出ることだろう？」

「いますぐ帰りたい気分で一杯だよ」

　どう考えても、この観客の集まりかたは異常であった。

　だいたい、こちらはまだ台本を渡されてから数日である。まともに練習すらしていない。

　今日の放課後、ようやく体育館の舞台を借りられたため、部員と有志全員を集めて通し稽古をしようとなっただけで、とても人様に披露できるようなものではなかった。

「どうせ題目はシンデレラなんだから、台本なんかなくてもアドリブでやれるだろ」

「そりゃあ、さすがにどんな話かは知っているけど」

　高校生にもなってシンデレラでもないだろうという気もするが、これが演劇部の決めた演目であった。なんでも衣装などの小道具がすでに揃そろっているからという理由らしいが、それにしてもベタすぎる気もする。

「それに王子様は最後しか出ないんだから楽なもんだろ」

　そういって、辰則は口をとがらせて、智宏の王子の衣装についている飾りのモールを丸めた台本でつついた。

　王子の衣装といっても、よくおとぎ話に登場する白タイツに膨らんだ半ズボンという恥ずかしい格好ではなく、近世ヨーロッパの軍服っぽいものでなかなか格好良い。高校生の舞台にしては、ずいぶんと手が込んでいる。

「けど、なんで部外者の俺おれが王子役なんか……」

「ああん、それは俺に対する嫌味か？　ナレーションなんて地味な役に甘んじている俺に対する嫌味なのか!?」

　このシンデレラの舞台に立つ役者のほとんどが、有志で集まった部外者であった。

　本職の部員たちは、なぜかみんな裏方に回っている。

　話によると、衣装や大道具など裏方がやりたくて演劇部に入った生徒たちらしく、表舞台に上がるなんて考えていないらしい。いままでは先輩たちが役者、下級生が裏方ということで、ちょうど上う手まくはまっていたそうなのだが……その先輩が卒業した途端、役者不足に悩まされるようになったという。

「なんかそれって、根本的に間違っている気がするなぁ」

　ちなみに智とも宏ひろは、シンデレラの王子役である。

　王子というわりには、舞踏会で踊って、ガラスの靴を拾って、最後に求婚するだけという、出番が多い割には台詞せりふが少なめで楽な役割である。辰たつ則のりの役目であるナレーションのほうが台詞が多いぐらいだ。

　最初、王子役には辰則が猛烈に立候補したのだが、オオヒロの推薦で智宏がその役を任されることになった。きっとオオヒロが智宏を選んだことに深い意味はなく、単に面白そうだからというだけなのだろう。

　演劇部員たちと一緒に、地味な裏方に徹しようと思っていた智宏としては、いい迷惑である。

「そろそろ王子様は舞台裏に行ったほうがいいんじゃないのか？」

「いいんだよ、どうせ俺おれの出番はずっとあとだから」

　正直、練習とはいえ観客たちの視線が集まる舞台の側にいるより、ここで辰則と話しているほうが気楽であった。

「おまえはいいかもしれないけど、俺はもうすぐ仕事なの」

　見ると舞台のほうで進行係の演劇部員が手を振っていた。そろそろ幕が上がるらしい。

　そのとき、智宏の携帯電話が鳴った。

「こらっ、マイクが拾うだろ。出てけ、出てけっ！」

　辰則に放送室を追い出されると、智宏は電話の着信を見た。

　相手は真ま希きである。

「なんか……嫌な予感」

　そしてもちろん、嫌な予感というものはよく当たるモノなのだ。



　　　　　◆◇◆



「もしかしたらと思って、電話してみたら。やっぱりあんたが関かかわっていたのね……」

「俺は巻き込まれただけ。被害者なの」

　体育館の後ろのほうでひそひそと言い合う二人。

　そのすぐ側そばにはニコニコ顔の校長と、きちんとスーツを着こなした、こんな田舎町にはあまりいないタイプの怖そうなおばさんがいる。

「もうっ、この学校の生徒は、馬ば鹿か騒ぎをすることしか考えていないの？」

　この前の水泳大会でひどい目にあった真ま希きは、舞台の前にずらりと並んで腰をかけている生徒たちの後頭部をにらんで、苦い顔をした。

「何度もいうようだけどな、俺おれは巻き込まれただけなの。こんな大騒ぎになるなんて、俺だって思ってなかったよ」

「巻き込まれたとかいうわりには、ずいぶんとやる気満々な格好のようだけど」

　真希はしげしげと智とも宏ひろの衣装を見つめた。

「いや、これは衣装係の部員が――って、確かに気合い入りすぎだよな。この衣装」

「そうね……本職の人が作ったみたい。全然、安っぽさがないわ」

　真希も感心したように衣装の縫製の具合を観察している。方向性は智宏の趣味ではないが、服装やアクセサリーには気を遣っているらしい真希であるから、こういったことにもくわしいのであろう。

「稲いな村むら君も舞台に出るの？」

　真希と話し込んでいると、校長が声をかけてきた。

「は、はい、一応、王子役です」

「あら、大役なのね。それなのに、こんなところにいていいの？」

「俺の出番は後半からですから……」

　まさか真希に呼び出されたとはいえず、適当に言葉を濁す。

「だったら、出番が来るまで解説をお願いできるかしら。ちょうど、大切なお客様がいらしているのよ」

「ええっ、俺が？」

　ただでさえこれから舞台に立つことで気が重いのに、校長の知り合いの相手など任されたら神経が参ってしまう。

　智宏はなんとか口実を作って、その場を逃れようとしたが、ちょうどタイミング悪くブザーが鳴って、舞台の幕が上がってしまった。

「ほら、始まったわよ。こっちに来なさい」

　真希が智宏の手を取って、木き原はらのほうに連れて行く。

「なんで俺まで……」

「私ひとりに、あの人の相手をさせるつもりなの！」

「あの人って、校長先生がいってたお客さんのことか？」

　どうやら真希の様子からして、そのお客とやらが苦手らしい。

　しかし、智宏相手だと無茶苦茶だが、大人が相手だと如じよ才さいのない真希がそんなに苦手意識を持つとは、いったい何者なのだろう。

「いいこと、あんたにいいたいことは山ほどあるけど、いまはひとことだけにしておくわ」



    

  
    
      



    

  
    
      　真ま希きはその木き原はらのほうをちらりと見てから、声を潜めて、智とも宏ひろに耳打ちをする。

「忠告しておくけど、また馬ば鹿かなことをして、あの人を怒らせるようなことはしないほうがいいわよ。校長に迷惑がかかるからね」

「あのお客さんって、そんな偉い人なの？」

「かなりね。文部科学省のお偉いさんよ」

　普通の高校生である智宏には、文部科学省のお偉いさんがどのぐらい偉いのかいまいち実感できず、嫌な想像ばかりが先立った。

「もしかして、俺おれ、退学にされたりする？」

「あんたのクビなんて、校長のクビのついでに飛ばされるわよ」

　真希は指で自分の首を横にかき切る仕草をしてみせた。



　　　　　◆◇◆



　演劇部の今後の命運以外にも、いろいろ重いモノのかかった運命の舞台の幕が上がった。

　意外と流りゆう暢ちような辰たつ則のりによるナレーションから始まるが、題目はシンデレラなのだから解説などなくても話の筋はみんな先刻承知である。

　まずはシンデレラ登場のシーン。

　照明が当てられ、ひとりの少女が舞台に浮き上がった。

　その途端、男子生徒たちの歓声があがる。

　白いワンピースドレスに身を包んだ遼りよう子こが、その熱気に圧倒されたような顔つきで舞台にひとり立っていた。

　あまり時代がかったヒラヒラがたっぷりのドレスではなく、割と軽装な現代風のデザイン。これも裏方命の演劇部員たちが自作した衣装である。

「まあ、可愛かわいらしいシンデレラだこと」

　そんな可か憐れんな遼子の姿に、いままでなんとなしに見学していた木き原はらも感嘆の声をあげた。

　確かに舞台に立つ遼子には、そこらのアイドルよりもよほど華があった。男子生徒たちの歓声がいつまでたってもやまないのもうなずける。

　しかし、木原はひとつ重大な勘違いをしていた。

「彼女は……意地悪な姉役なんです」

　王子様の格好をした智とも宏ひろが、実に申し訳なそうに解説をする。

「あらっ、そうなの。てっきり主役だと思ったわ。こういってはなんだけど、彼女はあまり意地悪そうじゃないわね」

「ここの演劇部は部員不足でして……」

「でも、あの子がシンデレラでないとすると、いったいどんな子が？」

　校長の大事なお客ということで、木原の相手をするのも気を遣うが、智宏としては舞台に立つ遼子のほうも気がかりだった。

　オオヒロも出るとあって、一も二もなく参加を希望した遼子であったが、観客たちの熱気に圧倒されているのか、台詞せりふが完全に頭から飛んでしまっているようで、さっきから舞台中央に突っ立ったまま身動きひとつしない。

　すると、いままで遼子を照らしていた照明が、あわてたように動いて別の人物を照らした。

「ああっ、あの子がシンデレラなのねっ！」

　その照らし出された少女を見て、木原は合点がいったようにうなずいた。

　竹ぼうきを持って、オロオロしながら遼子のほうに近づいていくのはマドカであった。

　一応グリーンのドレスを着ているのだが、内側からにじみ出す生活感が、衣装の華やかさを完全に飲み込んでしまっている。

　遼子に比べると、はっきりいって地味である。

　しかし、その地味さが、義母たちにいじめられ家事にいそしむシンデレラの立場を、無言のままに体現しているかのようだった。

「さっきの子もいいけど、役割を考えれば彼女のほうがぴったりね。あの歳としにして、枯れた哀愁が漂っているよう」

「あのぉ、すみません。あの子もシンデレラではないんです……」

　智とも宏ひろは言いにくそうに、木き原はらに解説する。

「ええっ、そうなの？」

　その言葉が正しいことを証明するように、舞台上のマドカがたどたどしく台詞せりふを読み上げた。

『そ、掃そう除じをさせようと思ったのに、シンデレラはどこに行ったのかしら？』

　そんなマドカの背後には、黒子姿の人物が台本を片手に付き従っている。

「あれはなんなの？」

「見ての通り、黒子です」

　智宏はあまり深く突っ込まないでくれと、ずばっと単刀直入に答えた。

　時間的に台詞の暗記などとても無理だったので、黒子があのように適時サポートをしているのだった。

　そんな黒子がいそいそと動いて、今度は遼りよう子この背後で囁ささやく。

　すると、あわてて遼子が大きな声で台詞をいった。

『シンデレラ、シンデレラはどこなの？』

　智宏の記憶が正しければ、すでに台本とは違う流れとなっている。

　きっとあの黒子がアドリブの台詞を授けているのだろう。

　第一声からアドリブ全開とは、早くも先行き不安な展開だ。

　すると、新たに照明が増えて、舞台の反対側の袖そでを照らし出した。

　影の中から浮かび上がる、黒い人影。

　登場と照明のタイミングはぴったり。まったく、裏方だけはプロ並みの舞台である。

「あら、あのかたは……」

　木原の呟つぶやきは、観客のどよめきにかき消された。

　さきほどの遼子のときとは違う、爆発的な歓声ではなく、じわじわとにじみ出てくるようなざわめきだった。

　照明にエスコートされながら舞台中央に歩み出て来たのは、黒いドレスに身を包んだオオヒロであった。胸元が大きく開いて、スカートのサイドには大きくスリットが開き、ややオリエンタルな雰囲気のデザイン。

「見違えてしまったけど、あのかたオオヒロ先生よね？」

「ええ、そうです。なんか衣装係がはりきっちゃって……」

「いいんじゃないかしら。すごい迫力よ。でも、シンデレラの義母というよりは、白雪姫の王女様という感じね」

　気さくな調子で冗談をいう木原に、智宏は消え入るような声で説明する。

「いや～、その～、オオヒロ先生は義母じゃなくて……シンデレラ役なんです」

「あれがシンデレラ!?」

　さすがに木き原はらもこれには驚いたようだった。

　そして、智とも宏ひろも同感であった。

　あのオオヒロとシンデレラ。これほどのミスキャストもないだろう。

　もっとも、観客の生徒たちはあまりそんなことは気にしていないようだ。

「とうとう、禁断の封印が解かれた」

「オオヒロ先生のスカート姿……これが最初で最後かもしれないぞ」

「しっかり目に焼き付けておけ」

「スリットが、あのスリットがぁっ！」

　馬ば鹿か丸出しの生徒たちのざわめきが木原の耳に入らないように、智宏は無理に解説を続ける。

「演劇部の部員が少なくて、演技力で選んだらオオヒロ先生が自然と主役になってしまったんです」

「な、なんだか変わったシンデレラになりそうね」

「たぶん、その予感は的中すると思います……」

　そして、舞台は木原と智宏の不安通りに進行していった。



『私になにかご用ですか？』

　ピンと背筋を伸ばし、あらゆるものを見下ろすかのような姿勢で、オオヒロが台詞せりふをいう。

　ハリのあるよく通る声でありながら、女性らしい艶つやも残している。

　宝たから塚づか歌劇さながらの、素晴らしい発声だった。

　ただ唯一の問題は、不幸な境遇のシンデレラとはとても思えないということだけだ。

　いきなり萎い縮しゆくしてしまったマドカ義母は、竹ぼうきに抱きつきながら涙目である。

　そんなマドカを励ますように、後ろから黒子が囁ささやきかける。

『こ、これから私たちはお城の舞踏会にいきます。でも、あなたはお留守番。しっかりお掃そう除じをなさい』

『お、お掃除ならお姉様の代わりに、私がっ！』

　マドカの台詞に割って入ったのは、意地悪なはずの遼りよう子こ義姉であった。

　いきなり設定がおかしくなっているが、木原を含めて、観客全員が遼子の口から出た「お姉様」という台詞を自然と受け入れていた。それほどまで、オオヒロにはお姉様という呼び名が似合っていた。

『あなたは舞踏会に行くのでしょう？』

　そんな遼りよう子こに、オオヒロは悠然とアドリブで応こたえる。

『ですが、お姉様に掃そう除じを頼むだなんて……』

『あっ、そうだ。だったら、私がやりますね。実はお掃除大好きなんです』

　生活感をたっぷりにじみ出しているマドカ義母は、いいことを思いついたとばかりに手をポンと叩たたいて、思わぬカミングアウトを始めた。

『そんな、私が……』

『いいえ、私が……』

　ファミリーレストランで会計のレシートを取り合う奥様たちのように、竹ぼうきを奪い合うドレス姿の義母と義姉。

　そして、それを冷ややかな目で見つめる、黒衣のシンデレラ。

　もはや、智とも宏ひろにはこの舞台の状況をフォローする言葉は思いつかなかった。

　恐る恐る木き原はらのほうを見ると、案の定、なにが起きているのか理解不能といった顔つきをしている。

　真ま希きのほうを振り返ると、声に出さず口の形だけで「なんとかしなさいよ」といっているのがわかった。

　だが、そもそも木原を連れてきたのは真希である。智宏もパクパクと口を動かして「そっちこそなんとかしろ」と抗議をする。

　そんな無言の戦いを二人が繰り広げていると、いきなりどこからか叱しかりとばされた。

『ええい、二人とも見苦しい』

　そのビリビリっと身体からだを痺しびれさせる凛りんとした声に、智宏と真希は思わずビシッと気をつけの姿勢を取った。

『お義母様とお義姉様は舞踏会に行きなさい。私はここで留守を預かります』

　戦国武将の妻のような雄お々おしき態度で、オオヒロは二人に宣言する。

『なにか異論がありまして？』

　もちろん、遼子とマドカがそれに逆らうはずもなく、二人は智宏たちと同様に直立不動の姿勢で「とんでもないっ！」とまったく同時に返事をした。

『よろしい。では、これにて解散っ！』

　オオヒロは満足げにうなずくと、二人から竹ぼうきを受け取って、まさしく女王の貫かん禄ろくで悠々と舞台を横切り、袖そでへと消えていった。

　さすがの演劇部の裏方たちも圧倒されたのか、一瞬遅れて、いかにもあわてたように照明が暗転――第一幕が閉幕した。

　呆あつ気けにとられていた観客たちも、最初はパラパラと……やがて、割れんばかりの拍手を送る。

　一方、木原と校長のほうはといえば――

「オオヒロ先生、なかなかの迫力でしたね」

「えぇ、えぇ、そうですわね。生徒にも大人気のようで」

　どうやらもはやシンデレラがどうとか、そういうレベルのことは気にしないでくれているらしい。

　幸いなことに。



　　　　　◆◇◆



　大いなるミスキャストはあったものの、オオヒロの有無をいわせぬ迫力ある演技のおかげで、予想外に舞台のほうは形になっていた。

　台詞せりふは黒子がフォローしてくれるし、観客の生徒たちはオオヒロたちが舞台に立っているだけで満足しているようで、たとえ進行がグダグダであってもブーイングひとつあがりはしない。

　それどころか貴重なオオヒロのスカート姿を見逃すまいと、身を乗り出すようにしてその一挙一動に集中していた。

　そんな生徒たちの妙な雰囲気を感じ取ってか、第二幕の開幕後も、木き原はらは無言で舞台を見つめていた。

「オオヒロはともかく、スエヒロが舞台にあがってるのを見たときはどうなることかと思ったけど……これなら上う手まく誤魔化せそうね」

　順調に進んでいる舞台に、真ま希きも少し表情が和らいでいる。

「俺おれはこれから出番かと思うと、気が重いけどな」

　舞台のほうでは、いよいよ中盤のクライマックスである魔女がカボチャを馬車に変えるシーンであった。

『ああ、妬ねたましい。今いま頃ごろ、お義姉様たちはお城で舞踏会……』

　おとぎ話というよりは、怨おん念ねんや情念がドロドロ吹き出す陰謀劇のような、ゾクゾクする演技をオオヒロが披露している。

　これからカボチャの馬車が登場するまでの大仕掛けは、裏方大好きの演劇部員たちがそつなくこなしてくれるはずなので、智とも宏ひろとしても安心だったのだが……

　油断大敵とは、いまの智宏のためにある言葉であった。



『わーははは、ワシは魔法使い。貴様の願い事を、できる限りは叶かなえてやろう！』



　舞台の袖そでから、当てられた照明を追い抜きつつ、勢いよくダダダダーッと駆け出してきたのは、なんと演劇から最も縁遠いはずの珠たま枝えであった。

　なにしろ嘘うそをつくのが致命的に下へ手たなのだ。

　当然、演技などできるはずがない。

「なっ、あんた馬ば鹿かなの？　よりによって、なんであの家神を舞台なんかにっ!?」

「お、俺おれだって知るかよ！」

　真ま希きは肩を揺さぶって文句をいってくるが、智とも宏ひろだって珠たま枝えの乱入は想定外だった。

「あの子、小学生ぐらいに見えますけど、いったい？」

　気に入ってくれているのかどうかはいざ知らず、いままで黙って舞台を見てくれていた木き原はらが、この場違いな登場人物に首を傾かしげ始めた。

「あのかたは、当校の守り神様でして」

　そんな木原に、校長はこともなげに説明する。

「はあ、守り神……」

「なにぶん、田舎の学校ですので」

　校長は口元に手を当てて、オホホと笑っている。

　あの珠枝の登場シーンにもまったく動じないとは、さすがは校長と智宏は素直に感心していた。

「それにしても、なぜ魔法使いが巫み女この服を……それとも、あれは修験者の格好かしら」

「はて、どういう演出なのでしょう。稲いな村むら君、解説してくださるかしら？」

　校長に悪意のない顔で話を振られて、智宏はうぐっと言葉を詰まらせた。

　舞台上の珠枝は、広い袖そでを持つ白装束を身に纏まとっている。

　あれは珠枝の神としての正装なのだが、その和風な衣装はどう見ても魔法使いとは思えない。いままでギリギリのバランスで保たれていた舞台は、完全に世界観を無視した珠枝の乱入によって音をたてて崩れつつあった……

　しかし、ここであきらめるわけにはいかない。

　智宏は一いち縷るの希望を託して、舞台の珠枝を指差した。

「あっ、あれを見てください。魔法使いが手にしているものを！」

　舞台の上で、珠枝が機嫌よさそうにブンブンと振り回しているモノ。

　それは星と羽を組み合わせたデザインのピンク色の――いわゆる魔法のステッキ。

「あれは……魔女っ子？」

「そうよ、魔女っ子よ！」

「ありがたや、ありがたや、生で魔女っ子を拝める日がくるとは」

　観客たちのざわめきが、智宏の後押しをしてくれるようだった。

「そう――あれこそが魔法使いは老婆というカビの生えた概念を打破する、シンデレラの現代風新解釈。少年少女に圧倒的な支持を受ける、魔女っ子なのですっ！」

　辰たつ則のりの馬鹿が脳に感染したのではないかと内心で嘆きながら、智宏は木原に力説をした。

「そ、そうなの……確かに、魔女が老婆じゃなきゃいけないとは決まっていないわね」

「あの妙な格好も、これまでの魔女は老婆という固定概念を覆す、魔女っ子ならではの衣装なんです。そういうことなんです」

「そ、そんなにむきになって説明しなくても、あなたたちの考えはわかりましたから」

　智とも宏ひろの勢いに押され、木き原はらもそれ以上は舞台上の珠たま枝えにツッコミを入れることはやめてくれた。



　一方、舞台もノンストップで進行中だ。

『私はお城の舞踏会に行きたいのですけど？』

　突然、現れた和風魔女っ子にも動じることなく、オオヒロシンデレラはあくまで尊大な態度で自分の願いを告げた。

『むーっ、そのぐらい勝手に行かんか。貴様には三本も足があるだろうに』

　この魔女っ子はいったいなにをしに現れたのやら。

　すかさず黒子が駆け寄って、魔女っ子珠枝に耳打ちをする。

『カボチャを馬車に？　馬ば鹿か者もの、カボチャは煮付けに限る』

　本来なら舞台上にいないものとして扱うはずの黒子の頭を、珠枝は魔法のステッキでポクポクと叩たたいた。

『なにっ、いいから適当に呪じゆ文もんを唱えて杖つえを振れだと。この罰当たりめ、神たるワシの言葉はすべて力を持つまじないだ。言うに事欠いて適当にとは何事――もがっ！』

　完全に役どころを無視している珠枝に業を煮やした黒子は、とうとう実力行使に打って出て珠枝の口を押さえた。

　かつて本番中に黒子に取り押さえられる役者がいただろうか？

　すさまじく前衛的な舞台になってきた。

　だが、裏方命の演劇部も筋金入りだ。

　珠枝がもがもがしながらステッキを振り回しているのに乗じて、段取り通りにカボチャの馬車の登場シーンを開始させた。

　軽快なＢＧＭに乗って、はりぼての巨大カボチャが舞台に現れた。

『おおっ、山だ車しではないか！』

　黒子をふりほどいて、珠枝はぴょんぴょんと大はしゃぎ。

　山車とは、祭のときに町を引き回される豪ごう奢しやな装飾を施された屋台のことである。京きよう都と祇ぎ園おん祭まつりにおける山やま鉾ぼこと呼ばれる山車は、全国的にも有名だ。

　近世の山車は過度な装飾やからくりが目立っているが、元々は御お神み輿こしのように、神霊を招く乗り物としての意味合いを持つものである。

『これは面白い、面白いぞっ！』

　あれでも神様な珠たま枝えもその本能が刺激されたのか、それともただ子供なだけか、巨大カボチャの登場に目を輝かせ、シンデレラ置いてきぼりでその上にまたがった。

『わーはははっ、いけー、いけーっ！』

　魔法のステッキをムチ代わりにカボチャをピシピシと叩たたいて、魔女っ子珠枝は大喜び。

　頼みの綱である黒子はなんとか珠枝を下ろそうとするのだが、ステッキでポクポク叩かれ苦戦中。

「あの馬ば鹿かっ！」

　さすがに智とも宏ひろも見ていられなくなって、舞台に駆け出そうとしたが、そのとき鶴つるの一声――ならぬカラスの一声が事態を収拾した。

『では、魔法使いさんも一緒に舞踏会に行きますか？』

『うむ、なんだかよくわからんが、出発進行だあっ！』

　かくして、ネズミの御者ではなく、魔法使い自身がまたがる馬車に乗って、シンデレラは城の舞踏会へと向かうのであった。



　　　　　◆◇◆



　いよいよ舞台も、最大の見せ場である城の舞踏会のシーン。



    

  
    
      



    

  
    
      　再び幕が下ろされ、セットが組み替えられている。

　その隙すきに木き原はらと校長にはお暇いとまを告げて、智とも宏ひろと真ま希きは舞台裏へと向かった。

「なんだ、もうおしまいか？　町を練り歩かないのか？」

　幕は閉じているのに、珠たま枝えはまだカボチャの馬車にまたがっていた。

「なにやってるんだよ、珠枝！」

「おおっ、智宏、ワシはな、ワシはなっ！」

　こっちを向いて興奮した面持ちでなにかを言いかけた珠枝であったが……

「えーと、ワシはなにをするのだったかな？」

　首を傾かしげながら、きょときょとと周りを見回している。どうやら素で忘れてしまっているらしい。

「魔法使いの役でしょ、珠枝様」

　演劇部員の女子に耳打ちされて、珠枝はステッキを持った手をポンと叩たたいた。

「そうそう、それだそれだ。ワシは魔法使いなのだーっ、悪い子はいねがーっ！」

　特大の勘違いをしながら、珠枝は両手をあげてグワーッと歯をむき出しにした。

「どうなってるんだよ、マゲ。なんで珠枝まで舞台にあがってるんだ？」

　智宏はさっき珠枝に耳打ちをした演劇部員――同じクラスのマゲに食って掛かる。

「だって、珠枝様が面白そうだっていうから。あと、そのあだ名で呼ばないで」

　こともなげに答えるマゲ。

　そんなマゲは演劇部で衣装を担当している。女性陣の見事なドレスや、智宏の王子の服も彼女の力作であり、それを知ったときは彼女の意外な才能に驚かされた。

「うむ、こやつに一番偉い役をやらせろといったら、このなにやら格好良い棒をくれた」

　カボチャにまたがった珠枝は、ピンクのステッキを振り回している。

「もっと早くいってくれれば、珠枝様の衣装も用意したのに」

「ふん、これはワシの正装だ。なんの文句がある」

「その巫み女こ服も捨てがたいけど、私としてはやっぱりもっと正統派魔女っ子らしいピンクのフリフリがよかったなぁ～」

　いつのまにこんなに仲良くなったのか、珠枝とマゲは友人同士のように親しげに話をしている。

「けど、珠枝なんかに演劇をさせたら、無茶苦茶になっちまうぞ……って、もうすでになってるけど」

「まあまあ、そんな硬いこといわないで。ただの通し稽げい古こなんだから」

「硬いこと……って」

　まさか、面白半分で見学している生徒たちに紛れて、校長や文部科学省の偉い人が見学しているとは思っていないのだろう。

「私たちは器だけを用意したいの。役者たちには、その器の中で自由に舞ってもらいたい。決まり切った退屈な演技なんて、ノゥセンキュ～ッ！」

　マゲはビシッと智とも宏ひろの鼻先に指を突きつけて、バチーンとウィンクをした。

　どうやら彼女には、彼女なりの美学があるらしい。演劇は門外漢の智宏には、マゲへの反論の言葉が思いつかなかった。

「……って、稲いな村むら君。駄目じゃない、胸のモールが絡まってるわよ」

　そういうとマゲは、智宏のすぐ目の前に立って、王子様の衣装の装飾を直す。

　マゲの息が届くほどの近距離。それが仕事だとわかっていても、女子に服装を直されるのはちょっと照れくさかった。

「なんかこうしてると、旦だん那なさんのネクタイを直している奥さんみたいね……って、なにいってるんだろ、私ったら。たはははっ！」

　マゲは自分からいっておいて、恥ずかしそうに笑って誤魔化した。

「な、な、な、なにやってるのよ。いまはそんなことしている場合じゃないでしょ！」

　そんな智宏とマゲの間に、真ま希きが強引に割って入ってきた。

「あれっ、あなたは……」

　衣装を直し終えたマゲは、そんな真希をしげしげと眺める。

「な、なによ……」

「そうだっ、水泳大会の手ブラの人だぁ！」

「みゃっ！」

　真希は両腕で胸を隠して、あのときのプールを思い起こさせる悲鳴をあげた。

「なんで？　なんで、手ブラの人がこんなところにいるの？」

「その恥ずかしい呼びかたはやめてっ！」

　嫌なことを思い出してしまったのか、真希は涙目でマゲに抗議をする。

「舞台にあがりたいのなら、衣装は余っているわよ。さすがに珠たま枝え様のサイズはなかったんだけど、あなたに似合いそうな衣装なら……」

　マゲは真希の言葉を無視して、勝手に話を進めている。

「な、なんで私が舞台なんかに！」

「だって、これから舞踏会のシーンだから、キャストは多いほうが賑にぎやかでいいと思うのよ。本当は私も踊りたかったけどなぁ」

「だったら、マゲも舞台に出ればいいじゃないか」

「いいの、いいの。私はみんなの衣装を作るのが一番幸せなんだ」

　そんなことをいいながらも、マゲは智宏の手を取ってダンスの真ま似ね事ごとをしてみせる。

「ちょ、ちょっと……」

　強引に誘われ、振り回され気味の智宏。

「うんうん、私の見立て通り。その衣装、よく似合ってるっ！」

「あ、ありがとう……」

　智とも宏ひろと踊りながら、マゲはとても嬉うれしそうな顔をしている。

　どうやら妙な悪ふざけからというわけではなく、彼女は本当に舞台衣装を作ることが好きらしい。

「うっ、わ、わかった。私も出るっ！」

　いったいこの短時間の間にどんな心境の変化があったのか、いきなり真ま希きがとんでもないことを言い出した。

「真希、なにいってんだよ！」

「舞台にいたほうが、あの家神やスエヒロのことをフォローできるでしょう？」

「そりゃあ、そうかもしれないけど」

「うわ～っ、話がわかる～。じゃあ、すぐに衣装合わせしないとね！」

　真希の決意を聞いたマゲは、ポーンと智宏を放ほうり出すと、二人で更衣室へと駆け込んでいった。

「あら、なんだか面白いことになってきたわね」

　ぽつんと取り残された智宏の背後から、オオヒロがぬうっと現れた。

　振り向くと、口の端をあげたいつもの笑みを浮かべている。どうやら上機嫌のようだ。

「面白がっている場合じゃないって。だいたいこんなドタバタ騒ぎが、本当に加か茂もさんの役に立つのかよ？」

「スエヒロには人間の側そばにいて、私が教えてあげられないことを学んで欲しいの。演劇とは人の生き様の縮図。きっとあの子なりに、人間についての理解を深められるはずよ」

「こんなふざけた舞台でも？」

「私は楽しくていいと思うわよ。もっとも、あの子がこの舞台になにを感じるのかはわからないけど」

　オオヒロは笑みを浮かべた表情を変えることなく答える。

「なんか、加茂さんのことを突き放していないか……」

「そう？　あなたがそう感じるのなら、そうなのかもね」

　オオヒロの無責任な言葉に、反射的に文句が口から出かかった智宏であったが、その言葉は思わず生なま唾つばと共に飲み込んでしまった。

　間近で見たオオヒロのドレス姿は、それほどまでにインパクトがあった。

　いつもはほとんど肌の露出がない男物のスーツに身を包んでいるオオヒロであるが、そのスタイルは好この香かに匹敵するボリューム感。

　普段隠されているせいか、こうして胸元の開いたドレスを着られると、必要以上にドギマギさせられる。これもマゲの作った衣装らしいが、オオヒロの魅力を完かん璧ぺきに熟知した、職人の技といえた。

「それよりダンスのほうは大丈夫なの？」

　そんな智とも宏ひろの内心を見透かしてか、オオヒロはすうっと手を伸ばして肩に置いた。

「ほ、ほとんど稽けい古こできなかったから……」

　オオヒロの動作はとても優雅であるにもかかわらず、なぜか智宏の心情は猛もう禽きん類のかぎ爪づめに捕らわれたウサギの気分。

「だったら、いま稽古する？」

　オオヒロはくいっと智宏を身体からだごと引き寄せると、その手を取って、自分の腰にまわさせた。

　すぐ側そばに迫ったオオヒロの顔を正視することができず、思わず顔を伏せるが、そうすると胸の谷間と、そして観客たちを魅了した大胆なスリットから見える太ももが目に飛び込んでくる。

「私がエスコートしてあげる」

「は、はいっ！」

　智宏の裏返った声の返事を待たずに、オオヒロはダンスを始めた。

「ほら、私の足をよく見て、追いかけるように。右、右、左、左……」

　オオヒロの動きに遅れまいとすると、腰にまわした手にも力が入って、知らないうちにぴったり抱きつくような体勢になっていた。

「うん、筋がいいわよ」

「あ、ありがとう」

「私は思うのよ、あなたと一緒なら、あの子もたくさんのことを学べると思う」

　智宏は緊張してダンスに集中していたので、オオヒロの呟つぶやきを聞き逃してしまった。

「えっ、なにかいった？」

「ふふっ、独り言よ」

　ダンスの途中でオオヒロがターンすると、智宏の手からするりと離れていった。

「おっとと」

　オオヒロに放ほうり出され、智宏は勢い余ってよろよろと前に踏み出す。

　そして、なにかにぺたりと手をついて身体を支えた。

　それは、さらさらとよい手触りがするなにかであった。

「よお、智宏……楽しそうだったな」

「うわっ！」

　智宏が手をついていたのは、よりによって珠たま枝えの頭だった。

　頭に手を置かれたまま、珠枝は思いっきり不機嫌そうな顔で智宏を見上げている。

「た、珠枝にもダンスを教えてやろうか？」

「知らん！」

　珠たま枝えはステッキで智とも宏ひろの鼻面をひっぱたいた。

「あたぁ～っ！」

「そんなことより、さっきマゲとなにをしていた？」

「衣装を直してもらっていたんだけど」

　ツーンとする鼻をさすりながら、智宏は答える。

「……オオヒロほどではないが、マゲも大きいな」

「まあ、背は高いほうだな」

　マゲも女子にしては背は高いが、男子に混ざっても長身といえるオオヒロほどではない。

「とぼけるな、おまえが見ているのはそんなところではあるまい」

　珠枝は眉まゆをしかめて、智宏の腹をどすどすっとステッキで突いた。

「なんのことだよ？」

　なぜか自分の胸をふかふかと触っている珠枝に、智宏は首を傾かしげると、後ろを歩いていた黒子がドンとぶつかって、また去っていった。

「あた～っ、なんだよ……あの黒子？」

「ふん、まったくおまえときたら」

　珠枝はなにを怒っているのか、ぷいっと智宏の前から去っていった。

「なんだよ、なんなんだよ？」

　なにやら自分を取り囲む空気が刺とげ々とげしいことに、智宏は戸惑うばかり。

　すると、物陰でマドカがこっそりこちらを見ていることに気づいた。

「珠枝のやつ、どうかしたのかな？」

「はわわわっ、私はなにも知りませんから～」

　そういって、マドカまで智宏を避けるように、ひょっとこの面で顔を隠してしまった。
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　智宏は舞台裏の雰囲気に、どうにもひっかかるものを感じていたが、そんなことを気にしている場合ではない状況になってしまった。

　とうとう智宏も舞台に上がるときが来たのだ。

　マゲに直してもらった衣装をチェックしながら、幕の下りた舞台の中央で待機。

　舞踏会にやってくる淑女たちを待ちわびる王子が、ひとりで長なが台詞ぜりふをいうシーン。

　王子の最初の出番であり、見せ場でもある。

　ブザーが鳴って、幕がゆっくりとあがっていく。

　照明がまぶしく、観客席は真っ暗でなにも見えない。

　いま舞台には智とも宏ひろしか立っていない。

　シーンと静まりかえり、自分だけが照明で照らし出されると、まるでこの広い舞台にたったひとり取り残されたような気分になった。

　しかし、向こうの暗くら闇やみの中から、たくさんの視線に見つめられていることはわかった。それはとても不思議な感覚。

「あ……」

　一瞬、緊張のあまり暗記したはずの台詞せりふが飛びそうになったが、ナイスタイミングで背後にいた黒子が出だしを教えてくれた。

　最初の一言が出てしまえば、あとは勢いに任せるだけだ。

　台本とは少しばかり違う部分もあったが、なんとか智宏は長なが台詞ぜりふを乗り切ることができた。

　黒子の的確なサポートに感謝しながら、ほっと一息をついた智宏であったが、気が落ち着いたせいか、ふといままで気づかなかった違和感を憶おぼえた。

　なにかさっきまでとは体育館の雰囲気が違っている気がする……

　すると、いままで自分を照らしていた照明が消えた。

　続いて、舞台袖そでから現れる舞踏会に参加する淑女たちが照らし出されたとき、ようやく智宏はその違和感の正体に気づくことができた。



「遼りよう子こさま～っ、俺おれの血のつながっていない妹になってください！」

「マドカさ～ん、おふくろさんって呼んでいいですか～っ！」

「あっ、あれは清せい蘭らんのお嬢様じゃないか!?」

「お嬢様たち、智宏の毒どく牙がに気をつけて。三メートル以内に近づいてはいけませんっ！」



　遼子、マドカ、そして飛び入りの真ま希きが照明に照らされた途端、観客席からわき上がる大歓声。

「そうか……この歓声の差か」

　智宏は舞台の端に移動しながら、がっくりと肩を落とす。

　と、同時に前回の水泳大会でもこんなことがあったと苦い記憶を思い出していた。

　ただ、そんな歓声に紛れて、どこからか小さな囁ささやきが聞こえた。

「いい演技だったよ」

　誰だれかと思って振り返ると、次の演技サポートのために遼子たちに駆け寄っていく黒子の背中が見えた。

「あ、ありがと……」

　なんだか涙がこぼれちゃいそうになる、智宏王子であった。



　やがて体育館にゆったりとした舞踏会のＢＧＭが流れ出すと、さすがにアホな生徒たちも歓声をあげるのをやめた。

　照明に誘導されるように智とも宏ひろは舞台中央に歩み出す。

『お嬢さん、私と踊っていただけますか？』

　まずはシンデレラの義姉である遼子をダンスに誘う。

　観客席から嫉しつ妬とに狂う生徒たちの視線を痛いほど感じたが、台本通りなのだからしかたがない。

　カチカチに緊張している遼りよう子この手を取りながら、智宏は小さく囁ささやく。

「リラックス、リラックス。どうせただの稽けい古こなんだから」

　ひとりでの長なが台詞ぜりふという大仕事を終えて吹っ切れた智宏は、遼子のアドバイスをする余裕も生まれていた。

　いまは校長たちのことは内緒にしておいて、遼子の気持ちを軽くさせることが先決だろう。

「ほら、俺おれの足をよく見て、追いかけるように。右、右、左、左……」

　遼子の腰に手をまわして、智宏はオオヒロが教えてくれたようにダンスをリードする。

　いまだに緊張が解けていないようで、色白の頬ほおが真っ赤に染まり、ドレス越しにもその身体からだが熱く上気しているのが伝わってくる。

　智宏のアドバイスも効果はないようで、どうも遼子の足が半テンポ遅れてしまう。

「もうちょっとこっちに……」

　腰の手に力を入れて、離れた遼子の身体を引き寄せる。

「ぴっ！」

「あ、ごめん」

　力を入れすぎたせいか、遼子が驚いた声をあげた。

「いえ、こちらこそ……ごめんなさい……」

　蚊の鳴くような声で謝る遼子。

　緊張のあまりか、肩が少し震えているのを手のひらに感じた。

　これ以上は限界かもしれない。

　智宏はダンスの途中、ターンをしながら舞踏会の客として舞台の端に立っている真ま希きのほうにアイコンタクトを送った。

「へっ？」

　真希はびっくりしたように目をぱちくりさせたが、すぐにこちらの意図に気づいてくれた。

『王子様、私とも一緒に踊ってくださる？』

　真ま希きは二人の踊りに強引に割って入ると、智とも宏ひろに申し出る。

『もちろん、美しいお嬢さん』

　智宏は足あし下もとすらおぼつかない遼りよう子こをマドカに預けて、今度は真希の手を取ってダンスを開始した。

「気づいてくれて助かったよ」

「もうっ、スエヒロが正体を現さないか、ハラハラだったわよ」

　真希はブツブツいいながらも、軽快な足取りでダンスを続ける。

　今度は、智宏のほうがそのテンポを追いかける番だった。

「練習もしてないのに、ダンス上う手まいんだな」

「ふん……何度かレッスンは受けたことあるから」

　見た目と言動からは想像できないが、あの名門・清せい蘭らん女子学院に通っているだけあって、隠れたところがお嬢様な真希である。

「普段から、そんなふうにお嬢様らしければいいのに――いてっ！」

　突然、思い切り真希に足を踏まれた。

「あら、ごめんあそばせ」

　真希はふふんと鼻を鳴らして笑っている。

　そんな二人のダンスの最中に、辰たつ則のりのナレーションがかぶり、舞踏会にシンデレラが到着したことを告げた。

　そして、すべての照明がシンデレラへと集まった。

　なぜかこの舞台ではシンデレラは最初からドレス姿なので、いまもオオヒロは例のスリットが目にもまぶしい黒のドレス姿であった。

　もちろんそれはいいのだが、このシンデレラにはひとつおかしい部分がある。

「どうもワシが知っている踊りとは違うのぉ」

　なぜかこのシンデレラは魔女っ子を連れて、舞踏会にやって来たのだ。

　珠たま枝えの手を引いているオオヒロの姿は、まるで親子連れのよう。

　もちろん、そんなことをいったりしたら、二人ににらまれるので口には出さなかったが。

　オオヒロが舞台に登場すると、智宏は台本通りに真希とのダンスをやめて、すぐさまその側そばに歩み寄る。

『なんと美しいおかた。是非、ダンスをお願いしたい』

　台本通りとはいえ、なんと節操のない王子なんだろうと思いながらも、智宏は決められた台詞せりふをいう。

「ワ、ワシのことか？」

　なにを勘違いしたのか、珠枝がぷしゅーっと頭から湯気を立てて、顔を真っ赤にさせた。

「いや……その……」

　とんだ誤解に、智とも宏ひろがどうリアクションすればよいか困っていると、すかさず黒子が珠たま枝えをさらっていってくれた。まったくもって、よく働いてくれる黒子だ。

『ええ、よろこんで、王子様』

　オオヒロは最初から珠枝などいなかったように平然と、それでいて優雅に微笑ほほえむと、智宏の手を取った。

　さすがオオヒロのダンスリードは堂に入っており、こちらをひっぱり回すような真ま希きとは違い、しっかりと相手のペースに合わせてくれる。一緒に踊っているだけで、自分も上う手まくなったような気がしてくるから不思議だった。

　思わず舞台上にいることも忘れて、本心からオオヒロとのダンスを楽しんでしまった智宏であったが、穏やかなＢＧＭを破って大きな鐘の音が鳴り響いた。

　ドキリとして我に返った智宏がオオヒロの顔を見上げると、ニイッと口の端を吊つりあげて面白そうに笑っていた。

　しかし、その表情も一瞬のことで、すぐに驚いたような顔を観客席のほうへと向ける。

『ああ、あれは零時の鐘……』

　シンデレラのお約束シーンである。

　オオヒロはその本性を完かん璧ぺきに隠して、王子との未練を断ち切り、舞踏会から逃げ出すシンデレラを演じきった。

　さすが妖よう怪かいのくせに完璧に教師に化けるだけあって、恐るべき演技派だ。

『おおっ……これはシンデレラの靴』

　若干の照れくささを感じながらも、智宏がこのシーン最後の演技をしていると、舞台袖そでからタタターツと何者かが駆け出してきた。

『おいっ、次はワシの番だ！』

　そんなまったく空気を読んでいない声をあげたのは、いままでダンスの順番待ちをしていたらしい魔女っ子であった。

「ばっ、馬ば鹿か……」

　智宏はガラスの靴を手にしたまま思わず声をあげそうになるが、その瞬間、もうこんなアクシデントには慣れた照明係がすべての照明を消してくれた。

　暗転された舞台の上で、珠枝の無念の声が響き渡る。

「ま、まだワシは踊ってないぞ～っ！」



　　　　　◆◇◆



　長かった舞台も、ようやく最後のシーンを残すのみとなった。

　こうなったら最後までやり遂げるだけだ。

　最初は嫌々参加していた智とも宏ひろも、なんとなくその気になってしまうのは、演劇に秘められた魔力のせいだろうか。

「まったくなんという罰当たりな！」

　舞台裏で珠たま枝えは自分の背丈と同じぐらいの猫のぬいぐるみに抱きついて、ぶーぶー文句をいっている。それは不気味な笑みを浮かべた猫で、きっと不思議の国のアリスのチェシャ猫だろう。

　珠枝の機嫌を取るために、マゲが大道具倉庫から引っ張り出してきたのだ。

「少しかび臭いぞ……こんなものでワシが満足するとでも……」

　チェシャ猫に抱きついてもふもふしながら、珠枝は眉まゆをひそめている。

　とはいえ、新たなもふもふの感触を試すのに忙しいらしく、舞台のことはもうどうでもよいといった様子。

　このように簡単に気分転換するモノもいれば、いまだに落ち込んでいるモノもいる。

　隅のパイプ椅い子すに腰を下ろして、どよ～んと落ち込んでいるのは遼りよう子こだった。

　舞台裏に戻ってからずっと、近寄りがたい負のオーラを発しており、演劇部員たちもフォローできずにいた。

「そんなに落ち込むことないよ」

　しかたなく、意を決して智宏が声をかける。

「でも、真ま希き様にまで迷惑をかけて」

「加か茂もさんのフォローをするために真希は舞台に上がってたんだから、気にしなくたっていいってば」

「それに、オオヒロ姉様の前でみっともないところを見せてしまいました……お姉様はあんなにも堂々と役を演じているというのに」

「まあ……でも、オオヒロは別格だろう？」

　あのオオヒロと比べてしまったら、人間の役者だって霞かすんでしまう。

「だいたいなぜ人は演劇などするのですか。他者を演じて、なにが面白いのですか」

「そ、それは……」

　いきなり根本的なことを尋ねられ、智宏は言葉を失ってしまう。

　最初、智宏は遼子が開き直って文句をいっているのかと思ったが、その真しん摯しな表情から彼女は本気で疑問に思っているのだと気づいた。

　人間の世界に紛れ込むために、負担に感じながらも懸命に人間を演じている遼子。

　そんな彼女から見れば、わざわざ他者を演じる人間は奇特なモノに思えるのかもしれない。

「私にはその意味がわかりません」

　パイプ椅子に浅く腰をかけ、遼子はうなだれる。

「馬ば鹿かめ。人は得られぬモノを舞台に再現することで、慰めを得るのだ」

　いままでチェシャ猫に抱きついてもふもふしていた珠たま枝えが、ごろりと寝返りを打ちながら立ち上がった。

「珠枝様……」

　珠枝はピンクのステッキで肩をポンポンと叩たたきながら、言葉を続ける。

「古くから人間は、神のために神楽かぐらを捧ささげてきた。それらは神の姿の真ま似ねであり、神に捧げると同時に、失われた神を忘れぬためのものでもあった。そして、ワシらはかつての自分の姿を真似る人間たちの姿を懐かしく見守り、心鎮めてきたのだ」

　神楽――祭などで神に捧げる舞いのことだ。

　舞いだけではなく、神話の出来事を舞台で再現することもあり、日本中の神社にそれぞれの神楽が受け継がれている。

　智とも宏ひろも静しず江えの家にあった本で、神楽を芸能の祖とする一文を読んだことがある。

　天照あまてらす大神おおみかみが天の岩屋戸に隠れたとき、舞で誘い出した天鈿女命あまのうずめのみことはよく知られている。天鈿女命は神々の一員であるが、神を喜ばす手段として舞を捧げたことに変わりはない。

「でも、それは人間の信仰の現れです。今日のような演劇とは、まったく意味が違います」

「そのとおり。神楽と演劇は似て非なるモノ。人間は神々の姿を再現すると同様に、人間自身の生を舞台の上に再現することさえ可能としたのだ。役者はもちろん、観客でさえ舞台上の生を一時共有するのだ。では、なぜ人間は狭い舞台の上に人生を感じ取ることができると思う？」

「わかりません。私にはなにもわからないのです」

　まるで遼りよう子こは珠枝に責められているかのように、悲痛な声をあげた。

「人間は生きることすら演劇なのだ。こやつらは己を殺し、自分の役割を演じ続けている――その短い命の幕が下りるまでな。そしてそれは、我々が人のふりをすることと根本的には同じことよ」

「ならば、人間はなぜ演じるのです？　そして、どうしてそのことを楽しむことができるのですか？」

「それはどうして生きるのかと問うのと同じよ。人ならぬ我らにわかるはずもなし。また、答えがひとつでもなし――知りたくば、それこそ釈しや迦かにでも問うのだな。ハッハッハッ！」

　珠枝は高笑いしながら、遼子に背を向け去っていった。

　智宏がその背中に声をかけられなかったのは、珠枝の目に黄色い光が宿っていたからだ。何度か経験したことがあるが、そうなったときの珠枝はまるで人が変わったようになる。

　無慈悲なまでに己に忠実で、残酷な神としての姿――もしかすると、それこそが珠枝の本性なのかもしれない。ずっと一緒に暮らしてきた智宏でさえ、そんな珠枝の姿には畏い怖ふの念を完全にぬぐい去ることはできないのだ。

「たぶん、珠たま枝えは加か茂もさんにアドバイスしてあげたかったんだと思う」

　正直なところ、智とも宏ひろには珠枝の言葉の意味がよくわからなかった。

　だが、いまの言葉の中に、前にオオヒロがいっていた、遼りよう子こが人間に化けることのヒントがあるのではという気もしていた。

「あの……加茂さん……？」

　顔をあげようとしない遼子にどんな言葉をかけるべきかと迷っていると、最後の幕があがるブザーが舞台裏に鳴り響いた。

「あとで……あとで、一緒に帰ろうっ！」

　後ろ髪引かれる思いながらも、智宏はそう言い残してみんなが待つ舞台へと駆け出した。



　　　　　◆◇◆



　役者が不足しているため、ガラスの靴のシーンは王子が自らシンデレラにはいてくれるよう申し出るという展開に変更されていた。

　舞台中央に用意された台座に、小道具のガラスの靴が置かれている。

　幕が上がると同時に、智宏が舞台に現れ、そのガラスの靴の持ち主こそが自分の婚姻相手であることを宣言する。

　すると、いままで智宏を照らしていた照明が移動して、舞台袖そでのオオヒロを闇やみから浮かび上がらせた。

　何度登場しても観客たちのため息が漏れる、堂々たるオオヒロの立ち姿に、智宏も動どう悸きが速まった。

　なにしろこのあと王子とシンデレラの抱擁のシーンが待っているのだ。

　いろいろな意味で気が気ではない。心臓に過度の負担がかかっていた。

　黒衣のシンデレラは王子の前に歩み寄ると、そっと片方の靴を脱いで、台座に足を乗せる。

　スリットから露あらわになるオオヒロの純白の太もも。

　男子生徒たちが思わず生なま唾つばを飲み込む音が、舞台に立つ智宏の耳にまで聞こえた。

　きっとマゲはこのシーンを演出するために、このスリットをデザインしたに違いない。そして、その狙ねらいは完かん璧ぺきに当たったようだ。

　智宏はなるべくその禁断の裂け目を見ないように、別方向に視線を向けた。

　これ以上、心臓に刺激を与えるのは生死に関かかわるかもしれない。

　オオヒロが台座から足を下ろした。ガラスの靴はぴたりとオオヒロの足にフィットしている。

『おおっ、そなたこそはあの晩のシンデレラ！』

　高鳴る動どう悸きを誤魔化すように、智とも宏ひろは少々やけになりながら大きな声で台詞せりふをいった。

『ええ、そのとおりです』

　次に続くは、たとえ演技だとしても、やはり赤面せざるをえない台詞。

　しかし、これをいわねばこの舞台は終わらない。

　智宏はぐびりと唾つばを飲み込んでから、王子様の決め台詞を絞り出した。

『シンデレラ……私と結婚してくださいますか？』

　しばしの沈黙が舞台に下りる。

　話の筋など百も承知のおとぎ話であるが、さすがに生の舞台の迫力に圧倒されたか、観客たちも息を飲んでシンデレラの返答を待っていた。

　そして、観客たちの集中力が切れるギリギリまで引っ張った、絶妙のタイミングでオオヒロは返事をした。



『王子様、あなたはガラスの靴が合えば誰だれでもよいのでしょうけど……私にも選ぶ権利はありますわよね？』



　そのシンデレラは片足立ちになって、くいっとガラスの靴を脱ぐと、かかとに指を刺してクルクルと回してみせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「は、はあぁぁ～っ？」

　その意外な返答に、智とも宏ひろの王子の衣装を飾り立てるモールがずり落ちた。

「いくら演技が得意な私でも、譲れない一線があるのよ」

　智宏にしか聞こえない囁ささやき声でそう告げると、オオヒロは観客席に向けて、本物の舞台役者のような大仰な挨あい拶さつをした。

　一瞬遅れて、いままで呆あつ気けにとられていた観客たちの大拍手。

　特に女子生徒たちは大喜びで、オオヒロの最後の台詞せりふに賛同する歓声をあげている。

　一方、男子生徒たちも、それまで散々美お味いしい役をしていた智宏に「ざまーみろ」と大はしゃぎだ。

『こうしてシンデレラにふられた惨めな王子様が、その後どうなったかは誰だれも知りません。しかし、自立した女性であるシンデレラは、きっと幸せな人生を送ったことでしょう。めでたし、めでたし！』

　このオチを誰よりも面白がっている辰たつ則のりが、王子的にはあり得ないアドリブのナレーションで締めくくると、幕がゆっくりと下りていった。

「なんだよっ、なんなんだよこれはっ!?」

　これまでで最高潮の歓声を浴びながら、ひとり智宏は唖あ然ぜんとしていた。

「あら、だって私は、まだあなたを婿として認めてはいなくてよ」

「いや、それはそうだろうけど。なんでこんなときだけ素になるんだよっ！」

「ふふふっ、女にとってプロポーズは一番大切なものでしょう？」

　オオヒロはニイッとナイフで入れた切れ目のような笑みを浮かべると、ガラスの靴を智宏の頭の上に乗せた。

「プ、プロポーズ……ったって……」

　予想外の言葉をオオヒロの口から聞いて、思い切り戸惑う智宏であったが、すぐに舞台に駆け寄ってきた演劇部員たちにもみくちゃにされた。

「いまの台詞、すっごく格好良かったです。ナイスです。ナイスすぎです！」

　マゲはオオヒロの手を取って、舞台の成功に大感激の様子だ。

「なんかみんな好き勝手やっているから、つい私も遊んでしまったわ。ごめんなさいね」

　言葉では謝っているが、まったく顔は反省していない。

　あくまで余裕の笑みを浮かべつつ、オオヒロは興奮して押し寄せてくる演劇部員たちをあしらっている。

「やっぱり無理してでもオオヒロ先生にお願いしてよかったぁ。ずっとそのアドリブを狙ねらっていたんですかぁ!?」

「さて、どうかしらね？」

　智宏王子としてはひどいオチであったが、ああも喜んでいる演劇部員たちの姿を見たら、とても文句はいえなかった。

　ともあれ、舞台は成功したのだ。

　これでヨシとすべきだろう。

　いや、そういえば、これはただの稽けい古こだったはず……なぜ、自分はこんなに真剣に演じていたのだろう？

「――って、そうだ、校長先生たちのことをすっかり忘れていたっ！」



「私がどうかしましたか？」



　いつのまにこちらに上がってきたのか、舞台袖そでから校長と木き原はらが現れた。

　二人の後ろには、苦い顔をした真ま希きがついてきている。

「オオヒロ先生、素晴らしい舞台でしたわ」

　意外なことに木原は満足げに拍手をしながら、オオヒロの側そばへと寄った。

「特に最後のシーン、私スカッといたしましたわ」

「いらっしゃっていたのですか、お恥ずかしいところをお見せいたしました」

　突然現れた木原にも、オオヒロは余裕の態度で如じよ才さいなく応対している。

　いままでの舞台以上の名演技だった。

　木原のほうも皮肉ではなく、本心から舞台を気に入ってくれたようだった。

「よかった……」

　これで校長にも、演劇部にも迷惑をかけることもないだろう。

　智とも宏ひろはホッと胸をなで下ろす。

「なんとか今日のところは、無事に終わったようね」

　そんな智宏の背中を誰だれかが強く突いた。

「うわっ、真希か。ありがとう、どうにか上う手まくいったみたいだ」

　みんなが笑顔を浮かべる中で、なぜか真希の表情だけが曇っていることに気づいた。

「……どうしたんだ、真希？」

　少し不安になる智宏。

「いいえ、別に。あなたにとっては朗報かもね」

　真希はため息混じりに、木原のほうをあごで指した。

　振り返ってみると、木原は少し興奮した様子でマゲたちに重大発表をしているところであった。

「あなたたち、文科省主催の全国演劇コンクールに参加してみてはどうかしら。手続きは、私のほうでしてあげる。今日の舞台なら、きっと上位入賞できると思うわ」

「ええっ、本当ですか～っ!?」

「全国……いきなり全国進出ですか!?」

　演劇部員たちは、思わぬ木き原はらの申し出に飛び跳ねて喜んでいる。

　確かに裏方のレベルが全国クラスであることは認めるが、役者のほうは……

「あらあら、それはとても素敵なお話ね。でしたら、くわしくは私の部屋のほうでしましょうか」

　校長は両手を合わせて、ニコニコ顔である。

「は～い！」

　木原と校長を取り囲んで、早くも移動を始めようとしている演劇部員たち。

「ちょ、ちょっと待った～っ！」

　そのあとを智とも宏ひろはあわてて追いかけた。誰だれがなんといおうと、魔女っ子珠たま枝えだけは全国にお披露目するわけにいかないのだ。



　　　　　◆◇◆



　文部科学省のお偉いさんからの思わぬ申し出を受けて、あっという間に舞台から生徒たちはいなくなってしまった。

「おつかれさま――って、あれ？」

　片付けもされずに大道具や小道具が散乱する舞台裏に、ひょこっと誰かが現れた。

　それは、この舞台の隠れた功労者の黒子である。

「みんないない……の？」

　ちょっと用事を済ませている間にすっかり取り残されてしまい、黒子は首を傾かしげながら顔を隠すベールを持ち上げた。

「智ちゃ～ん？　マゲ～？　マキマキ～？」

　同じクラスのマゲに頼まれて、黒子役を引き受けていた瑞みず穂ほは、もぬけの殻となった舞台裏で寂しそうにみんなの名を呼び続けるのであった。



    

  
    
      
第四話　花のように脆もろく





「まったく一時はどうなることかと思ったよ」

　演劇部の全国進出は、教師は役者として参加できないという、全国演劇コンクールの規約のせいでお流れとなった。

　演劇部員たちには悪いが、智とも宏ひろとしてはホッと一安心である。

　もっとも、意外なことに演劇部のマゲたちも、それほどコンクールには執着していないようだった。どちらかというと、マゲたちは舞台のことを誉ほめられるよりも衣装の評判がよかったことを喜んでいたぐらいだ。

　ともあれ、全国規模で恥をさらすことは避けられたので、あとのことは真ま希きたちに任せて、智宏は早々に校長室をあとにした。



　校舎を出て校門に向かいながら、智宏は隣を歩く珠たま枝えに尋ねる。

「おまえも舞台衣装を着たかったのか？」

「ふん、別にそんなものはどうでもいい」

　そういいながらも小道具のピンクのステッキを返さずに、そのまま持ち帰っている珠枝であった。

「だったら、なんで乱入してきたんだよ」

「うむ、演劇とはどういうものかと思ってな」

「おまえ演技なんてできないだろ」

　嘘うそが下へ手たな珠枝にとって、演技は相性が最悪のはずだ。

　その証拠に今日の舞台でも演技らしい演技はひとつも見せていない。普段の珠枝そのものであった。

「ふん、それはどうかな？」

　珠枝はステッキをクルクル回しながら、智宏の前を歩いていく。

　そして、いきなりうずくまった。

「なにやっているんだよ？」

「うむむっ、腹が……腹が痛いのだ……」

　今日の成果のつもりか、下手な演技をしてみせる珠枝。

「どうした、なにか拾い食いでもしたのか」

「この罰当たりめ。そんなことするか。とにかく腹が痛いのだ。おぶってくれ」

　珠たま枝えは丸くうずくまったまま「うーん、うーん」とそらぞらしく唸うなっている。

　このまま置いて行ってやろうかとも思ったが、嘘うそが苦手な珠枝の三文芝居がいじらしかったので、しかたなく智とも宏ひろは背中を向けてしゃがんでやる。

「ほら、乗れよ」

「うむうむ、それでいいのだ！」

　さっきまで痛そうに腹を押さえていたくせに、珠枝はいきなり元気になって智宏の背中に飛び乗った。

　といっても、ちっとも重くない。

　智宏はひょいと立ち上がり、軽々と珠枝をおんぶした。

「あれだけ食ってるのに軽いなぁ、おまえは」

「ふん、目方で神は量れないのだ。おまえは無む闇やみに大きくなっているがな」

　珠枝はぶらぶらさせた両足で、智宏の脇わき腹ばらを挟むようにポンポン叩たたいた。

「そうかぁ、俺おれはもっと背が伸びてくれるといいんだけどな」

「ついこの前まで、ワシのほうがおまえをおぶってやっていたのだぞ。それに比べれば……まったくいつのまにこんなに大きくなったのだろうな」

「俺が珠枝に？」

　悪いが、まったく記憶になかった。

「おまえがまだ珠たまのように丸い赤子のころだ。それはもう泣いてばかりで、ワシがだっこをしてやると泣きやんでのぉ」

　背中で珠枝が嬉うれしそうに思い出話をしてくれた。

　ただ、智宏としてはそんな赤ん坊のころのことを聞かされても、照れくさいばかりである。やがて、おしめの交換をしたという話になってきたところで、智宏は強引に話題を切り替えた。

「そうだ、珠枝は今晩なにを食べたい？」

「そうさのぉ、ワシは栗くりきんとんが食べたい」

「栗きんとんって……お菓子じゃないか」

「それがどうした。おまえがなにを食べたいと尋ねるから、ワシは正直に答えたまでだ」

　珠枝は智宏の髪の毛をワシャワシャとかき乱しながら反論した。

「いま聞いているのは、晩飯の話だよ」

「だから、夕食は栗きんとんでよいといっておろうが。ああっ、口に出したら、どんどん栗きんとんが食べたくなってきた。栗きんとん、栗きんとん、ほくほくほろほろの栗きんと～ん！」

　珠枝は駄々っ子のように背中で暴れ出す。

「おまえなぁ、この前だって静しず江えさんの家で栗おこわをたっぷりご馳ち走そうになったじゃないか」

「馬ば鹿か者ものめ、栗くりはいくら食べてもよいものなのだぞ。焼き栗、ゆで栗、栗おこわ、マロンケーキに栗きんと～ん♪」

　智とも宏ひろの背中で珠たま枝えは栗をたたえる歌を歌い始めた。

「そんなに栗ばかり食べると、身体からだから毛が生えるぞ」

「なにを馬鹿なことを……」

「知らないのか？　栗を食べ過ぎると、栗のイガみたいな剛毛が生えるんだよ。栗好きの動物はみんな毛むくじゃらだろ？」

「むっ、むぅ……そういわれてみれば……クマもタヌキも毛むくじゃらだのぅ」

「ところで、さっきから首の後ろがチクチクするんだけど、まさかおまえヒゲが生えていないか？」

「そ、そんなわけあるかっ！」

　そういいながらも、珠枝があわてて頬ほおやあごをさすっているのがわかった。

　まだまだ、騙だますことに関しては智宏のほうが一枚上手らしい。

「しかし、どうしてオオヒロはあんなに人を騙すのが上う手まいのに、おまえは苦手なのかなぁ？」

「ふん、八や咫た烏がらすどもは、人間たちの側そばに在あってわかりやすい形での守護を与えることで、見返りとしての信仰を得てきたのだ。だからこそ人間を深く理解して、ときには謀たばかることも身につけたのだろう」

「真ま希きの家の人たちのこと？」

「あの拝み屋たちだけではないと思うがな。ワシもよくは知らんが、西のほうにはやつらを神として祭る神社もあるそうだぞ」

「ふーん、そうなんだ」

　妖よう怪かいと神の区別は、とても曖あい昧まいなものだ。

　ある地方では神と祭られているモノが、他ほかの地方ではただの妖怪とされてしまうことも多い。オオヒロたち八咫烏もそのような一族なのだろう。

「逆をいえば、そうしなければやつらはいまのような形で在り続けることはできなかったのだろうな。なんとも世知辛いことよ」

「それでおまえは？」

　智宏は意地悪な気持ちで尋ねてみる。

「うーむ、山にいたときはそんなことを考えたこともなかったな。山を下りてからは……そうだのぉ」

　珠枝は智宏の首に手をまわして、ぎゅっと抱きついた。

　細くて柔らかい髪がさらさらと智宏の頬を撫なでて、どこか懐かしく、それでいていつも側そばに感じている珠たま枝えの匂においがふわりと鼻をくすぐった。

「珠枝……？」

　珠枝の身体からだはとても軽いのに、背中に感じる温かさはとても大きなもののように感じられた。

「ワシはな、八や咫た烏がらすほど多くは望んでいないのだ。ワシの大切なモノとさえ一緒にいられれば、それでよい。それだけでよい。だがな、その大切なモノを謀たばかってまで、側にいたいとは思っておらん」

　そう言い終えると、珠枝は首に回している腕に、さらに少しだけ力を込めた。

「んー、ごめん。なんか変なこと聞いちゃったかな」

「別にかまわん。ワシの本心を伝えただけだ」

　からかい半分で尋ねたのに、思いのほか、珠枝は真しん摯しな態度で答えてくれた。

　そして、そんな珠枝の真まっ直すぐな好意に、智とも宏ひろは少し照れくさくなってしまう。

　だが、一方で現実的なことも考えてしまう。

　珠枝がこのようにいえるのは、やはり元山神としてずば抜けて高い霊格を持つからだろう。だからこそ、智宏の家のいい加減な祭りかたでも、零れい落らくすることなくいまの姿で在あり続けられている。

　しかし、八咫烏たちは――特にまだ雛ひなであるスエヒロは、そんなことをいっていられないのかもしれない。

　姉たちに比べて霊格の低いスエヒロにとって、この人間の世界に在り続けることは、智宏の想像以上に難しいことなのかもしれない。

　智宏は、以前、珠枝がふと漏らした言葉を思い出していた。



『花のように脆もろい』



　みんなが遼りよう子このことを美しいと感じるのは、それこそ花のようなはかなさを感じているからかもしれない。

　透けるように白く、ともすれば風にかき消されてしまいそうな希薄な雰囲気を漂わせる遼子――

「って、加か茂もさん？」

　まるで智宏の想おもいの中から抜け出してきた美しき幻のように、帰宅途中のあぜ道に、ぽつんと遼子がたたずんでいた。

　あぜ道の両側には、最近刈り取りを終えた田んぼ。見渡す限り、稲の切り株がずっと規則的に並んでいる。

　そんなうら寂しい田舎の風景には似つかわしくないお嬢様然とした遼子であるのに、なぜか不思議と溶け込んでいた。

「智とも宏ひろ、下ろせ」

　いままでぴったりくっついていた珠たま枝えが、急に背中から身体からだを離した。

「う、うん……」

　そのただならぬ気配に智宏が黙ってしゃがんだ。

　すると、まるで智宏たちが来ることをずっと待っていたかのように、遼りよう子こは口を開いた。

「私には人間のことがわからない。だけど、八や咫た烏がらすとしても未熟すぎて……綿毛すら抜けていない半端モノで……」

「なにをいってるんだ……？」

　遼子の様子がおかしかった。

　あの八咫烏独特の静かに澄み切った黒い瞳ひとみが、まるで腐った沼のように淀よどんでいる。

　ただでさえ色白の頬ほおは、さらに色を失い、まるで月に照らされる雪の色のようだった。

「白助め……転んだか」

　珠枝の呟つぶやきに、智宏はギクリとした。

　そして、反射的に両の目に力を込める。

　ただの人間である智宏が、唯一持つ力――見えないモノを見抜く眼力だ。

「マヤちゃん……？」

　すぐに気配を察することができた。

　炭火のように静かだが、強い力を内に秘めたモノ。

　遼子の背後、束ねて並べられたワラの陰にそれはいた。

　それは白い小柄な犬。

　やや毛は長く、長い尻尾しつぽを斜めに立てている。

　智宏の眼力はこのなんの変哲もない犬こそが、転んだモノを喰くらうヤマイヌであることを見抜く。

「私をつけていたのですね……」

　ヤマイヌの存在に気づいた遼子の瞳に、一瞬だけ恐怖の色が浮かんだが、それはすぐに淀みの中に飲み込まれていった。

「今日のことでオオヒロ姉様の真意がわかりました。私を人間の高校に入れたり、演劇をさせたり、あなたに守らせたり……これは私に人間として在あり続けろということなんです。霊格の低い私は、人間に加護を与えられないから。そんな私が在り続けるには、人間になるしかないから……」

「だったら、そうすればいいじゃないか。みんな加か茂もさんのことを受け入れてくれるよ」

　智宏は焦りを感じていた。

　いまのヤマイヌから発せられる禍まが々まがしい気配には憶おぼえがある。

　これは本ほん間ま先生のアパートの前で、智とも宏ひろが初めてマヤの本性を見たときと同じだ。

「簡単にいわないで、人間がっ！　こんな制服を着て、偽りの笑みを浮かべて、みんなを騙だまして、そうして手に入れた居場所になんの意味があるの」

　激げつ昂こうした遼りよう子こは、その美しい銀髪を振り乱しながら訴えた。

　そのとき初めて智宏は気づいた。

　遼子がクラスメイトたちを化かすことに罪悪感を憶おぼえていたことを。

　智宏は、いままでそんなこと考えたこともなかった。

　妖よう怪かいだから人を化かす――そんなこと当たり前のことだと思っていた。

　いや、たぶんそれは当たり前のことなのだろう。

　好この香かもコヒロもマヤも、みんな普通のことのように人を化かしている。

　だが、同時にもうひとつのことに気づく。

　遼子が普通の妖怪とは違っていることを。

　なぜ霊格の低い遼子が、あれほど自然にクラスに溶け込むことができたのか。

　それは妖よう術じゆつといった類たぐいの力ではなく、彼女の根底にあるメンタリティーが、妖怪よりも人間側に傾いていたからだとしたら？

「そんな、誰だれも加か茂もさんのこと責めたりしないよ」

「違う……違うの。私は八や咫た烏がらすなの。私の居場所はお姉様たちの側にしかないの！」

　人間を化かすことへの罪悪感と同時に、敬愛する姉たちに届かない自分の霊格への憤り。

　どちらにも寄り添えないそのジレンマが、遼子を揺さぶっているのだ。

「――うっ！」

　いつのまにかヤマイヌは遼子のすぐ背後にまで近づいていた。

　そのことに遼子は気づいていない。

　もしくは、気にもしていないのだろうか？

　そして、遼子はあぜ道を吹き抜ける秋風に乗せるように、かすれた声で呟つぶやいた。

「……こんな思いをするのなら、消えてしまいたい」

　そのとき、ヤマイヌは鼻先をついっとあげて、クンクンと臭においを嗅かぐような仕草をした。そして、まるで嫌な臭いを嗅いだときのように、鼻に皺しわを寄せて顔をしかめると、突然、遠とお吠ぼえをあげた。



「んおおおおんっ！」



　大地を揺るがすその桁けた外はずれな咆ほう吼こうに、智宏は本能的に両腕で顔をかばう。

　しばらくして、恐る恐る目を開けたとき、そこには本性を現したヤマイヌがこちらを見下ろしていた。

　それは、山のように巨大で、雲のように白く、闇やみのように恐ろしい……

「な、なんで……」

　そのとき、智とも宏ひろは確かに「どすん」という嫌な音を聞いた。

　畳の上に木像が倒れたような鈍い音。

「加か茂もさんっ！」

　智宏には、遼りよう子この身体からだからなにかがみるみる抜け出していくのが見えた。

　気力といえばいいのか、生命力といえばいいのか……とにかく、大切なモノが遼子の中から抜けていく。

　これが転ぶということだ。

　遼子は転んでしまったのだ。

「なんで……なんでだよ……」

　思わずその場にへたりこみそうになるのを堪えるため、智宏はかたわらに立つ珠たま枝えの肩を借りた。

　ヤマイヌの咆ほう吼こうに動じた様子もなく、珠枝はその場に微動だにせず立ち続けている。

「やはり恐ろしいか」

　その珠枝の声は鈴の音のように美しく、智宏の身体に少しだけ力を甦よみがえらせてくれた。

「怖いよ……怖いけど、なんとかしなきゃあ」

「なんとかだと？」

「止めてくれ、マヤちゃんを止めてくれ、珠枝！」

　いままでずっと視線をそらしていた珠枝が、初めてこちらを振り向いた。

　その目に宿るは、あの黄色い光。

　珠枝は少し意外そうな顔で、智宏に語りかける。

「おまえが望むなら、その願い叶かなえてやろう。だが、ワシはシンデレラの魔法使いではない。ステッキひと振りですべて解決とはいかんぞ？」

「どういう意味だよ……」

　智宏は珠枝の両目から、ヤマイヌに感じる以上の禍まが々まがしい気配を感じ取っていた。

　だが、それに怯おびえるわけにはいかない。

　ここで逃げ出してしまえば、すべてが失われてしまう。

「あのしつこいヤマイヌを黙らせることは並々ならぬ。その大きな口を尾まで半裂きにして、肉の一片、血の一滴まで獣と虫に喰くらわせ、しゃれこうべも打ち砕く。そうでもしなければ、ヤマイヌを滅ぼすことはできぬぞ」

　風もないのに、珠枝の髪がざわりと宙に浮かび上がり、その目の黄色い光が強さを増した。

　間違いない。

　智とも宏ひろの眼力は、いまの珠たま枝えにヤマイヌ以上の力を感じ取っていた。

「無論、ワシには造作のないことよ」

「そ、そんなの……駄目に決まってるだろっ！」

　智宏は驚いたように叫んだが、珠枝の口から語られた血なまぐさい言葉に、自分がそれほどショックを受けていないことに気づいていた。

　むしろどこかで冷静な自分が、この現状を淡々と分析していた。

　もし望めば、珠枝は言葉通りにヤマイヌを殺すだろう。

　容易たやすく、躊ちゆう躇ちよなく。

　珠枝は嘘うそをつかないのだ。

　そして、それを智宏が望まねば、ヤマイヌは遼りよう子こを喰くらう。

　文字通り、あの遼子を頭からバリバリと喰らってしまうのだ。

　冷や汗すら流れない極度の緊張の中で、智宏は珠枝の肩に置いていた手に力を込めた。

「どうするつもりだ」

　感情のこもらない声で珠枝が尋ねた。

「……俺おれがマヤちゃんを止める」

　珠枝を軽く押しのけ、智宏は遼子のかたわらに歩み寄った。

　細かく震えながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす遼子の手を握る。

「怖がらないで。気が挫くじけたら、ヤマイヌに喰われてしまう」

　智宏はヤマイヌから目をそらすことなく、握る手に力を込めて遼子を励ました。

「稲いな村むらさん、来てはいけません。ヤマイヌは人を喰らうモノなのですよ」

「そんなことはわかってる。だけど、そんなことはさせないし――させたくもないんだ」

　本当は遼子の目を見て、励ましてやりたかった。

　しかし、いまはヤマイヌから目をそらすわけにはいかない。

　静しず江えの家の本で学んだ、大きく変へん化げする妖よう怪かいを屈するまじない。

　効き目があるかどうかわからない。

　だが、かつて妖怪と身近に関かかわりをもっていた昔の人々の知恵は、決して侮ることはできない。いまはそれに頼るしかなかった。

「俺は見上げたりはしない」

　自分を覆い潰つぶしかねないヤマイヌの巨体。

　その高い頭越しに見える空を、智宏はにらみつける。

　そして、ゆっくりと視線を下へと動かす。

　見上げるのではなく、見下ろすのだ。

　相手が大きなものとして受け取るのではない。

　小さく、小さく……

　上を向いていた智とも宏ひろの首が、どんどん下へと向いていく。

　そして、ヤマイヌの姿が自分の背丈よりも低い位置に来たとき、智宏は叫んだ。

「見越したぞ！」

　これは日本各地に伝わる、大入道に出会ったときのまじないだったが、どうやらヤマイヌにも効果があったらしい。

　いま智宏の前にいるのは、天をつくような巨大なヤマイヌではなく、愛らしい着ぐるみ姿のマヤであった。

「んーふふふっ、やられたなぁ」

　小首を傾かしげ、マヤは智宏のほうを上目遣いで見つめている。

「ははっ、ははは……」

　いままでの恐ろしげなヤマイヌと、いまのマヤの姿とのギャップに、思わず智宏の口から笑いがこぼれた。

「ほら、加か茂もさん、もう大丈夫……」

　智宏は握りしめた手を持ち上げ、遼りよう子この横顔を見た。

　だが、遼子はこちらを見ようとはしなかった。

　彼女が見ているのは虚空。

　なにもないはずの空を、見上げている。

「んふーっ、でも、白いお姉たんは見越していないみたいだなー」

　マヤが一歩近づいた。

　その動きに合わせ、遼子はさらに顔をあげる。

　恐怖に見開かれた遼子の瞳ひとみには、巨大な白いモノが映っている。

　瞳に映るそれが、牙きばの並んだ大きな口を開いた。

「お姉たんは転んでしまったんだな」

　智宏は振り返り、マヤのほうを見た。

　そこにいるのは智宏よりも頭ふたつも小さな、少女の姿のマヤ。

　しかし、智宏の眼力は見抜いている。

　その奥に秘めた禍まが々まがしさが、まったく失われていないことを。

　マヤの瞳には、青白い燐りん光こうの輝きが宿っていた。

　それは、まだマヤが転んだモノを狙ねらっている証あかし。

「違う……違うんだよ……」

　いっそのこと、あの巨大な姿のままのほうがよかった。

　それならばその恐ろしい外見に、恐怖の叫びをあげることができる。

　だが、いまのマヤの姿を見て悲鳴をあげられるだろうか？

　発散できない恐怖心は、智宏の胸の中で渦巻き、炭火に当てられゆっくりと焦げていく紙のように気力がむしばまれていく。

「マヤちゃん……加か茂もさんは転んでいないんだ。ただ、座って一服しているだけなんだよ」

　智とも宏ひろは無理に笑いを浮かべ、最後の気力を振り絞って、まるでなんでもないことのようにマヤに語りかけた。

　山で転んだときに、ヤマイヌをやり過ごすためのおまじないの言葉。

　以前、マヤが本ほん間ま先生を喰くらおうとしたときは、この言葉で納得して立ち去ってくれた。これが智宏にとって、最後の頼みの綱……

「んーふふふっ、そんな嘘うそをついても駄目なんだな」

　その言葉を聞いても、マヤの瞳ひとみから青白い炎は消えてくれなかった。

「お姉たんからは転んだ匂においがするからなー」

「稲いな村むらさん……もう無理です。私はもう転んでしまったんです……」

「なにをいってるんだ。あきらめるなっ！」

　さらに近づこうとするマヤからかばうため、智宏が遼りよう子この前に立とうとしたとき、なにか見えない力に後ろから引っ張られた。

「もう十分だろう、智宏」

　さっきの位置から動こうとせず、ずっと後ろにいた珠たま枝えが告げた。

「なに……いってるんだよ」

「おまえは十分にやった。もう下がれ。でなければ、おまえまで喰われてしまうぞ」

　身体からだを後ろに引っ張る力は徐々に強くなる。

　両足を強く踏ん張っていなければ、そのまま後ろに倒されてしまいそうだ。

「まだ、マヤちゃんは加茂さんのことをあきらめていない」

「いくらおまえが、まじないでヤマイヌを追い払おうとしても無駄なことよ。ヤマイヌの狙ねらいはおまえではなく、そしてその白助はもう転んでしまっているのだから」

「加茂さんは転んでなんかいない！　本間先生のときだって、なんとかなったじゃないか！」

「あのときとは違う。白助は最悪の転びかたを選んでしまった。それは弱きモノにとっての最後のよりどころであり、ヤマイヌがもっとも嫌う匂いを発するもの」

「それは……」

「もうあきらめてしまったのだよ、その白助は」

　珠枝は白装束の長い袖そでをはためかせるように振った。

　その途端、いままでなんとか抗あらがっていた智宏は一気に後ろに引っ張られた。

「うわっ！」

　地面に尻しり餅もちをついた智宏の肩に、珠枝が手を乗せた。

　それだけで智宏は大地に縛り付けられたかのように動けなくなった。

「聞き分けろ。ワシはおまえに危険が及ぶことをよしとしない」

「そんなことっ！」

「では、すべてをあきらめてしまった白助を助けるため、山の体現者であるヤマイヌを滅ぼすのか？」

「そうじゃなくて……」

「いいだろう、おまえは選ぶだけでよい。ワシが願いを叶かなえてやろう」

　両肩に手を置いたまま、珠たま枝えは智とも宏ひろの頬ほおに自分の頬をぴたっとくっつけた。

　ヒヤリとした感触が、智宏の熱くなった頭を冷やしてくれるようだった。

「もし辛つらければ、選ぶ必要もないのだぞ。人間が明日の天気を決めなくてよいように――すべては、空と山に任せてよいのだ」

　珠枝の頬があまりに冷たく、じんじんと痺しびれていくように思考が鈍っていく。

　智宏は虚うつろな目で遼りよう子ことマヤのほうを見つめていた。

　そんな智宏に、二人はにこりと笑った。



　マヤが寂しげに。

　遼子が嬉うれしそうに。



「そんなの……あべこべだろう」



　こわばった舌で智宏がそう呟つぶやいたとき、突如、つむじ風が舞い降りた。

　この風には見覚えがある。

　渦巻く風の中に黒い羽根がわき上がり、ひとりの女性が姿を現した。

「コヒロ……」

　コヒロが遼子を守るように、マヤの目の前に立ちはだかっていた。

　いつもの黒いスーツ姿で、尾羽がピンと緊張したように立っている。

「あなたはなにをしているのですか」

　普段、言葉に感情を込めないコヒロだったが、その声には強い憤りと悲しみが感じられた。

「コヒロ姉様、私は……」

　遼子の言葉は、ギシギシと金属をすり合わせるような不快な音に遮られる。

　その音はコヒロの腕の中から発せられているようだった。

「お姉様は人間を欺くことで、私は人間に従うことで、共に在ある道を選んだ。では、あなたはどんな道を？」

「私は……私は……」

「私たちも、本当はあなたの進む道を行きたかった。だから、いまあなたがその道から逃げ出すことを、私は許さない！」

　そう叫んだコヒロの腕から、大量の黒い羽根があふれ出した。

　それはまるで群れをなす生き物であるかのように秩序を持って宙を動き、マヤを取り囲む。



「んおおおおんっ！」



　いままで少女の姿をしていたマヤが、雄お叫たけびと共に一瞬で巨大なヤマイヌの姿へと変へん化げした。

　あらゆるものを震わせるその咆ほう吼こうに当てられ、大半の黒羽が吹き飛ばされた。

　だが、それと同時のタイミングで、両手に翼を生やしたコヒロが宙に舞い上がる。

　ヤマイヌの巨体のさらに上を越えて、コヒロは翼から鋭い黒羽を無数に降らせた。

「おお～ん！」

　背中に黒羽を突き立てて、ヤマイヌは土煙を巻き上げながら横に転がった。

「コヒロ姉様……なんで……」

「加か茂もさんのために決まっているだろ！」

　智とも宏ひろは珠たま枝えの手をふりほどき、力の入らない足で遼りよう子このもとに這はい寄った。

「私のため……？　ああっ、私に力があれば、私にもっと力があれば……ヤマイヌなんて追い払えるのに！」

　目の前で激しく争い続けるコヒロとヤマイヌに、遼子はボロボロとこぼれる涙を拭ぬぐいもせずに、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのみだった。

「私に力がないから、お姉様たちに迷惑をかける。あなたにも迷惑をかける。私が弱いから……弱いから、なにもできないから！」

「違う、誰だれもそんな強さを望んでなんかいない。大切なのは相手を傷つける力じゃないんだ」

　誰もそんな強さなど欲してはいない。

　そうだ、たとえ脆もろくても、花にだって誰にも負けない強さがある。

　空に向かって咲き誇る強さがある。

「本当の強さは、自分で立ち上がる力だ！」

　ガクガクと痙けい攣れんする足で、智宏は立ち上がり、遼子の目を見据える。

「それだけで……それだけでよいのですか？」

　八や咫た烏がらす特有の光を宿さない目に輝きが見えたのは、涙のせいか――

「んおおおおんっ！」

「コヒロ姉様っ！」

　空を舞うコヒロに対し、ヤマイヌはその巨体からは想像もできない素早い動きで飛び上がると、大きく裂けた口でその翼に食いついた。

「クワッ！」

　そして、獲物を弱らせる肉食動物のように、そのままコヒロを振り回す。

　バリバリとなにかが裂けるような身の毛もよだつ音がして、あたりにコヒロの羽が舞い散った。

　空中に赤いモノが飛散したのを、智とも宏ひろの眼力は見た。

　透明感はなく、深みのある重苦しい赤。

　智宏はその色を見たことがある。

　以前、珠たま枝えが大ムカデから奪い取った魂の色。霊力の塊。

　それが粉々に砕け、宙に舞い散っているのだ。

　そのことがなにを意味するのか――

「コヒロッ!!」

　ヤマイヌの口から放ほうり出されたコヒロの身体からだが、地面に叩たたきつけられる。

　コヒロは受け身も取らず、まるで命を持たない人形のようにゴロゴロと田んぼの上を転がった。

「お姉様っ！」

　ぴくりとも動かないコヒロに駆け寄ろうとする遼りよう子この前に、無情にもヤマイヌが立ちはだかった。

　その目からは、ヤマイヌ特有の青白い燐りん光こうが炎のようにあふれ出し、高い位置から遼子を見下ろしている。

「やめろ、マヤちゃん……」

　智宏は震える足で、一歩、二歩とヤマイヌのほうへと近づく。

　やはりヤマイヌは畏い怖ふすべき存在。

　八や咫た烏がらすのコヒロでさえ敵かなわない、山の掟おきてそのもの。

「逃げるんだ、加か茂もさん……」

　智宏の眼力でさえ、いまのヤマイヌの姿は巨大で恐ろしいモノに見えていた。

　遼子の霊格では太刀打ちできるはずがない。

　ところが、遼子はそのヤマイヌの巨体にも動じることなく、毅き然ぜんたる態度で告げた。

「どいてください！」

　凛りんと秋空に響いた、濁りのない一声。

「あれは……!?」

　智宏は遼子の身体から抜け出したはずの力が、再びわき上がっているのが見えた。

　いままで色あせていた瞳ひとみの色が、内側から輝くような力強さを取り戻す。いや、全身が輝いているようだった。

　古びたセピア色の写真が、突然、カラー写真に変わったかのように――

　遼りよう子こを輝かせているのは、霊格といったものではなく、もっと根本的な力だった。

　いうなれば生命力――生きる力、生きようとする力。

「そこをどいてください！」

　ヤマイヌは遼子の叫びに圧倒されたように、半歩だけ後退した。

「あなたから見れば、私はとても弱いモノでしょう」

　遼子は顔をあげた。

　それはヤマイヌを見上げるためではなく、その青白く輝く恐ろしい視線を正面から受け止めるため。

「だけど……だけどっ！　転んでも、また立ち上がるぐらいのことはできます！」

　たとえ失っても。

　奪われても。

　また甦よみがえらせることができる。

　誰だれかのために、立ち直ることができる。

　それが強さなのだ。

「そうだよ、加か茂もさん……それが大切なこと……」

　ヤマイヌは遼子の匂においを調べるように何度か鼻を鳴らしたが、すぐに興味を失ったようにぷいっと顔を背けた。

「マヤ……ちゃん？」

「んおおん！」

　ヤマイヌは最後のもう一声、大きな雄お叫たけびをあげると、疾風のように山へ向かって駆け出していった。

　その姿はあっという間に見えなくなり、あたりには枯れ草の匂いをはらんだ秋風のみが吹き抜けていった……



「コヒロ姉様！」

　ヤマイヌがいなくなったことに安あん堵どする暇もなく、遼子はすぐに倒れているコヒロに駆け寄った。

「コヒロ、大丈夫か!?」

　智とも宏ひろもよろつく足で側そばに寄る。

　大量の黒い羽根がまるで血しぶきのように散乱している中心に、コヒロが仰あお向むけになって倒れていた。

　目は薄く閉じられ、まるで眠っているかのよう。

「コヒロ姉様、しっかりしてください！」

　遼りよう子こがその身体からだに取りすがり泣きじゃくる。

　その様子を、智とも宏ひろは為なす術すべもなく見つめることしかできなかったが――

「クワッ？」

　唐突に、コヒロはむくっと起き上がった。

「スエヒロ、なぜそんなに泣いているのです？」

　コヒロはこちらが拍子抜けするほど平気な顔をしている。

　さすがの智宏もそれには呆あきれてしまい、思わずその場にへたり込んだ。

「たくっ……心配させるなよ。てっきり死んだのかと思ったぞ！」

　半分泣きそうで、半分笑いそうな顔で、智宏は叫んだ。

　しかし、こうもコヒロがぴんぴんしているとなると、あのとき砕けた魂のように見えたモノは、いったいなんだったのだろうか？

　もちろん、コヒロさえ無事であればそんなことはどうでもいいのだが……

「……砕けてしまいました」

　身体を起こしたコヒロは、すぐに自分の胸元に手を当てて、悲しそうに呟つぶやいた。

　尾羽はぺたりと垂れ下がり、まったく元気がなくなっている。

「ど、どこか怪け我がをしたのか!?」

　智宏は身を乗り出して、コヒロに問いかける。

「いえ、稲いな村むら様からいただいたお守りが……」

　するすると紐ひもを引っ張ってコヒロが胸元から取り出したのは、静しず江えの家で智宏がプレゼントしたペンダントであった。

　なるほど、ガラス玉の部分が砕けてしまっている。

「おそらくエビス様の霊力が、私を守ってくれたのでしょう」

　そういわれて見ると、確かにエビスのヒゲからはもうなにも力らしきモノは感じられなくなっていた。

　智宏が見たモノは、エビスの霊力が消え去る瞬間だったのだろう。

「せっかくいただいた大切なモノを……」

「馬ば鹿か、そんなのどうだっていいだろ。よかった、本当によかった！」

　砕けたガラス玉を未練がましく見つめているコヒロに、智宏は思わず抱きついた。

「クワッ！」

　コヒロがいつもの叫び声をあげた。

　見ると、尾羽も驚いたようにピーンと立っている。

　いきなり抱きついて怒らせたかもしれないが、それでも智宏は嬉うれしさのあまりコヒロを力一杯抱きしめた。

「ぴぴっ、ちょっと稲いな村むらさん！　なにを抱きついているんです。コヒロ姉様が困っているじゃないですかっ！」

　すっかり元気を取り戻した遼りよう子こが、二人の間に割って入る。

「クワッ！」

「あはははっ、加か茂もさんも一緒に！」

　智とも宏ひろは遼子の肩にも手をかけて、二人で挟むようにしてコヒロに抱きついた。

　すると遼子も智宏の勢いに乗せられたのか、一緒になってコヒロに甘えるように抱きついた。

「ははっ、ははははははっ！」

　堰せきを切ったように笑いがこみ上げてくる。

　恐ろしくて、悲しくて、驚いて、嬉うれしくて。

　いくつもの感情がいっぺんに襲ってきたので、頭はすっかり混乱している。

　だから、いまはもう笑うしかなかった。

　笑いたかったのだ。

　そう……山に去っていったマヤにも届くように、智宏は思い切り大声で笑い続けた。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　　　◆◇◆



　遼りよう子こはコヒロに連れられて、どこかへ飛び立ってしまった。

　あれほど怒りを露あらわにしたコヒロは初めて見たが、きっと遼子のことは許してあげるに違いない。

　オオヒロもコヒロも接し方は独特だが、それでも妹のことをなにより大事に思っていることに違いはない。家族を思うのは、人間も八や咫た烏がらすも同じなのだろう。

　そのことが嬉うれしくて、智とも宏ひろはあぜ道を歩きながら思わず笑みを浮かべる。

「なにをニヤニヤ笑っておる。今日は本当に危なかったのだぞ」

　いままでずっと無言で隣を歩いていた珠たま枝えが、不満げに呟つぶやいた。

「うん……ごめん。いつも心配かけて」

「まったくだ。もっと反省しろ」

「でも、今日は俺おれに任せてくれたよな」

　以前の珠枝ならば、智宏の意志を無視してでも、危険を遠ざけようとしただろう。たとえそれが遼子を滅ぼすことになってもだ。

「おまえは頑固者だからな。それにワシ自身、おまえがどうするのかを見てみたかったのもある」

「俺はうまくできたのかな……マヤちゃんは俺のことを嫌ってしまっただろうか？」

「さてな、どうせあやつのことだ。三日も経たてば、ケロッとした顔で現れるかもしれんぞ」

　マヤののんきな性格を考えると、それも十分にあり得そうだった。

「でも、今度会ったとき、俺はどうしたらいいんだろう……」

　また、これまでのようにマヤと接することができるだろうか？

　いや、そもそもそうすることが本当に正しいことなのだろうか？

「ふん、そうやって迷えばよいのだ。おまえのよいところは、迷いながらも道を探し続けることなのだからな」

　思い悩む智宏のお尻しりを、珠枝はピンクのステッキでパンとよい音をさせて叩たたいた。

「もしかして、誉ほめてくれてるのか？」

「今日だけはな。迷いながらも道を探すことは、とてもつらいことだが、それこそが一番強い力となる。人間たちはその力を持っているからこそ強いのだ」

　珠枝は少し歩調を速め、智宏の数歩前を歩きながらいった。

「あの白助も、おまえと同じだ。だから、たとえ霊格は低くとも、決して弱いわけではない」

「俺も見えたよ。加か茂もさんの中から力があふれ出すのを……」

　あれこそが珠枝のいう強さなのだろう。

「三本足たちは、そこに一族の期待をかけているのだろう。あのようなもふもふの雛ひな鳥どりには少々荷が重いかも知れぬがな」

　珠たま枝えはピタリと足を止めると、振り返ってステッキを智とも宏ひろの鼻先に突きつけた。

「だが、迷ったモノ――転んだモノを起こしてやることができるのも人間の強さだ。せいぜい白助に気を配ってやれ」

「うん、わかってる。ありがとう、珠枝」

　珍しく珠枝が誉ほめてくれたのが嬉うれしくて、智宏は笑顔でうなずいた。

　すると、珠枝はなぜか頬ほおを赤らめてぷいっと背中を向ける。

「とっ、とはいえ……あまりベタベタするのも考えものだな。つかず離れず、節度ある態度で接するのがよかろう」

「なんだよそれ？」

　ふと悪戯いたずら心ごころがよぎった智宏は、背中を向けている珠枝にこっそりと近づき、腰を抱えて一気に持ち上げた。

「なっ、ななっ、なにをするっ!?」

「肩車だよ、肩車！」

「こらっ、下ろせ。罰当たりなっ！」

　強引に肩に担がれた珠枝は、照れくさいのかポコポコと両手で智宏の頭を叩たたいた。

　だが、智宏も負けてはいない。

「あれぇ、おまえ腹が痛いんじゃなかったのか？」

「なんのことだ？」

「これだよ、もう忘れてる……」

「あっ、いやっ、思い出した。いや、思い出したわけではないぞ。痛いのだ、ずっと痛かったのだっ！」

「だったら、おとなしくしてろって」

「むっ」

　ようやく珠枝も観念したのか、智宏の頭に手を置いて静かになった。

　智宏は珠枝の体重を両肩に感じながら、家へと向かってあぜ道を歩き出す。

「それにしても、おまえに肩車をされるとはのぉ」

「よくこうして親父おやじにも肩車をしてもらったろ？」

「そうだな、まだおまえもワシより小さくて……交代でしてもらったな」

　まだ智宏の父親が生きていたころ。

　珠枝が家神であるということの意味さえよくわからずに、普通の姉弟きようだいのように暮らしていたころのことだ。

　遠い記憶の父親の背中は広く、肩車をしてもらうと空にも手が届きそうな気持ちになったものだ。

「乗り心地はどうだ？」

　智とも宏ひろは、いまの珠たま枝えはどう思っているのか尋ねてみたくなった。

「うむ、悪くはないが、もう少し高さが欲しいのぉ」

　さきほどまで嫌がっていたくせに、いつのまにかすっかり上機嫌になった珠枝は、肩にかけた足をぶらぶらとさせる。

「まだ、親父おやじほどじゃないけどさ……でも、背だってすぐに高くなるよ。まだ伸び盛りなんだから」

「そうだな……すぐに……すぐにそうなるのだろうな」

「どうした、珠枝？」

　背中の珠枝の表情を見ることはできなかったが、その声はどこか元気がない。

「いや、なんでもない。それより、今日の夕食は栗くりきんとんだぞ!?」

「うっ、よけいなことまで思い出したな……」

「栗きんとん、栗きんとん♪」

「あー、うるさい。頭の上で妙な歌を歌うな！」

「ほれほれ、おまえも一緒に歌わんか。焼き栗、ゆで栗、栗おこわ、マロンケーキに栗きんと～ん♪　ほくほくほろほろ栗きんと～ん♪」

「わかった、わかった……ほくほくほろほろ栗きんと～ん♪」

　やけになった智宏も、珠枝の声に合わせて歌い出す。

　二人でお馬ば鹿かな歌を合唱しながら夕暮れのあぜ道を歩いていると、なんだか智宏まで栗が食べたくなってしまった。

　しかたがない、今日のデザートは栗きんとんにすることにしよう。



    

  
    
      
終章





　演劇部の舞台のことで、しばらくクラスでは冷やかされることが多かったが、特にこれといって変わったこともなく、智とも宏ひろはいつもように学校生活を送っていた。

　あれだけ恥をさらしたというのに、辰たつ則のりの見せてくれた好感度グラフには、舞台終了後もほとんど変化はなく、ただひとりぶんだけグラフが上を向いていた。これは演劇部のマゲが票を投じてくれたからだという。

　辰則の馬ば鹿かが集計しているような胡う散さん臭くさい調査結果であるが、これには少しだけ智宏もへこんでいた。

　妙な厄介ごとばかり押しつけられて、みんなに妬ねたまれるようなことは、一切していないと思うのだが……

　いや、本当のところはどうなのだろう？

　知らぬは我が身ばかりなり、なんてことがあるのだろうか。



　それはさておき、智宏は厄介ごとの元凶のひとつである珠たま枝えに呼び出され、昼休み、茶道室にやってきていた。

「おまえ、最近、いつもそのぬいぐるみを抱いているな」

「うむ、このもにゅもにゅ――いや、むにむに感は妙に癖になる。気持ちよいのか、気持ち悪いのかすらよくわからん。とにかく癖になるのだ」

「なんだよ、それ？」

　巨大なカモメッピのぬいぐるみを両手両足で抱きしめながら、高校の制服姿の珠枝はおきあがりこぼしのように身体からだを揺すっている。

　茶道室にはなぜかマゲもいた。これはちょっと珍しい組み合わせだった。

「ところで、あのシンデレラの舞台の本番はいつやるんだ？」

「ああっ、あれはもういいの。おかげさまで何人か入部希望者が来てくれたし、十分宣伝になったわ」

「へえ、それはよかった……って、それでいいのかよ！」

「うん、オオヒロ先生や遼りよう子こちゃんにも、演劇部自慢の衣装を着てもらえたし」

「そうだよ、あんなに立派な舞台衣装まで用意したのに」

　あそこまで大がかりな稽けい古こをしておいて、本番はなしとは……智宏としてはありがたい話ではあったが、やはり腑ふに落ちない。

「だって舞台よりも、そっちのほうがメインの目的だったわけだし。いや～、おかげさまでオオヒロ先生のスカート姿なんて貴重なものを見せてもらったわ。まったく裏方冥みよう利りに尽きるわね！」

　マゲはくは～っと好この香かが酒を飲んだときのように「こりゃ、たまらん」といった顔をして、ぺしぺし膝ひざを叩たたいた。

「えっ、どっちがメインだって？」

「私たちって、衣装とかを作るのが好きなのよ。特に女の子の衣装だけどね。演劇部に入ったのも、いろいろ面白い衣装を作れるからで……私にとって、舞台はファッションショーみたいなものなの」

　裏方が好きだとはわかっていたが、こんな理由だったとは。

　どうりで舞台に上がりたがらないわけだ。

「可愛かわいい女の子たちを、自分の衣装で演出する。ああっ、やっぱりショーほど素敵な商売はないわね！」

「なんだよ、それ……」

「あっ、もちろん演劇が好きな人がいたら、全力でバックアップするわよ。入部希望者の中には、衣装映えしそうな子もいたし！」

「わかった。まあ、頑張ってくれよ……」

　世の中には珍しい志向の人間がいるものだと思い知り、智とも宏ひろはがっくりとうなだれる。

真ま面じ目めに台本の台詞せりふを憶おぼえて損した気分だ。

「よかったら、珠たま枝え様もどうですか。今度はちゃんと珠枝様に合わせた、可愛い衣装を作りますよ」

「いや、遠慮させてもらおう。やはりワシには演技というものがよくわからん。貴様も、あんなヒラヒラの衣装を作るぐらいなら、もふもふのぬいぐるみでも作っていろ」

　そういって珠枝はカモメッピの頭をあごで挟んで、むにむにとした。

「ところで……わざわざ、昼休みに呼び出してなんの用なんだ？」

　カモメッピとたわむれるばかりで、なかなか本題に入ろうとしない珠枝を、智宏はうながした。

「うむーっ、ここしばらくいろいろ悩まされたが、ワシとしてもはっきりさせたくてな」

　ようやくカモメッピを手放した珠枝は、獲物を狙ねらう肉食獣のような目つきで、マゲのほうに四よつん這ばいで近づく。

「な、なんでしょう？」

「マゲ、貴様のこれはカモメッピと同じく定番パンツ製のまがいものではあるまいな？」

　そう尋ねるが早いか、いきなり珠枝はマゲに飛びかかると、その胸をわしづかみにした。

「はにゃあっ!!　なっ、なにするんですか!?」

「ふむ、なるほど。紛れもなく本物のようだな。まったく若いのに無駄に成長しおって」

　珠たま枝えは至極真ま面じ目めな顔つきで呟つぶやいた。

「おまえ……はっきりさせたいって、マゲの胸のことなのか？」

　さすがに智とも宏ひろも呆あきれ果ててしまった。

「それもあるが、もうひとつ。マゲ、おまえは料理は上う手まいのか？」

「苦手じゃあないですけど。家で手伝いぐらいはしていますし」

「うむ～っ、そうか……」

　それを聞いた珠枝は、腕組みをして唸うなり声をあげる。

「あの、それってなんなんですか、珠枝様？」

「そうだよ、いったいなんのつもりなんだ？」

　二人の追及をしばし黙って受け止めていた珠枝は、やがて大きく目を見開き顔をあげると、ビシッとマゲを指差した。

「安心せい、貴様は智宏の好みにぴったりだっ！」

「えっ？」

「へっ？」

　智宏とマゲはぽかんとするばかり。

「智宏が好むのは胸が大きくて、料理の上手な娘だ。おまえはその条件に合っておる」

　珠枝は自分の胸をふかふかと触りながら、じろ～っと智宏とマゲを見比べている。

　しばし珠枝の言葉を吟ぎん味みしていたマゲだったが、やがて首をカクンと横に傾かしげた。

「えっと、なにか勘違いしてませんか？」

「勘違いなどしておらん。胸の大きな娘を前にしたときの、こやつのだらしない顔ときたら！」

　なにを怒っているのかわからないが、珠枝はカモメッピの頭をパンパン叩たたいて智宏の巨乳好きについて力説した。

「馬ば鹿か、なにを恥ずかしいことを！」

　智宏も健全な男子高校生。大きな胸が嫌いなはずはない。

　しかし、そんなことを同級生の女子に熱弁されてはたまらなかった。

「そもそも、ワシに智宏の好みを調べろといったのは貴様ではないか！」

「いや、ですから、確かにそれは聞きましたけど、稲いな村むら君の好みを知りたがっていたのは私ではなくて……」

　興奮する珠枝をなだめるように、マゲが弁解する。

「んっ、なんだと？」

「実は、ある人に演劇部の舞台に協力をお願いしたら、その代わりに稲村君の好みについて調べて欲しいって頼まれちゃって」

　マゲはケロッとした顔で、ぴょこんとマゲの生えた頭をポリポリとかく。

「お、俺おれの好みが気になる人がいる？」

　マゲの言葉に、智とも宏ひろはちょっとドギマギした。いったいどんな女子だろう。

「そ、それは誰だれなのだ!?」

　有り難いことに、珠たま枝えのほうからマゲを問い詰めてくれた。

「本当は内緒なんだけど……」

「いいからいうのだ！」

「内緒ですよ～？」

「わかった、わかった」

「あのですねぇ、オオヒロ先生なんですよ。珠枝様に聞いてみたらわかるかもってアドバイスをしてくれたのも先生です。だったら自分で珠枝様に聞けばいいのに、変ですね」

「なっ……！」

「でもよかった、これで先生との約束が守れる。稲いな村むら君は、料理のできる巨乳が大好き――というわけね。でも、女としてはなんだかな～」

　マゲはジロリと軽けい蔑べつの眼まな差ざしで智宏のほうを見つめた。

　どうやら珠枝のせいで、智宏の好感度がまたひとつ低下したようだ。

「それにしても、オオヒロ先生は、なんで稲村君の好みなんか知りたいんだろう」

「うむむむむっ、あやつめ、やはり智宏を狙ねらっておるのでは……」

　珠枝はあごに手を当てて、唸うなり声をあげた。

「まっさかぁ、キリンが逆立ちしたってそんなことあり得ませんよっ！」

　その言葉にマゲは畳の上にひっくり返って、足をばたつかせながら大爆笑する。

　まったく失礼な態度だが、そう思われてもしかたないのは間違いない。

　ただ、智宏としてはひっかかるものもある。

　まさか、あのオオヒロが婿候補である智宏の好みを気にかけている……？

「いや、まさかな……」

　力なく首を横に振って、智宏は自分の考えを否定した。

「どうせ、オオヒロ先生のことだから、珠枝や俺のことをからかおうとしたんだろ？」

「おっ、おのれ～、あの三本足めっ！」

　その企たくらみにすっかりはめられた珠枝は、カモメッピの頭をがじがじ噛かんで怒り狂っている。

「この前から妙なことをしてると思ったら、こんなことかよ」

「なにをいっておる。そもそも、おまえがしっかりしていないから、このように三本足などにもてあそばれるのだ！」

「だ、騙だまされたのはおまえのほうだろ？」

　いきなり八つ当たりされて、智とも宏ひろは反論する。

「ワ、ワシのせいにするのか、この罰当たりめ。貴様が女の胸ばかりデレデレ見つめておるから、こんなことに――!!」



　　　　　◆◇◆



　珠たま枝えの剣幕に追い出されるような形で、智宏は茶道室をあとにした。

「……けど、俺おれってそんなに胸ばっかり見ていたかな？」

　茶道室から聞こえてくる珠枝のわめき声を背に、今後は少し気をつけようと自戒する智宏であった。

「稲いな村むらさん？」

「うわっ、加か茂もさん！」

　そう思った早々、目に毒な胸を持つ美少女の登場だ。

　智宏は意識して視線を下に向かせないために、遼りよう子この顔を見るように心がけた。

「ぴっ、なにか私の顔についてます？」

「いやっ、そういうわけじゃないんだけど」

　智宏はわたわたと手を振って誤魔化した。

「それより、加茂さんはこんなところで――珠枝に用でもあるの？」

「もちろん、珠枝様にもお礼を申し上げなければいけませんが、まずは稲村さんにと思いまして。瑞みず穂ほさんにお聞きしたら、こちらだとおっしゃっていたので」

「お礼って、この前のマヤのこと？」

「はい、稲村さんのお守りのおかげでコヒロ姉様は無事に済みました。ありがとうございます」

「お礼なんて……あれはコヒロにあげたものだし。役に立ってくれて嬉うれしいよ」

　本当にあのお守りがなかったらどうなっていたことか――いや、もうそれは考えないことにしよう。

「それに、私も助けていただきました」

「ううん、マヤを納得させたのは、加茂さんの強さだよ。結局、俺はなにもできなかった」

　あのことで、智宏は自分の浅知恵を思い知らされることとなった。

　少しばかり妖よう怪かいたちのことを知ったからといって、なにか力を得たわけではない。

　自分にできることは、見ることと、理解しようとすることだけなのだ。

「でも、稲村さんが側そばにいてくれたから、私は立ち直ることができました。人間の稲村さんが、あの恐ろしいヤマイヌに何度も立ち向かおうとする姿は、私に勇気をくださいました」

　いつのまにか遼りよう子こは智とも宏ひろの両手を取って、じっと真しん摯しな目でこちらを見上げていた。

　思わずドキリとするが、その奥深い色の静かな瞳ひとみを見ていると、よこしまな感情は湧わき立たない。どちらかといえば保護してあげたくなる――まさしく幼い雛ひな鳥どりを見たときのような感情が、智宏の中では先に立った。

「ま、まあ……あれは成り行きだし……」

　しかし、このように感謝してくれるのは嬉うれしいのだが、こんなところを他ほかの生徒に見られたら一大事だ。

「そ、そうだ。ちょうど加か茂もさんに渡したいモノがあったんだ」

　話を変えるために智宏が取り出したのは、小さな紙袋。

　遼子はキョトンとした顔でそれを受け取った。

「……これをコヒロ姉様に渡せばよいのですか？」

「え、なんで？」

「壊れたペンダントの代わりではないんですか？」

「あっ、いや……それはまだ……」

　遼子にいわれるまで、智宏はまったくそのことまで気が回っていなかった。

　確かに、ペンダントが壊れて落ち込んでいたコヒロのことを思うと、そちらのフォローもしてやらないといけないだろう。

　でなければ、また妖よう怪かいたちの青空教室につきあわされるかもしれない。

「では、これはなんでしょう？」

　小首を傾かしげながら、遼子は紙袋を見つめている。

「それは加茂さんのものなんだけど」

「ぴっ、わ、私にですかっ？」

　突然、遼子は顔を真っ赤にさせて、両手で紙袋を握りしめた。

「そ、そんなに恥ずかしがらないでよ。俺おれだって同じなんだから」

「ぴぃっ、同じ……同じなんですか？」

　遼子は顔をうつむかせ、紙袋を持つ手の指をもじもじと動かした。

　智宏もなんだか気まずくなって、遼子から顔をそらす。

「あ、開けてみてよろしいですか？」

「えっ、ここで？」

「ぴっ、駄目でしょうか？」

「そりゃあ、確認したいのなら止めないけど……」

「はいっ！」

　遼子は紙袋の封を丁寧に開けて、紅潮させた顔でその中をのぞき込んだ。

「ずいぶん間が空いちゃったけど」

　智とも宏ひろの目の前で、遼りよう子この顔色がさらに赤さを増す。

　ところが、さっきまでは柔らかい紅色であったが、いまの顔色はまるでゆでダコのように真っ赤っかだ。というより、なにか怒っているような……

「ぴぴぃ、これはなんですかっ！　はれんぴぃな～っ!!」

　ろれつの回らない叫び声をあげて、遼子は紙袋の中身――黒のレース下着を振りかざした。

「いや、だから、その下着は加か茂もさんの……」

　智宏が渡したのは、以前、遼子に投げつけられて以来、ずっと返せずにいた下着。

　自分に感謝してくれているいまこそが、返却のベストタイミングだと思ったのだが――どうやらそれは智宏の勘違いだったらしい。

　すっかり遼子の機嫌を損ねてしまった。

「もうっ、もうっ、知りません。なんであなたは……私は……！」

　怒りのあまり言葉がつかえたのか、もごもごと口の中で呟つぶやいた遼子は、下着を持った手を天にかざした。



　ゴウッ！



　すると、廊下にメラメラと燃え上がる狐きつね火びが浮かび上がる。

　真っ昼間だというのに、その勢いは衰えることなく、遼子の怒りを反映するかのように燃えさかっていた。

「いや、ちょっと待って……落ち着いて、落ち着いて……」

　智宏はじりじりと後ずさりをしながら、なんとかなだめようとするが、そもそもなんで遼子がそんなに怒っているのかさえわからなかった。

　それは遼子が八や咫た烏がらすであるからか――

　それとも自分には女心というものがわからないのか――

「この破は廉れん恥ち男～っ！」

　ともかく、いまは狐火から逃げるのが先決のようだ。

　考えるのは、それからだ。



おわり







    

  
    
      
あとがき



　お待たせしました、「もふもふっ　珠たま枝えさま！」の第二巻です。

　今回、珠枝は「もふもふ」に代わる、新たな感触を発見したりしていますが、メインは遼りよう子ことヤマイヌのお話です。

　以前、ヤマイヌと対たい峙じしたときに比べると、だいぶ智とも宏ひろも成長しています。そんな彼の活躍は、みなさんの目にはどのように映りましたでしょうか？

　好この香かの色香にドキドキしながらも、人間と妖よう怪かいの差は埋めがたく、それでいて共通するモノがあることに気づいた智宏――今後は、別の視点から彼らと接することになることでしょう。まだまだ智宏の成長は続きますので、是非、みなさん見守ってあげてください。

　なお、本編にある演劇についての解釈は、あくまで珠枝の言葉です。

　演劇の起源を考えるうえで大切な、滑こつ稽けいを演じるといった要素が欠落していますが、そのへんは気にしないでください。

　また、今シリーズから入られたかたで、ヤマイヌについてもっとくわしく知りたいかたは、前シリーズ「神様のおきにいり」の二巻と四巻をどうぞ。

　二巻は初登場編。ヤマイヌなどの人のあとをつける妖怪に関することと、ちょっと怖いマヤと智宏の対決が描かかれています。

　四巻は応用編。智宏に協力して猫の里に一緒に行ったりと、今作とはちょっと違ったマヤを見ることができるでしょう。

　まあ、読まないでもまったく問題はないのですけどね。

　でも、読んでくれると私はとても嬉うれしいので、やっぱり読んでください。



　真さな田だ茸たけ人と先生には今回も素敵なイラストを描いていただきました。巫み女こ服風の正装もよいのですが、珠枝の私服も可愛かわいくてよいですね。

　また、私事で恐縮ですが、いつも私の小説に的確なアドバイスをいただいているSUZUNEさんにおかれましては、めでたくもお忙しいところをまたもご協力をいただきました。この場をお借りしまして、厚く御礼を申し上げます。いつも無理をいってすみません。

　そしてもちろん、この本を読んでくださったみなさまには最大限の感謝をお送りいたします。

　みなさんのご声援があれば、またお会いできるかと思いますので、これからもどうぞよろしくお願いします。
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